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ニザーム家のワクフと一四世紀のヤズド（岩武）

【
要
約
】
　
イ
ラ
ン
申
央
部
に
位
置
す
る
一
地
方
都
市
ヤ
ズ
ド
に
お
い
て
、
一
四
徴
紀
前
半
期
に
ニ
ザ
ー
ム
家
と
い
う
サ
イ
イ
ド
の
名
家
に
属
す
る
二
人
の

父
子
に
よ
っ
て
、
地
域
も
対
象
も
多
岐
に
わ
た
る
大
規
模
な
ワ
ク
フ
の
設
定
が
行
わ
れ
た
。
O
§
ミ
．
ミ
ー
鵯
§
庚
ミ
と
題
さ
れ
た
ワ
ク
フ
文
書
集
が
そ
れ
を

記
録
し
て
い
る
。
こ
の
文
書
集
は
、
息
子
の
許
で
一
三
三
三
年
四
月
の
時
点
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
父
子
の
四
四
件
の
ワ
ク
フ
に
関
し
、
様
々
な

情
報
を
提
供
す
る
。
本
稿
で
は
、
特
に
彼
ら
の
ワ
ク
フ
対
象
施
設
の
分
析
を
行
う
。
彼
ら
の
ワ
ク
フ
は
、
ヤ
ズ
ド
の
両
者
の
名
を
冠
し
た
マ
ド
ラ
サ
を
中

心
に
、
学
問
や
教
育
、
さ
ら
に
都
市
の
社
会
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
貢
献
し
て
お
り
、
我
々
は
そ
こ
に
高
次
の
文
化
が
存
在
し
た
こ
と
を
知
る
。
父
の
マ

ド
ラ
サ
の
時
計
台
が
そ
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ワ
ク
フ
運
営
の
中
心
で
も
あ
っ
た
両
者
の
マ
ド
ラ
サ
は
、
こ
の
父
子
の
墓
所
で
も
あ
り
、
彼
ら
の

ワ
ク
フ
行
為
は
、
こ
の
墓
所
を
敬
意
の
対
象
と
し
て
永
続
さ
せ
る
こ
と
を
、
そ
の
本
質
的
な
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
七
二
巻
蕊
号
　
一
九
八
九
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
こ
こ
に
分
析
を
試
み
る
の
は
、
一
四
世
紀
前
半
期
イ
ラ
ン
中
央
部
の
一
地
方
都
市
ヤ
ズ
ド
の
、
ニ
ザ
」
ム
家
と
い
う
サ
イ
イ
ド
の
家
系
に
属

す
菊
鼻
口
巴
－
∪
言
鼠
魯
ρ
ヨ
ヨ
伊
α
と
そ
の
子
詮
巳
。
。
巴
6
冒
竃
昌
ρ
旨
B
ρ
α
に
よ
る
ワ
ク
フ
文
書
集
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
窮
割
§
帖
、
ミ
ー
句
ミ
ミ
ミ

と
題
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
モ
ン
ゴ
ル
侵
入
以
降
」
の
イ
ラ
ン
社
会
に
関
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

我
々
は
い
く
つ
か
の
社
会
経
済
史
の
研
究
を
既
に
得
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
こ
に
は
、
当
時
の
イ
ラ
ン
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
助
け
と
な
る
よ
う
な
具
体
的
な
事
例
が
決
定
的
に
欠
如
し
て
い
る
。
一
つ
一
つ
の
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②

具
体
例
の
呈
示
こ
そ
が
、
こ
の
分
野
で
の
新
た
な
発
展
を
期
す
契
機
と
な
り
え
よ
う
。
こ
の
ワ
ク
フ
文
書
集
も
一
三
二
〇
1
三
〇
年
代
ー
イ

ル
・
ハ
ン
諺
び
O
ω
螢
．
副
の
治
世
下
1
の
イ
ラ
ン
社
会
の
状
況
を
示
す
好
材
料
と
な
り
え
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

　
こ
の
文
書
集
は
、
主
と
し
て
岸
品
》
鵠
鍵
氏
に
よ
り
、
二
度
に
わ
た
り
校
訂
が
な
さ
れ
、
次
の
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

・
諺
｛
路
お
H
・
9
昌
α
鍔
．
目
ρ
ρ
圃
U
餅
。
一
帥
℃
織
鉋
μ
（
巴
ω
冒
）
嬉
O
割
§
帖
．
9
㍗
知
ミ
蕊
き
目
魯
蚕
二
目
ω
懸
ω
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

・
》
誇
貯
”
團
．
（
a
．
Y
寒
職
恥
割
碁
割
込
帖
ぎ
ミ
＜
♀
H
押
6
①
げ
冨
。
同
ω
望
ω
‘
も
℃
・
ω
り
H
l
㎝
鶉
・

　
し
か
し
、
こ
の
ワ
ク
フ
文
書
集
に
は
、
当
時
の
社
会
状
況
に
関
し
て
、
他
の
史
料
に
見
ら
れ
な
い
詳
細
な
情
報
が
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
直
接
考
察
の
対
象
と
し
た
研
究
ば
、
筆
者
の
知
る
限
り
、
次
の
二
つ
し
か
な
い
。

　
寓
。
δ
α
－
6
話
江
巴
自
国
ご
目
ぎ
ミ
。
§
ミ
謹
ミ
只
言
ぎ
ミ
．
こ
8
1
こ
9
1
0
㌦
L
§
ミ
帖
ミ
ミ
§
噸
℃
ミ
、
o
憤
ミ
喩
§
“
・
“
い
ミ
§
郵
霞
μ
．
U
．
象
。
。
ω
●
麟
p
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

＜
㊤
巳
α
白
く
。
誘
洋
唄
目
零
N
℃
℃
●
蕊
1
♂
’
（
○
げ
㊤
讐
。
目
b
。
．
く
震
α
ヨ
驚
置
け
麟
巴
h
o
｛
夢
Φ
男
。
自
同
枠
8
昌
夢
○
Φ
暮
口
蓋
”
雪
げ
。
切
二
一
白
蔓
）
、
鉱
μ

㊤
⇒
α
目
び
¢
ω
げ
p
ヨ
。
。
落
矯
ρ
戸
）

　
》
信
σ
地
P
ナ
．
．
び
。
す
餌
霞
8
ρ
σ
q
o
o
巳
宕
H
9
①
門
戸
舜
昌
も
。
o
彦
δ
ω
H
涛
財
餅
屋
の
，
¢
器
σ
q
巴
婁
α
鉾
B
讐
。
号
く
ρ
N
α
勤
、
、
じ
ミ
暑
§
、
ミ
ミ
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ミ
執
．
、
恥
ミ
§
ω
（
δ
瞬
）
噂
℃
や
ざ
『
諜
お
．

　
前
者
は
、
現
地
調
査
に
基
づ
き
、
こ
の
ワ
ク
フ
文
書
集
に
記
載
さ
れ
る
ワ
ク
フ
対
象
施
設
、
特
に
父
子
の
電
器
養
鰺
の
建
築
様
式
、
ヤ
ズ

ド
の
都
響
プ
ラ
ン
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
、
前
半
で
、
ニ
ザ
ー
ム
家
を
含
む
ヤ
ズ
ド
の
サ
イ
イ
ド
の
家
系
の
成
員
の
活
動

を
描
写
し
、
後
半
に
お
い
て
、
こ
の
文
書
集
の
要
点
を
示
し
、
彼
ら
の
文
化
保
護
に
焦
点
を
妾
て
て
い
る
。
し
か
し
、
校
訂
者
跨
㌘
9
1
巴
氏
の

言
及
を
含
め
、
右
記
の
二
論
考
に
お
い
て
も
、
こ
の
ワ
ク
フ
文
書
集
の
全
体
像
l
l
そ
の
構
成
、
編
纂
時
期
、
父
子
個
別
の
ワ
ク
フ
行
為
、
ワ

ク
フ
の
意
図
等
に
は
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
末
だ
全
体
の
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
本
稿
は
、
特
に
跨
儲
げ
冨
氏

の
優
れ
た
論
考
に
大
き
く
拠
り
な
が
ら
も
、
そ
の
問
題
点
の
批
判
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
が
、
氏
に
し
て
も
、
非
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
文
化
保

護
を
証
明
す
る
た
め
に
、
い
わ
ば
恣
意
的
に
、
こ
の
文
書
集
よ
り
情
報
を
抽
出
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
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ユザーム家のワクフと一四世紀のヤズド（岩武）

　
以
下
、
本
稿
で
は
、
こ
の
ワ
ク
フ
文
書
集
の
分
析
を
通
じ
て
、
イ
ラ
ン
中
央
部
の
一
地
方
都
市
ヤ
ズ
ド
を
舞
台
に
し
た
ワ
ク
フ
の
事
例
報
告

に
徹
し
て
、
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
そ
の
際
、
前
記
の
Q
ミ
ミ
．
ミ
ー
知
恩
暗
ミ
の
テ
キ
ス
ト
の
前
者
を
け
Φ
曇
一
後
老
を
8
碁
鱒
と
仮
に
呼
び
、
以
下
、
史
料
略
号
を
用
い
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

〔
　
〕
内
に
、
左
（
上
）
に
ぎ
碁
H
の
ペ
ー
ジ
を
、
右
（
下
）
に
3
蓉
b
。
の
ペ
ー
ジ
を
示
す
と
い
う
方
式
を
と
る
。

　
な
お
、
こ
の
ヤ
ズ
ド
と
い
う
地
方
都
市
は
、
一
五
世
紀
中
葉
1
こ
の
ワ
ク
フ
文
書
集
よ
り
ほ
ぼ
一
世
紀
後
一
に
、
○
ρ
、
h
碧
σ
●
鑓
昌
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

露
白
雪
α
げ
．
彰
ρ
ω
㊤
⇒
○
曽
．
h
9
覧
通
称
○
欝
．
貯
覧
の
S
ミ
搾
出
§
ミ
と
》
甘
昌
銭
ぴ
・
句
話
回
路
σ
．
．
》
独
鈷
－
囚
助
菖
σ
の
S
ミ
愚
嵐
O
騎
織
ミ
乱

寄
ミ
と
い
う
二
つ
の
地
方
史
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

　
前
者
は
、
八
四
五
／
一
四
四
一
i
四
二
年
忌
完
成
し
、
後
者
は
、
前
者
を
独
自
の
情
報
を
交
え
て
整
理
し
、
八
六
二
／
一
四
五
八
年
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

事
件
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
悪
書
と
も
、
ヤ
ズ
ド
在
住
の
著
老
が
ヤ
ズ
ド
の
様
々
な
建
造
物
を
そ
の
逸
話
と
と
も
に
記
す
「
地
誌
」
的
要

素
を
基
調
と
し
て
有
し
て
い
る
。
こ
の
両
「
ヤ
ズ
ド
史
」
に
よ
っ
て
も
、
ほ
ぼ
一
世
紀
の
時
を
隔
て
で
は
あ
る
が
、
ニ
ザ
ー
ム
家
の
ワ
ク
フ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

関
し
、
様
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
　
イ
ル
”
ハ
ン
目
下
の
社
会
経
済
史
の
研
究
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
い
p
・
午

　
σ
8
P
＞
●
閑
．
o
Q
こ
ト
ミ
～
ミ
。
ミ
§
ミ
℃
ミ
旨
ミ
§
℃
ミ
鴇
臼
箆
騎
譜
§
ミ
ト
ミ
ミ

　
§
9
ミ
ミ
ミ
ミ
ト
§
ミ
沁
ミ
§
§
臥
ミ
凶
悪
向
“
ミ
騎
§
婚
い
。
＆
o
昌
H
8
。
。
（
岡
崎
正

　
孝
訳
『
ペ
ル
シ
ア
の
地
主
と
農
民
i
土
地
保
有
と
地
霧
行
政
の
研
究
』
岩
波
霞
店

　
（
一
九
七
一
年
）
）
の
該
当
箇
所
、
お
よ
び
、
コ
。
↓
幽
）
｝
．
男
並
∩
【
自
岬
L
、
同
・
瓢
直
謝
軋
§
亀
ミ
ミ

　
農
》
蝿
a
、
暮
ミ
O
ミ
k
o
ミ
馬
ミ
ミ
騎
書
幅
凄
偽
ミ
、
l
k
、
胃
Q
ミ
。
⑨
三
〇
〇
否
簿
一
霧
ρ

　
誌
。
3
＼
、
目
お
ω
0
9
0
自
8
き
ヨ
一
。
O
o
一
乙
一
鑑
8
0
h
騨
竃
巳
O
霞
け
げ
。
H
一
－

　
菖
創
暴
”
、
§
馬
O
§
さ
雪
乞
馬
ミ
無
。
遂
ミ
守
a
謡
く
お
①
◎
。
い
℃
や
蒔
Q
。
ω
l
q
◇
。
メ
を

　
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
　
我
が
国
に
お
い
て
は
、
本
田
實
信
証
の
「
イ
ル
カ
ン
国
に
お
け
る
一
ρ
婦
》
、
制

　
に
就
い
て
」
『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
臨
七
（
一
九
五
九
年
）
℃
ワ
ω
？
罐
、
「
ガ

　
ザ
ン
駐
カ
ン
の
税
制
改
革
」
岡
一
〇
（
一
九
六
一
年
）
℃
℃
■
。
。
『
山
鷲
等
を
は
じ

　
め
と
す
る
数
々
の
国
欄
史
に
関
す
る
論
考
が
あ
り
、
社
会
を
考
察
す
る
上
で
も
参

　
考
と
な
る
。
近
年
の
論
考
で
は
「
ス
ル
タ
ー
二
二
や
盈
都
営
」
『
葉
方
学
会
創
立

　
四
十
周
年
記
念
東
方
学
論
集
』
（
一
九
八
七
年
）
℃
や
お
ω
ム
。
。
が
、
特
に
塞
稿

　
の
関
心
か
ら
も
示
唆
に
凄
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
坂
本
勉
「
モ
ン
ゴ
ル
の
イ
ラ

　
ン
支
配
と
イ
ク
タ
ー
制
の
展
関
に
『
オ
リ
エ
ン
ト
史
講
座
五
　
ス
ル
タ
ン
の
隠
代
』

　
（
｝
九
八
六
年
）
℃
や
。
。
一
三
。
。
も
あ
る
。

⑧
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
寒
き
§
粛
－
帖
N
愚
ギ
N
§
蔦
§
り
（
珍
き
ω
。
）
”
℃
℃
．
ざ
1
卜
。
謡

　
に
発
表
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
、
H
簿
炭
9
1
門
鐸
漏
男
霧
｝
蚤
ロ
α
q
高
H
愚
早
N
ρ
ヨ
冒
の
と

　
し
て
、
い
わ
ば
別
冊
の
形
で
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
索
引
が
付
け
ら
れ
利
用
の

　
便
が
計
ら
れ
て
い
る
が
、
ペ
ー
ジ
数
以
外
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
全
く
同
一
で
あ
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る
。

④
　
妻
室
勘
さ
や
ミ
ぎ
磯
3
さ
。
〈
9
ω
．
、
月
。
げ
鎚
串
お
蒔
○
。
ふ
幽
9
は
、
鴫
9
N
島
　
の
歴
史

　
建
造
物
に
関
す
る
文
書
・
碑
文
を
校
訂
し
、
註
記
を
加
え
た
書
で
、
史
料
集
と
し

　
て
極
め
て
高
い
価
値
を
持
つ
。
＞
q
σ
貯
氏
に
よ
る
書
評
が
あ
る
。
　
（
富
』
§
謡
§

　
N
ミ
ミ
§
ミ
N
．
N
丸
§
嵩
○
。
（
お
誤
）
”
や
お
b
。
）
．

⑥
以
下
、
〔
鵠
O
一
〇
α
　
一
〇
圃
卜
。
〕
と
略
す
。

⑥
　
以
下
、
〔
〉
鐸
σ
営
ら
謡
〕
と
略
す
。
こ
の
他
に
、
切
。
雲
δ
算
7
0
・
図
‘
．
．
O
㊤
一
7

　
斜
ヨ
冴
貯
O
①
纂
轟
一
H
門
ρ
路
”
8
げ
o
H
（
魁
臼
望
置
ω
o
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。
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落
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蓉
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↓
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。
に
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単
純
な
校
訂
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思
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れ
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箇
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多
い
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両
テ
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す
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。
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職
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欝
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ア
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か
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い
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し
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固
有
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詞
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は
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本
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・
註
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と
も
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書
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ら

　
の
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接
の
噌
引
用
の
際
…
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の
み
、
ア
ラ
ビ
ア
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記
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い
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の
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ア
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記
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蜜
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9
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鉗
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ω
？
覧
洋
瓦
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す
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。
ま
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地
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。
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え
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、
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菊
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．
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。

　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

⑧
円
く
の
著
者
O
薗
．
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．
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鷺
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に
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．
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底
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。
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O
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憲
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史
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○
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。
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章
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行
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い
て
い
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〔
ゆ
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史
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全
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頼
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．
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史
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績
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げ
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も
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㎝
’
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や
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。
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⑨
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鉱
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史
料
略
号

　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

驚
刈
内
“
Ω
ρ
．
h
鎧
σ
9
蜜
β
ヴ
四
ヨ
ヨ
㊤
鳥
9
彊
記
㊤
昌
O
p
．
貯
芦
、
、
α
ρ
”
儒
賞
曾
㊤
N

　
　
　
　
円
山
亘
り
－
一
類
㊤
ぴ
胃
、
”
》
a
．
摂
〉
喘
鍛
び
寒
↓
、
趣
§
嘩
軌
N
篇
鵠
勢
§
§
O

　
　
　
　
（
嵩
ω
翻
．
Y
℃
や
Q
。
¢
－
窃
Q
。
「

（316）4



ニザー一一ム家のワクフと一四世紀のヤズド（岩武）

くO
ヨ
田
　
　
窯
篇
σ
固
一
ゴ
ヨ
男
山
　
霞
嘗
誇
山
　
話
声
。
ロ
ひ
螢
β
諭
　
一
W
鋤
隔
ρ
圃
℃
　
Q
織
蔦
職
、
1
一
　
，
容
ミ
糺
漕
　
　
日
噛

　
　
　
　
　
　
鼠
。
H
．
a
趣
9
1
5
6
魯
話
二
お
・
δ
ω
曜

諸
口
　
　
　
”
同
”
o
◎
図
ケ
　
仁
’
く
四
h
回
㌧
　
』
S
h
嚥
、
嵩
騎
㍗
軌
　
穿
肋
刷
目
刷
　
睡
㌧
　
Φ
二
．
　
ン
角
僧
σ
目
自
山
　
「
㊤
昌
槻
目
σ
℃

　
　
　
　
　
　
冨
器
げ
β
ρ
α
一
〇
。
G
。
㊤
ζ
。
．

鍔
同
　
　
　
　
り
筒
5
．
回
ρ
　
9
一
山
）
回
口
　
属
ρ
N
ユ
ど
　
　
さ
e
勘
訟
賊
ひ
一
画
　
困
門
扉
、
篭
　
　
（
0
郎
二
α
　
固
）
、
　
O
O
噛
　
ω
．

　
　
　
　
　
　
ゑ
鋒
同
ω
同
、
6
Φ
ξ
露
罷
卜
。
α
ω
．

累
ρ
　
　
仁
9
讐
α
山
＝
髪
結
霧
δ
窪
同
ρ
諄
く
置
同
㌦
ぎ
S
ミ
ミ
ー
9
聴
ミ
黛
。
α
．
ρ
富

　
　
　
　
　
　
ω
爵
『
ρ
口
㈹
O
b
一
じ
O
《
α
O
昌
　
匪
O
一
㎝
．

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

ω
宏
　
　
　
　
“
H
σ
昌
　
N
ρ
一
，
袖
口
σ
　
O
Q
同
械
9
1
凶
同
℃
　
句
刷
轟
磯
一
嵩
勘
秘
嵩
畿
●
　
①
鳥
．
　
H
6
0
P
μ
鋤
馬
同
一
　
～
「
卿
、
一
口
　
O
僻
〈
餅
α
圃
、

　
　
　
　
　
　
8
①
7
諺
昌
一
も
。
9
し
。
．

一
門
〉
蜜
　
　
“
累
ρ
＃
b
P
口
像
　
沃
⇔
8
β
げ
団
い
械
勘
塊
軸
腎
－
画
毎
馬
－
脳
　
室
．
廣
§
き

　
　
＼
け
　
鱒
O
α
’
、
〉
ぴ
儒
9
一
－
掴
β
ω
曽
一
躍
　
競
闘
く
9
一
．
圃
い
目
O
ゴ
噌
9
詳
一
c
Q
①
堅
い
．
（
駆
コ
⇔
α
O
低
一
賦
O
謬
）

　
　
＼
ヨ
“
一
口
8
0
＼
日
　
勺
℃
凸
O
H
Q
Q
I
醐
ゆ
い
。

日
O
　
“
弧
ゆ
日
α
山
冨
鐸
冨
＝
卑
磐
嵩
ρ
欝
く
冒
同
”
↓
ミ
愚
－
価
9
蕊
織
§

　
　
＼
ひ
”
9
．
、
〉
区
p
7
に
島
騨
貯
賭
9
函
．
図
㌧
月
。
ξ
竃
お
。
。
O
も
・
’

　
　
＼
旨
”
（
3
。
。
・
｛
a
冨
。
ε
図
．
O
●
し
u
『
9
く
壼
§
驚
智
．
§
こ
6
晶
ミ
§
ミ

　
く

↓
Ω
く

　
く

8
ω
ご

ct一

ぐ
Z
α

　
戸
戸
嵩
駄
ま
．
、
N
嵐
“
き
栖
恥
㌧
黛
§
＼
執
－
焼
－
の
議
樋
8
賊
鳶
斜
笥
愚
、
O
礼
N
．
ミ
跡
職
軌
§
嵜
“
－
恥
讐
起
帖
N
＄

　
回
U
φ
望
α
Φ
二
　
ρ
二
α
　
一
じ
O
P
α
O
臣
　
一
の
睡
O
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

”
〉
廿
日
P
島
　
σ
．
倒
9
6
α
帥
一
昌
　
σ
’
、
〉
昌
　
四
一
一
内
倒
梓
一
σ
い
　
n
『
亀
目
刷
目
－
帖
　
O
黛
糺
馴
賊
－
帖
　
雲
隠
翫
や

巴
」
．
＞
h
矧
罫
目
①
牙
醤
一
。
。
心
q
ω
。
（
ぢ
け
a
三
〇
巳

“
〉
σ
q
ゆ
P
一
（
吋
P
〒
ρ
φ
骨
σ
開
ρ
一
一
〉
ゴ
ρ
吋
ど
↓
鋤
．
篇
魯
1
8
。
⑦
騎
軌
管
S
象
8
，
伊
（
｛
ρ
O
G
像
一
旨
一
一
〇
乙

　
①
色
．
）
　
旨
■
七
⇒
。
　
＜
騨
”
　
］
じ
O
O
鵠
」
　
寡
讐
亀
岡
勢
壽
。
馬
　
い
訪
日
円
石
壽
　
§
目
語
恥
　
（
ミ
無
O
鳶
ミ

　
砺
隷
匙
画
神
為
　
§
袋
帖
肋
）
㌧
　
」
§
　
N
電
略
O
蕊
犠
“
昌
　
的
O
袋
§
偽
、
O
憶
鳳
詠
馬
　
ミ
設
O
曙
　
ミ

　
憲
織
勘
勘
曵
ぴ
勘
帖
、
識
起
帖
§
　
い
壽
。
噂
　
物
O
伸
．
い
臓
、
馬
恥
壽
隔
潜
　
○
馬
9
鳳
窪
曙
℃
ハ
門
7
0
　
第
四
σ
q
β
⑦
　
H
り
研
軽
噛

　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

…
Ω
騨
、
h
胃
σ
．
寓
巳
属
ヨ
ヨ
＆
σ
．
類
器
三
岡
Ω
ρ
、
貯
津
島
為
㍗
帆
ぎ
ミ
㌧
a
。

　
囲
顧
＞
h
佛
9
1
び
8
0
7
憎
伊
β
　
一
。
ウ
ω
G
o
ω
■
　
（
一
6
0
⇔
　
O
〔
剛
一
仲
一
〇
「
P
）

　
く一

Ω
㊤
諺
9
1
一
　
卑
一
晶
）
一
員
　
〉
廿
旨
騨
α
　
σ
9
　
《
ン
一
一
　
臼
一
一
綴
ロ
ω
騨
一
戸
同
㌧
　
H
σ
コ
　
西
H
口
僧
げ
9
　
（
O
目

H
喜
、
⊆
冨
）
㌧
．
s
四
§
寧
冒
§
、
画
｝
防
ぎ
』
、
き
画
冒
§
℃
切
①
ぎ
け

　
戸
鳥
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

“
、
、
〈
8
山
影
琶
垂
範
〉
昌
『
9
ρ
ヨ
騨
ρ
ぐ
p
扇
島
男
9
ぎ
僧
．
．
”
a
」
’

　
〉
臨
㎝
帥
び
一
昌
　
§
母
鋤
き
職
一
弓
馬
　
寒
斡
概
一
押
8
Φ
げ
「
P
詳
　
一
Q
Q
α
心
ω
．
℃
℃
．
一
〇
b
の
一
◎
◎
G
Q
．

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@隔

@
ニ
ザ
ー
ム
家
系
譜
と
父
子
の
活
動

・
ザ
ー
豪
の
存
在
に
関
し
て
は
・
既
に
券
・
・
き
喜
両
氏
に
よ
・
て
・
簡
単
な
紹
介
が
行
わ
れ
て
い
る
椥
・
．
文
書
集
雰
議
す
る

に
先
立
ち
、
両
氏
の
紹
介
を
補
足
・
訂
正
し
、
ニ
ザ
ー
ム
家
の
系
譜
と
そ
の
活
動
を
確
認
し
て
い
く
。

　　

ｪ
〇
二
／
一
三
九
九
年
頃
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
参
の
ケ
ル
マ
ー
ン
で
起
草
さ
れ
た
H
9
．
ぎ
ρ
σ
ρ
（
も
し
く
は
H
び
ロ
．
q
夢
ρ
）
の
．
》
嵩
系
サ
イ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
②
　
　
　
＜

ド
の
系
譜
集
8
ぎ
§
ミ
南
ミ
＆
喬
』
蕊
翫
⇔
」
、
鼠
ミ
智
織
目
に
、
の
9
ヨ
。
。
㊤
憎
U
冒
の
名
と
そ
の
系
譜
が
記
載
さ
れ
て
い
る
〔
．
q
月
b
⊃
認
－
虞
〕
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
く

そ
れ
に
よ
る
と
、
彼
の
系
譜
は
、
シ
ー
ア
派
第
六
代
イ
マ
ー
ム
○
ρ
、
h
錠
巴
あ
帥
＆
ρ
の
子
．
｝
嵩
9
や
、
》
犠
独
に
遡
る
。
一
方
、
Ω
㊤
、
貯
旨
が
伝
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え
る
伝
承
で
は
、
0
9
．
貯
二
巴
－
m
麹
5
の
隔
世
の
孫
の
｝
σ
5
1
0
ρ
、
㌶
冠
帰
属
魯
ρ
ヨ
ヨ
拶
α
が
、
　
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
迫
害
を
逃
れ
て
、
　
バ
グ
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ド
よ
り
や
ズ
ド
に
移
住
し
、
そ
こ
で
四
二
四
年
に
没
し
た
、
と
い
う
〔
喚
く
同
O
？
O
謡
。
　
》
ヴ
ヨ
巴
σ
．
缶
＝
舞
ぎ
は
、
こ
れ
を
補
足
し
て
、
カ

リ
フ
ン
ぎ
霞
づ
、
曽
芽
鵠
（
韓
O
）
の
シ
ー
ア
派
迫
害
の
逸
話
を
入
れ
、
こ
れ
を
四
一
〇
年
の
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
に
ブ
ワ
イ
フ
昼
下
の
ヤ
ズ
ド
に

移
住
し
た
と
す
る
〔
8
0
く
一
㎝
H
I
鰹
〕
。
彼
の
廟
（
コ
声
済
『
）
は
現
存
し
て
お
り
、
八
三
七
年
8
昌
鎚
轟
円
月
（
一
四
三
三
年
八
一
九
月
）
に
献
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ら
れ
た
碑
銘
に
も
、
彼
が
四
二
四
年
ヨ
喜
錠
養
白
月
六
日
（
一
〇
三
二
年
一
二
月
一
二
日
）
に
没
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
｝
督
目
巴
げ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

掴
冨
ρ
営
に
よ
る
三
昇
雲
、
勲
匹
巳
（
在
位
。
。
ミ
ー
曾
）
の
名
と
そ
の
逸
話
の
抽
入
は
、
明
ら
か
に
間
違
い
に
し
て
も
、
こ
の
サ
イ
イ
ド
が
、
四
一

〇
／
一
〇
一
九
－
二
〇
年
頃
に
ヤ
ズ
ド
に
移
住
し
、
　
四
二
四
／
一
〇
三
二
年
に
こ
こ
で
没
し
た
、
　
と
一
五
世
紀
の
段
階
で
考
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
我
々
も
現
時
点
で
は
、
そ
れ
を
信
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
O
ρ
．
猷
篇
は
、
さ
ら
に
「
今
日
、
彼
の
血
筋
よ
り
、
約
一
千

人
の
男
女
、
子
供
の
サ
イ
イ
ド
が
残
っ
て
い
る
」
轟
く
同
O
。
。
〕
と
し
て
い
る
。
　
ニ
ザ
ー
ム
家
を
遡
る
と
こ
の
人
物
に
至
り
、
彼
以
降
ヤ
ズ
ド
に

地
位
を
築
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
ニ
ザ
ー
ム
家
の
労
祖
は
、
〉
げ
自
○
ρ
．
h
母
三
号
㊤
ヨ
B
ρ
自
よ
り
八
世
の
孫
の
ρ
7
賭
貫
帥
8
で
あ
る
。
彼
は
、
．
．
コ
9
ρ
同
σ
、
”
で
あ
り
、
．
影
、
同
。
・
．
．

　
　
　
⑦

で
あ
っ
た
。
彼
に
関
し
て
は
、
ヤ
ズ
ド
の
市
谷
の
外
に
冨
お
9
と
ド
ー
ム
（
σ
Q
量
σ
銭
）
を
建
造
し
た
こ
と
の
み
伝
え
ら
れ
て
い
る
〔
8
く
躍
。
。
〕
。

そ
こ
は
、
彼
自
身
や
そ
の
子
ρ
昇
帥
露
巴
6
営
冨
自
流
ヨ
臼
曽
α
等
の
多
く
の
サ
イ
イ
ド
の
墓
地
と
し
て
発
展
し
、
O
ρ
．
貯
犠
の
頃
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

鍵
舘
母
地
O
Q
裟
鋒
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
彼
の
子
孫
た
ち
が
、
　
ニ
ザ
！
ム
家
の
名
の
下
に
、
ヤ
ズ
ド
で
、
さ
ら
に
ヤ
ズ
ド
を
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

え
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
涛
巳
8
ρ
駅
U
冒
譲
¢
ザ
帥
ヨ
乗
馬
創
び
．
ρ
ヨ
・
9
ー
ヨ
ρ
ア
∪
冒
雪
囲
魯
㊤
白
ヨ
ρ
良
σ
．
巴
－
翼
賞
似
ヨ
と
そ
の
子
駆
ρ
ヨ
ω
ρ
憎
O
ヨ
諸
犀
ヴ
ρ
ヨ
旨
9
α

の
活
動
に
つ
い
て
、
○
曽
．
貯
犠
が
、
そ
の
晩
年
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
あ
る
程
度
詳
し
い
伝
承
を
伝
え
て
い
る
。
七
二
五
／
一
三
二
五

年
、
菊
鼻
コ
巴
む
営
が
ヤ
ズ
ド
市
中
に
ζ
ρ
α
㌶
ω
㌣
鷺
甥
三
（
昌
団
勲
を
建
造
し
た
こ
と
よ
り
、
こ
の
伝
承
は
始
め
ら
れ
て
い
る
〔
目
く
。
。
G
。
1
。
。
岱
。

次
に
要
約
し
て
示
す
。
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ニザーム家のワクフと一四世紀のヤズド（岩武）

　
　
冨
9
脅
ρ
。
。
ρ
－
瓢
園
評
議
膨
は
、
ヤ
ズ
ド
の
ア
タ
ベ
グ
家
の
建
て
た
護
㊤
脅
器
㌣
胤
寓
昌
ヨ
畑
争
ω
轡
（
μ
《
帥
）
に
隣
接
し
て
お
り
、
そ
の
勢
多
茜
ω
ρ
を
貧

　
弱
に
見
せ
た
た
め
に
、
ア
タ
ベ
グ
家
の
反
感
を
か
っ
た
。
彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ホ
ー
ジ
ャ
（
覧
融
㌣
覧
霞
話
鋤
）
を
・
配
下
の
者
を
使
っ
て
殺
害
し
金

　
を
奪
わ
せ
た
と
い
う
冤
罪
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
、
拷
問
を
受
け
た
後
に
、
〔
ヤ
ズ
ド
南
方
の
一
村
〕
起
潔
き
圃
N
の
城
（
ρ
鉱
、
ρ
）
の
井
戸
に
幽
閉
さ
れ
た
。
一

　
方
、
息
子
の
Q
α
㊤
日
。
。
ρ
甲
U
冒
は
、
そ
の
間
友
人
の
家
に
隠
れ
て
い
た
が
、
脱
出
し
て
タ
ブ
リ
ー
ズ
に
む
か
い
、
G
Q
巳
縞
⇔
》
び
口
ω
ρ
、
置
の
く
舘
胃
O
帯
器

　
巴
6
一
当
q
冨
欝
ヨ
器
び
・
渕
器
圓
伽
e
。
甲
U
貯
司
p
貸
幽
躍
色
話
に
厚
遇
さ
れ
、
〈
器
冒
の
畠
．
浮
職
と
大
8
解
職
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
タ
ブ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
ズ
よ
り
同
藷
が
送
ら
れ
て
父
は
救
出
さ
れ
、
父
に
も
や
ズ
ド
の
3
辞
職
が
与
え
ら
れ
た
。
碧
雲
ぎ
巴
占
冒
は
、
自
分
に
害
を
与
え
た
者
を
許
し
、
そ

　
の
後
、
両
聖
都
巡
礼
を
行
い
、
帰
還
後
に
ヤ
ズ
ド
に
カ
ナ
ー
ト
を
引
い
た
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
⑪
ぐ
三
巴
」
）
ヨ
と
趣
㊤
∋
。
。
曽
憎
嘗
爵
と
の
出
会
い
等
、
重
要
な
要
因
が
、
こ
の
伝
承
で
は
預
言
者
の
夢
に
帰
さ
れ
て
お
り
、
跨
自
σ
貯
氏
は

こ
の
伝
承
を
全
く
僑
薄
し
て
い
な
い
。
氏
は
、
「
ヤ
ズ
ド
が
舞
台
で
あ
り
、
o
乙
。
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
残
酷
な
権
力
抗
争
の
地
方
へ
の
影
響
で

あ
っ
た
党
派
争
い
に
、
菊
鼻
壼
α
貸
鵠
ρ
帥
貸
が
参
加
し
た
こ
と
が
、
垣
問
兇
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
述
べ
、
上
記
の
伝
承
中
よ
り
関
¢
】
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

巴
－
O
冒
の
捕
因
の
み
を
取
り
出
し
、
「
お
そ
ら
く
、
〉
葛
ω
㊤
．
蜀
の
治
世
の
初
め
」
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
確
か
に
、
父
子
が
公
職
を
得
た
経
緯
な
ど
が
、
こ
の
伝
承
の
よ
う
な
単
純
な
原
因
に
帰
さ
れ
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
し
か
し
、
夘
鼻
茸
巴
6
8
の
伝
記
に
関
し
て
は
、
　
こ
の
O
ρ
、
ド
践
の
伝
承
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
》
賊
臣
嵩
氏
の
無
視
し
た

窯
帥
曾
霧
甲
覧
菊
鼻
三
）
鼻
の
建
設
の
霞
付
け
　
「
七
二
五
年
」
は
、
イ
ラ
ン
建
築
史
家
タ
厳
σ
臼
氏
が
、
　
一
九
三
六
年
の
調
査
に
基
づ
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

鷺
ρ
島
霧
学
慧
菊
爵
号
団
ρ
の
遺
構
に
七
二
五
年
の
日
付
け
を
持
つ
銘
が
残
っ
て
い
た
こ
と
を
報
告
し
て
お
り
、
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
幻
象
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
く

巴
－
U
冒
の
聖
都
巡
礼
、
巡
礼
帰
還
後
の
カ
ナ
ー
ト
の
創
設
は
、
本
稿
で
扱
う
ワ
ク
フ
文
書
集
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
え
る
。
O
ρ
．
貯
答
の
こ
の
伝

承
の
、
少
な
く
と
も
欝
付
け
と
事
件
自
体
を
疑
う
べ
き
材
料
を
我
々
は
現
時
点
で
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
一
方
、
「
ニ
ザ
ー
ム
家
の
長
（
㊤
戦
繍
P
畠
1
一
　
㊤
爆
口
効
創
－
坤
　
累
一
N
餅
ヨ
）
」
　
〔
舅
O
く
お
昌
で
あ
り
、
梵
舘
鼠
巴
6
回
コ
の
娘
と
結
婚
し
て
い
た
〔
6
く
。
。
。
。
〕

診
ヨ
ω
巴
6
冒
が
、
義
兄
弟
の
ぐ
留
置
－
∪
貯
と
と
も
に
、
そ
の
鼠
、
8
と
し
て
行
っ
た
「
イ
ス
ラ
ム
社
会
復
興
の
活
動
」
に
対
す
る
様
々
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⑮

な
著
述
家
た
ち
の
称
賛
は
、
》
¢
σ
貯
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
中
で
も
、
七
三
〇
／
二
二
三
〇
年
に
↓
ミ
愚
贔
O
§
ミ
象

を
完
成
さ
せ
た
畑
ρ
き
阜
巴
一
睡
冨
器
＄
ξ
團
が
、
そ
の
書
の
歴
史
記
述
の
部
分
の
末
尾
を
彼
へ
の
称
賛
で
締
め
括
っ
て
い
る
こ
と
は
、
圃
時
代

の
記
述
と
し
て
特
筆
に
値
す
る
〔
目
○
＼
汁
①
卜
。
b
。
1
亦
。
ρ
＼
導
①
屋
占
G
。
〕
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
彼
ら
二
人
の
サ
イ
イ
ド
は
、
双
方
と
も
塗
ρ
同
σ
で
あ
り
、
ρ
9
1
禽
で
あ
っ
た
。
父
菊
鼻
昌
巴
む
冨
は
、
七
三
二
／
一
三
三
一
一
三
二
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

没
し
〔
目
く
○
。
8
雨
男
蒔
Q
。
〕
、
子
ω
ρ
ヨ
ω
ρ
7
U
匿
は
、
七
二
七
／
一
三
二
七
年
に
は
タ
ブ
リ
ー
ズ
に
お
り
、
　
七
三
三
／
一
三
三
ニ
ー
三
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
タ
ブ
リ
ー
ズ
で
没
し
て
い
る
〔
円
K
。
。
。
。
M
冒
笥
お
〕
。
父
は
、
地
方
の
一
ρ
餌
臼
に
留
ま
っ
た
人
物
で
あ
り
、
子
は
中
央
に
進
出
し
た
人
物
で

あ
っ
た
。
彼
ら
は
莫
大
な
私
有
財
産
を
所
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
以
下
の
如
く
、
様
々
な
対
象
に
ワ
ク
フ
し
た
の
で
あ
る
。
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①
　
〉
高
津
㌧
H
こ
、
、
濁
器
巳
舘
－
U
冒
〈
ρ
尾
雲
。
N
『
．
§
晦
ミ
誌
、
寧
鼠
智
“
き
§
や
ミ

　
言
禽
ざ
刷
乱
ミ
客
ミ
魁
軌
肉
琶
刷
純
ミ
ー
b
慧
穿
蔑
ー
ミ
N
§
ミ
ミ
魯
職
§
職
b
日
。
ξ
p
p

　
δ
α
O
幹
〔
℃
℃
．
謡
1
ω
⑦
〕
㌧
℃
℃
b
り
I
G
。
O
‘
寄
爵
鋤
汐
止
－
篭
寄
軋
頃
㌔
℃
や
b
。
Φ
O
I
。
。
O
朝
、

　
Q
。
Φ
9
象
。
‘
〉
ρ
σ
貯
お
誤
℃
℃
．
嵩
O
占
も
。
。

②
こ
の
書
に
奏
し
て
は
、
じ
曽
3
舞
9
諺
雪
斜
○
こ
O
塁
ら
ミ
偽
ミ
扇
動
ミ
象
§
ミ
逡
壽
§

　
寝
鳶
ミ
ミ
3
い
。
置
。
コ
一
Φ
ω
『
1
お
中
の
、
H
押
や
b
。
い
q
。
お
よ
び
、
ω
郎
℃
豆
①
日
。
口
掌

　
σ
9
民
H
㌍
や
や
培
7
鳶
を
参
照
。

③
．
¢
同
b
。
『
ω
為
膳
記
載
の
系
譜
を
示
す
。

　
　
　
　
く

　
　
「
…
…
ω
斜
目
ω
巴
－
U
冒
蜜
煽
冨
一
つ
営
巴
σ
．
巴
あ
p
洋
洋
盈
巴
憂
目
」
一
二
閑
鐸
搾
昌
凹
学

　
∪
冒
露
鐸
帯
四
5
ヨ
曽
α
9
ρ
ナ
＜
四
ヨ
ρ
一
－
U
冒
諸
口
け
9
長
言
㊤
儒
σ
．
9
7
鵠
9
ρ
矧
σ
巴
占
p
．
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
孚
ρ
一
一
翼
選
曲
日
σ
’
〉
σ
9
竃
q
ゴ
ρ
ヨ
R
一
帥
α
ω
ρ
吋
㊤
｛
監
o
Q
9
ー
ロ
ぴ
．
〉
σ
q
帥
7
丘
陵
噺
創
餌
亀
〉
円
P
σ
－

　
く

　
ω
㎝
ゲ
σ
■
〉
σ
口
蜜
口
7
9
8
ヨ
㊤
瓢
9
》
σ
5
1
㊤
7
円
帥
一
σ
N
繊
島
σ
．
》
σ
口
冨
9
『
9
ヨ
ヨ
碧
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
螢
一
「
鵠
P
o
。
騨
ロ
9
》
げ
旨
卑
匹
σ
■
、
¢
σ
巴
α
一
ρ
＝
四
げ
　
9
》
σ
q
O
ρ
鱈
h
缶
「
竃
β
7
四
ヨ
ヨ
帥
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
σ
噛
．
〉
嵩
σ
．
．
¢
σ
鉱
畠
－
巴
類
げ
9
＞
ザ
旨
巴
帥
一
あ
即
．
射
込
」
（
下
線
を
附
し
た
名
が
本

　
文
で
触
れ
る
人
物
で
あ
る
）
こ
の
〉
σ
旨
＆
㊤
〒
鐙
、
感
呂
が
．
〉
嵩
2
。
同
－
、
〉
瓜
岳
9

　
く

　
O
費
．
h
霞
餌
〒
留
舞
ρ
の
子
で
あ
る
。

　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

④
Ω
ρ
、
貯
ユ
は
、
｝
σ
ロ
Ω
p
、
隔
碧
諸
¢
冨
諺
旨
四
α
を
．
、
一
色
創
二
二
量
竪
琴
p
ヨ
日
p
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
σ
．
、
〉
嵩
ぴ
■
、
Q
σ
勲
乙
－
巴
団
げ
σ
．
＞
7
日
9
盛
曽
一
－
ω
ρ
．
脱
9
1
鼠
σ
．
馬
〉
一
同
舘
－
．
〉
嵩
島
9

　
く

　
O
ρ
．
画
会
ω
圏
お
．
、
と
記
す
。

⑤
　
§
£
勘
碁
㍗
黒
§
民
目
、
や
。
。
O
b
。
．
そ
の
潮
に
関
し
て
は
、
O
o
ざ
ヨ
σ
o
ぎ
い
．

　
帥
鵠
島
U
’
多
出
σ
興
（
⑦
匹
匂
。
．
）
”
§
馬
§
§
楠
ミ
ミ
鼠
§
ミ
鳶
§
ミ
恥
ミ
N
着
蕊
騎
噛
ミ
§
も
ミ
蕊

　
訓
甲
営
8
8
コ
お
。
。
。
。
、
（
以
下
、
〔
Ω
o
一
。
諺
σ
・
ひ
〒
≦
隷
σ
角
お
。
。
。
。
〕
と
略
）
や
無
。
。
■

　
（
O
p
芭
。
σ
q
β
。
ぎ
’
b
。
認
）
を
参
照
。

⑥
〉
譲
鋒
氏
は
、
彼
の
磯
窄
。
N
α
へ
の
移
佐
に
関
し
、
四
一
〇
年
の
日
付
け
を
示

　
さ
ず
に
、
寓
葺
三
等
匡
一
の
時
代
と
の
み
述
べ
、
ま
た
切
認
鼠
匹
か
ら
で
は
な

　
く
蜜
p
島
影
か
ら
移
住
し
た
と
述
べ
る
〔
臨
急
鋤
忌
㍗
覧
§
鼠
H
押
℃
・
b
。
雪
〕
。

　
O
o
ざ
日
σ
o
写
≦
諸
σ
興
お
。
。
。
。
℃
。
凸
。
。
に
お
い
て
も
、
〉
旅
貿
氏
の
説
を
採
用
し

　
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
＞
g
三
口
氏
は
こ
の
人
物
に
触
れ
て
い
な
い
。

　
四
一
〇
／
一
〇
一
九
一
二
〇
年
は
、
カ
リ
フ
の
三
田
の
治
世
（
在
位
㊤
隅
一
お
舘
）

　
で
あ
る
が
、
ブ
ワ
イ
フ
朝
よ
り
自
由
と
な
っ
た
こ
の
カ
リ
フ
は
、
反
シ
ー
ア
派
の

政
策
を
と
っ
て
い
た
（
ω
8
乙
卑
P
、
．
〉
い
重
点
U
舅
し
⇔
H
．
い
い
〉
蝉
、
、
夢
。
竃
三
。

　
。
h
国
唱
参
照
）
。



ニザーム家のワクフと一四世紀のヤズド（岩武）

⑦
本
章
註
③
の
系
譜
中
の
螢
γ
急
撃
ヨ
に
付
け
ら
れ
た
称
号
を
見
よ
。

⑧
こ
の
廟
（
ヨ
窪
N
即
吐
）
は
、
、
、
伊
8
胃
山
、
巴
剛
器
《
覧
傷
ρ
写
釧
き
巴
6
冒
、
．
の
廟

　
と
し
て
知
ら
れ
る
。
八
四
一
年
掃
．
轟
9
σ
月
（
｝
四
三
八
年
一
月
）
に
建
造
さ
れ

　
た
蜜
一
団
α
漏
二
歳
。
帥
ρ
ヨ
倒
ρ
は
、
こ
の
廟
に
隣
接
し
て
い
る
。
八
四
九
年

置
毎
百
．
H
月
末
（
一
四
四
五
年
七
月
六
日
）
付
け
の
ワ
ク
フ
文
書
〔
＜
裟
α
峯
。
。
〕
を

　
参
照
。
現
在
の
く
欝
◎
市
の
中
心
に
位
置
す
る
。
b
ご
。
ロ
ぎ
辞
竃
■
国
‘
§
鼠
§
戚

　
帖
冴
ミ
ミ
ミ
N
§
3
鼠
鐸
σ
霞
σ
Q
＼
い
p
ぎ
一
㊤
。
。
O
（
以
下
〔
ご
口
。
鼠
器
お
。
。
8
と
略
）

　
℃
9
0
？
㊤
8
臼
h
σ
q
母
①
H
9
嵩
）
の
航
空
写
真
と
地
図
を
参
照
。

　
　
ヵ
戸
碁
盤
ρ
7
U
冒
の
父
9
～
二
重
9
7
∪
冒
言
ρ
冨
耳
漏
ρ
鳳
に
関
し
て
、
｝
¢
三
口

　
氏
は
、
根
拠
を
示
さ
ず
「
父
の
後
に
諺
ρ
同
σ
で
あ
っ
た
」
と
い
う
〔
〉
島
旨
H
㊤
謡

　
や
ニ
ド
〕
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

⑨
　
竃
農
鋒
高
ω
置
響
に
関
し
て
、
8
磯
一
一
〇
。
℃
遍
Ω
＜
一
誌
と
も
「
。
・
3
覧
匹
涛
巳
ヨ

　
巴
6
冒
ρ
倒
岳
の
父
（
豆
母
H
）
器
《
k
置
属
賞
割
ヨ
巳
－
U
冒
が
造
っ
た
」
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
て
、
記
述
に
混
乱
が
見
え
る
。
ρ
7
寡
掛
ヨ
以
下
ω
p
ヨ
ω
9
7
U
置
ま
で
の
親
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
関
係
は
、
、
G
月
以
外
に
、
ワ
ク
フ
文
書
集
O
翫
ミ
噛
、
自
㍗
量
切
蕊
W
に
よ
っ
て
も
確

　
認
さ
れ
る
　
〔
Q
。
轟
＼
し
。
り
b
。
1
り
ω
〕
。
　
一
般
に
、
　
ニ
ザ
ー
ム
家
の
成
員
は
、
、
、
圃
σ
ロ
鶏
－

　
ヵ
ρ
、
剛
ω
”
噛
も
し
く
は
．
．
凄
づ
ρ
甲
窯
首
9
ー
ヨ
噸
．
の
名
を
自
称
す
る
〔
〉
‘
σ
言
お
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
唱
℃
・
崔
9
一
一
一
（
昌
誌
）
・
一
一
b
。
（
昌
・
鱒
O
）
〕
。
轟
く
”
目
○
く
の
誤
り
は
後
者
に
基
づ

　
く
誤
解
で
あ
ろ
う
。
〉
廿
諺
盆
σ
．
切
島
巴
ロ
は
、
こ
の
願
に
関
し
「
ま
ず
、
そ
れ

　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
は
、
、
、
乞
両
匿
一
軸
ヨ
．
、
の
施
設
（
σ
蕗
．
p
）
で
あ
っ
た
」
管
．
O
囑
↑
謬
〕
と
述
べ
、

　
こ
の
家
系
を
．
、
ご
占
署
貫
2
ー
ヨ
”
、
の
名
で
呼
ぶ
。
本
稿
で
は
、
ニ
ザ
ー
ム
家
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
員
の
う
ち
、
刃
鼻
切
9
－
U
矧
詳
ω
頸
ヨ
の
巴
－
∪
同
昌
に
限
定
し
て
論
を
進
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
く

⑩
　
目
曜
G
。
α
は
、
o
っ
国
法
ω
巴
－
U
冒
に
対
し
て
「
ω
巳
萄
コ
＞
9
ω
9
．
冠
の
諸
国
全

　
体
の
く
欝
冒
位
の
コ
帥
、
笹
職
（
鉱
《
餅
σ
暮
占
く
淀
倒
吐
け
占
3
ヨ
倒
旨
占
ヨ
㊤
ヨ
課
鐸
占

　
の
巳
輝
昌
〉
σ
口
ω
9
．
置
）
」
お
よ
び
、
、
ρ
餌
“
甲
覧
ρ
β
血
9
1
弱
く
9
碧
ρ
繰
占
富
山
餅
目
山

　
旨
騨
ヨ
憲
ハ
暮
、
、
が
与
え
ら
れ
、
殉
巳
9
β
。
7
U
冨
に
は
．
．
ρ
固
矧
く
ρ
碧
ρ
鋒
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
く
9
注
”
、
が
与
え
ら
れ
た
と
す
る
。
Ω
ρ
．
貯
昌
の
記
す
、
．
鍵
ρ
課
．
”
の
語
は
、
こ

　
れ
だ
け
で
は
下
賜
と
し
て
の
ワ
ク
フ
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
文
書
集
か
ら

　
は
確
認
し
え
な
い
。
8
α
紀
旨
ヂ
悼
◎
。
は
、
蔚
旨
。
。
a
6
望
に
対
し
．
、
”
ぞ
倒
σ
舞
ム

　
．
倒
日
日
？
覧
ヨ
鈴
ヨ
三
三
く
ρ
ρ
銭
倒
〈
ρ
曾
ユ
鐸
簿
．
、
が
与
え
ら
れ
た
と
す
る
。

　
〉
廿
ヨ
9
・
α
σ
・
仁
器
p
ぎ
の
記
す
．
．
繊
自
騨
暮
（
鴇
量
目
）
、
、
の
語
は
、
明
ら
か
に
テ

　
ィ
ム
ー
ル
補
導
の
職
名
を
当
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
聚
職
者
た
ち
の

　
首
長
と
し
て
の
職
責
の
他
に
、
ワ
ク
フ
の
最
高
重
任
者
と
し
て
の
職
責
を
持
つ
。

　
α
9
．
富
島
が
．
．
窪
ρ
繰
．
．
が
与
え
ら
れ
た
と
記
す
の
も
、
ワ
ク
フ
の
管
理
の
職
が

　
与
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
文
中
に
は
他
の
も
の
で
確
認
で
き
る
職
名
の

　
み
を
挙
げ
た
。
テ
ィ
ム
ー
ル
二
期
の
招
島
職
に
関
し
て
は
、
小
野
浩
「
サ
ド
ル

　
（
超
紆
）
職
の
成
立
に
関
す
る
一
史
料
I
Q
■
瓢
㊦
護
諺
雪
ロ
＼
、
N
顕
彰
諄
ω
8
げ
已
蒔

　
畠
窃
0
民
㍗
〉
ヨ
仲
。
吃
．
よ
り
一
」
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
二
八
（
一
九
八
八
年
）
、

　
〔
胃
角
．
Q
。
。
。
I
O
O
Ψ
℃
℃
．
o
。
令
g
。
0
が
、
先
行
研
究
を
明
解
に
整
理
し
て
お
り
、
参
考

　
に
な
る
。

⑬
〉
蝿
三
昌
お
斜
マ
ニ
じ
。
．

⑫
当
時
の
磯
9
巳
の
政
治
的
な
状
況
に
関
し
て
は
、
閑
ρ
踏
α
巴
－
U
冒
と
そ
の
一

　
族
、
ア
タ
ベ
グ
家
、
七
一
八
／
一
三
一
八
年
に
仁
慈
α
を
掌
握
し
た
モ
ザ
ッ
フ

　
ァ
ル
家
〔
罵
H
切
も
Q
一
α
o
Q
、
↓
》
窯
＼
け
b
こ
8
ω
伊
i
g
Q
Φ
”
＼
旨
の
H
q
Q
㌧
O
N
国
1
い
コ
Q
Q
〕
、
ニ
ザ
ー
ム

　
家
を
含
む
嘱
p
N
⊆
の
有
力
家
系
の
、
各
々
の
く
欝
ユ
と
の
関
係
、
お
よ
び
各
々

　
の
相
互
関
係
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
本
稿
に
は
詳
細
に
論

　
じ
る
余
裕
が
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
北
川
誠
一
「
ヤ
ズ
ド
・
カ
ー
ク
イ
ェ

　
家
と
モ
ン
ゴ
ル
人
」
『
弘
前
大
学
人
文
学
部
「
文
経
論
叢
」
』
二
一
　
（
一
九
八
六

　
年
）
、
℃
℃
．
H
窃
－
鳶
が
あ
る
Q

⑬
≦
鷺
σ
①
び
∪
こ
§
馬
ミ
§
§
妹
画
ミ
恥
魚
隠
N
§
§
N
ミ
タ
§
恥
N
N
§
魯
ミ

㌔
ミ
ご
斜
ズ
美
く
。
碁
δ
＄
（
以
下
、
〔
≦
に
ぴ
巽
一
Φ
①
㊤
〕
と
略
）
℃
．
頴
9

　
（
O
舞
巴
。
σ
q
¢
Φ
コ
。
．
O
刈
）
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
碑
文
は
現
在
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て

　
い
る
（
】
ミ
爵
鋤
碁
や
黒
ぎ
鼠
H
押
や
零
ω
参
照
）
。

⑭
聖
都
巡
礼
に
関
し
て
は
本
稿
や
顔
に
挙
げ
た
記
述
に
よ
る
。
カ
ナ
ー
ト
に
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関
し
て
は
本
稿
や
置
参
照
。

⑯
》
葛
貯
二
胡
℃
」
蜀

⑯
　
O
§
職
、
ミ
ー
智
思
、
ミ
冒
頭
の
二
人
の
長
大
な
称
号
の
中
で
、
父
図
葬
⇔
2
一
も
冒

　
は
「
彼
の
時
代
の
ρ
倒
禽
と
嵩
ρ
同
σ
の
ス
ル
タ
ン
中
の
ス
ル
タ
ン
（
ω
巳
萄
コ

　
ω
巴
理
冒
巴
ゐ
且
理
磁
P
占
－
岩
ρ
餌
σ
劉
．
躊
隔
魯
ユ
四
三
≦
㊤
鎚
ヨ
船
霊
－
三
）
」
と
、
子

　
ω
㊤
ヨ
・
墜
巴
－
U
八
口
は
「
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
　
ρ
似
9
中
の
ρ
劉
曾
（
ρ
酬
α
同
ρ
β
α
9
8
け

　
き
9
ヨ
巴
罫
巨
倒
ヨ
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
〔
ω
＼
。
。
り
b
。
〕
。
ω
”
旨
。
。
ρ
デ
U
冒
に
関
し
て

　
は
、
さ
ら
に
8
0
＼
什
O
譜
噛
＼
碁
曾
b
。
に
お
い
て
「
サ
イ
イ
ド
と
奏
臼
α
中
の

　
ス
ル
タ
ン
」
と
、
、
¢
朔
b
。
団
Q
。
で
「
崇
高
な
る
サ
イ
イ
ド
に
し
て
、
霧
ρ
圃
σ
悔
ρ
似
禽
”

　
＜
欝
冒
位
に
確
固
た
る
者
（
巴
－
鴇
図
鷺
α
巴
轟
巴
同
一
濁
や
富
8
皆
巴
－
ρ
野
宮
鴇
σ
＃

　
鎗
－
註
N
似
屋
）
」
と
称
号
を
付
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

⑰
　
6
曽
σ
嵩
N
で
建
設
計
画
を
行
っ
た
骨
O
囑
嵩
㊤
〕
諸
口
玉
器
9
－
覧
ω
ρ
ヨ
ω
圃
騰
が

　
こ
の
年
に
完
成
す
る
〔
目
く
。
。
㊤
〕
。

⑱
系
統
の
異
な
る
史
料
き
嚥
嵩
§
ミ
隷
噸
刷
鳶
に
両
者
の
死
が
記
載
さ
れ
て
い
る

　
こ
と
に
よ
り
、
両
者
の
没
年
を
確
か
な
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
北
川
前

　
掲
論
文
署
・
認
㊦
G
。
。
。
・
参
照
）
。
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ぐ

二
　
鱗
織
ミ
軸
．
儀
N
－
鞘
自
讐
．
勘
帖

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ワ
ク
フ
文
書
集
Q
ミ
ミ
、
ミ
ー
忙
ミ
喰
ミ
の
金
体
像
は
、
未
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
、
そ
の
構
成
を
表
の
形
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
て
示
す
（
構
成
表
参
照
）
。
表
中
「
1
」
群
は
、
事
物
郎
竃
㊤
智
U
冒
が
設
定
し
た
ワ
ク
フ
を
、
「
H
」
群
は
、
子
詮
ヨ
ω
鉱
6
貯
が
父
の
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

産
を
ワ
ク
フ
物
件
と
し
て
父
に
係
わ
る
対
象
に
ワ
ク
フ
し
た
も
の
を
、
「
皿
」
群
は
、
ω
ρ
露
ω
ρ
ゲ
∪
目
が
設
定
し
た
ワ
ク
フ
を
示
し
て
い
る
。

文
書
隔
年
で
・
正
宗
と
轟
を
つ
な
ぐ
箇
所
に
は
・
寄
・
ハ
募
葦
浸
後
・
ワ
ク
フ
さ
れ
て
い
な
か
・
た
財
晦
が
・
彼
の
三
人
の
子
管
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

鉱
－
U
冒
と
そ
の
姉
妹
二
人
．
網
干
即
自
－
∪
匿
蜀
暮
冒
ρ
劇
似
繍
昌
と
菊
酒
H
．
㊤
巴
－
∪
冒
ω
器
曾
（
～
）
個
9
1
慈
鐸
に
相
続
さ
れ
、
次
い
で
こ
れ
ら
の

遺
産
の
う
ち
の
娘
二
人
の
割
当
て
（
奉
。
9
が
響
匂
・
㊤
・
匡
∪
冒
護
渡
さ
ゆ
彼
が
私
有
権
（
日
ξ
邑
下
に
入
・
た
そ
の
財
産
を
用
い

て
、
父
に
係
わ
る
対
象
ー
ワ
ク
フ
物
件
を
持
た
な
い
父
の
建
て
た
施
設
（
営
ρ
帥
．
）
、
サ
イ
ド
た
ち
、
父
の
解
放
奴
隷
た
ち
（
、
葺
お
帥
、
）
－
に

ワ
ク
フ
を
行
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
厨
①
1
昭
＼
鼻
ω
。
。
l
G
。
呂
。
H
群
は
、
こ
の
記
述
を
も
と
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
記
述
よ
り
、
こ
の

文
書
集
が
、
父
幻
爵
嵩
巴
6
冒
．
の
没
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
E
群
と
斑
群
を
つ
な
ぐ
箇
所
に
は
、
醗
ヨ
。
。
巴
む
冒
が
ワ
ク
フ
し
た
の
は
、
彼
の
父
の
諸
施
設
へ
の
ワ
ク
フ
と
自
ら
が
諸
地
域
に
建
て
た

諸
施
設
へ
の
ワ
ク
フ
の
「
二
項
目
（
匂
。
ぎ
『
ρ
言
）
」
で
あ
り
「
我
々
は
既
に
〔
第
一
の
〕
項
目
に
関
し
て
は
述
べ
た
の
で
、
第
二
の
部
門
（
ρ
冨
B
）
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に
関
し
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
〔
。
。
ω
－
。
。
僻
＼
島
出
、
「
こ
れ
が
詳
細
（
§
巴
）
で
あ
る
」
と
い
う
語
を
も
っ
て
皿
群
が
開
始
さ

れ
る
〔
Q
。
㎝
＼
島
呂
Q

　
ま
た
、
構
成
表
更
の
「
A
」
「
B
」
…
…
番
謡
は
、
．
．
3
巳
蔓
ρ
舵
、
の
条
件
に
基
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
．
．
3
三
ぐ
ρ
『
．
と
は
「
ヨ
暮
？

ぞ
巴
財
職
」
を
意
味
す
る
。
8
暮
雲
¢
嘗
は
、
一
般
に
ワ
ク
フ
の
「
管
財
人
、
管
理
人
」
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
A
、
B
…
…
鼻
高
は
、
そ
の

群
共
通
の
ヨ
暮
曽
芝
巴
胃
に
よ
り
管
財
さ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
筆
者
が
「
ワ
ク
フ
文
書
集
」
と
呼
ぶ
こ
れ
は
、
独
立
し
た
ワ
ク
フ
文
書
を
そ
の
ま
ま
の
形

で
収
め
た
純
粋
な
文
書
集
で
は
な
い
。
文
面
上
一
人
称
複
数
で
現
れ
る
編
者
が
、
独
立
し
え
文
書
を
構
成
表
に
示
し
た
如
く
に
ま
と
め
編
纂
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
の
ワ
ク
フ
文
書
に
は
、
一
、
ワ
ク
フ
対
象
（
主
に
施
設
）
、
二
、
ワ
ク
フ
物
件
、
三
、
ワ
ク
フ
条
件
（
職
員
の

職
務
．
条
件
・
俸
給
、
物
件
か
ら
の
奴
益
の
用
途
、
夢
巳
ぐ
暮
条
件
等
）
が
記
載
さ
れ
る
が
、
表
中
に
示
さ
れ
た
各
項
も
、
ほ
ぼ
そ
の
内
容
を
持
ち
、

独
立
し
た
本
来
の
文
書
に
基
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
編
者
も
、
特
に
1
群
に
関
し
、
「
我
々
は
、
〔
菊
藻
⇒
①
劉
U
冒
の
ワ
ク
フ
を
〕

容
易
に
掌
握
で
き
る
よ
う
に
、
〔
勾
。
ぎ
ρ
一
－
］
）
矧
コ
の
書
き
残
し
た
〕
そ
の
文
書
（
＃
轟
p
。
印
）
や
書
面
（
圏
（
三
昌
）
よ
り
、
〔
こ
こ
に
〕
範
例
（
雪
ヨ
画
品
）

を
引
い
た
」
〔
㎝
ω
＼
齢
O
〕
と
述
べ
て
い
る
。
便
宜
的
に
で
は
あ
る
が
、
以
下
も
そ
の
各
項
を
各
「
文
書
」
と
捉
え
、
例
え
ば
〈
1
－
C
－
1
2
＞
と

い
う
形
で
示
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
た
だ
、
そ
の
編
纂
の
際
の
操
作
を
次
の
こ
と
よ
り
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
構
成
表
に
お
い
て
A
、
B
…
…
各
項
へ

の
分
類
で
示
し
た
よ
う
に
、
重
複
す
る
霞
巳
好
霧
条
件
が
一
括
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
1
－
B
群
と
豆
－
A
群
の
み
は
全
て

の
条
件
が
後
に
ま
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
編
者
の
存
在
が
睨
瞭
に
出
て
い
る
の
が
、
〈
皿
I
A
t
7
〉
（
．
諺
ρ
融
在
の
H
ま
暮
へ
の
ワ
ク
フ
）
、
〈
皿

－
A
－
！
7
＞
（
閑
筈
．
山
男
鐘
象
の
冨
β
騨
へ
の
ワ
ク
フ
）
で
あ
る
。
こ
の
二
項
の
み
、
ワ
ク
フ
物
件
の
列
挙
を
行
わ
ず
、
〈
皿
－
A
－
7
＞
で
は

〈
皿
－
A
－
！
1
＞
（
、
｝
ρ
畠
9
1
在
の
ヴ
ぎ
ρ
欝
へ
の
ワ
ク
フ
）
と
ワ
ク
フ
物
件
・
条
件
を
兼
ね
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
〈
皿
－
A
－
1
7
＞
で
は

ワ
ク
フ
物
件
は
「
そ
の
ワ
ク
フ
文
書
の
書
面
（
裁
闘
ぴ
奉
ρ
∂
・
饗
－
団
）
に
お
い
て
、
そ
の
冒
頭
に
定
め
た
通
り
」
〔
ぱ
ミ
㎝
O
巳
と
述
べ
ら
れ
、
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菊
即
げ
、
－
一
跡
黒
川
臼
の
鼠
壁
9
1
σ
に
関
す
る
独
立
し
た
文
書
が
別
に
存
在
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
明
ら
か
に
編
者
に
よ
る
要

約
の
形
で
書
か
れ
た
項
が
、
こ
の
二
例
の
み
で
あ
る
こ
と
は
、
逆
に
他
の
項
が
ほ
ぼ
忠
実
に
独
立
し
た
文
書
に
基
い
て
い
る
こ
と
の
傍
証
と
も

な
る
。
こ
の
ワ
ク
フ
文
書
集
は
、
四
四
件
の
ワ
ク
フ
に
係
わ
り
、
四
二
通
分
の
ワ
ク
フ
文
書
を
収
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
各
文
書
お
よ
び
こ
の
文
書
集
が
い
つ
発
行
さ
れ
た
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
個
々
の
文
書
に
は
、
日
付
け
が
一
切

付
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
本
来
の
文
書
の
発
行
の
日
付
け
は
文
書
集
の
記
述
か
ら
は
決
定
で
き
な
い
。
O
ρ
．
h
母
圃
の
記
述
な
ど
を
援
用

し
て
考
察
す
る
し
か
な
い
。

　
鷺
ρ
母
器
㌣
旨
菊
鼻
嵩
饗
の
建
設
は
、
前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
七
二
五
／
コ
ニ
ニ
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
ヨ
ρ
子
器
㊤
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
ワ
ク
フ
物
件
ぽ
、
そ
の
周
り
の
壁
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
、
文
書
集
に
よ
っ
て
も
O
映
厨
犠
の
記
述
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。

〈
1
－
A
P
1
＞
八
二
9
脅
器
㌣
骨
口
爵
巳
嘱
9
へ
の
ワ
ク
フ
）
は
、
こ
の
七
二
五
／
一
三
二
五
年
の
時
点
で
元
来
発
行
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
〈
1
－
A
－
2
▽
は
、
他
の
文
書
と
異
な
り
、
蜀
¢
閃
類
ρ
r
O
営
が
開
い
た
毛
p
ρ
h
ム
び
鋤
α
と
い
う
カ
ナ
ー
ト
を
竃
p
一
目
霧
直
覧
男
缶
上
巳
曳
ρ

に
対
す
る
レ
ク
フ
、
物
件
に
編
入
す
る
旨
を
記
録
し
た
略
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
中
に
記
載
さ
れ
た
、
カ
ナ
ー
ト
か
ら
ヤ
ズ
ド
市
中
に
引
か
れ
た

流
水
経
路
　
〔
ω
卜
⊃
＼
凸
ω
山
凸
を
見
る
と
、
こ
れ
は
図
鼻
ロ
鎮
－
U
ぎ
が
両
面
都
巡
礼
後
に
開
い
た
と
○
ρ
．
碑
犠
が
記
す
流
水
路
の
経
路
〔
8
〈
。
。
①
－

c。

ｲ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
入
舞
－
A
、
－
2
＞
は
『
ア
タ
ベ
グ
家
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
両
聖
都
か
ら
の
帰
還
後
に
発
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
〈
1
…
B
1
3
〉
の
対
象
施
設
鼠
霧
讐
α
高
α
似
邑
、
点
鷺
葛
帥
出
㌣
．
≧
胤
ば
、
七
二
五
／
；
一
二
五
年
に
建
造
さ
れ
て
い
る
〔
日
α
く
犀
⑳
〕
。

1
－
B
群
貴
下
圃
、
〈
茎
T
A
－
1
＞
匙
同
じ
頃
の
も
　
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
書
雪
上
で
の
操
作
も
あ
り
確
定
は
で
き
な
い
が
、
上
巳
暮
巴
、
∪
言

の
ワ
ク
フ
ば
当
然
彼
の
生
存
中
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
む
軌
、
下
っ
て
も
彼
の
死
七
三
二
／
ご
二
三
一
卜
二
年
ま
で
に
発
得
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。　

丑
群
は
、
雛
ρ
ヨ
。
。
巴
6
冒
が
、
ワ
ク
フ
さ
れ
ず
に
父
の
私
有
財
産
と
し
て
残
っ
た
遺
産
を
用
い
て
、
父
の
遺
志
を
継
い
で
行
っ
た
ワ
ク
フ
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で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
死
の
間
七
三
ニ
ー
三
一
二
／
一
三
三
丁
三
三
年
中
の
も
の
と
な
る
。

　
書
聖
に
関
し
て
は
、
そ
の
大
半
を
A
群
が
占
め
、
一
九
件
に
上
っ
て
い
る
。
O
ρ
．
欲
犠
は
「
彼
は
一
日
で
三
三
の
施
設
〔
の
建
設
〕
を
計
画

し
た
」
〔
8
＜
c
。
。
。
〕
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
ほ
ぼ
同
時
に
建
設
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
さ
ら
に
、
諺
＃
湧
ρ
伽
じ
．
掴
霧
ρ
ヨ
は
「
彼
は
、
七
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

七
年
に
ヤ
ズ
ド
の
ワ
ク
フ
物
件
（
ヨ
窪
ρ
黛
鋒
）
を
完
全
に
す
る
こ
と
を
定
め
た
」
〔
8
0
＜
お
昌
と
述
べ
て
お
り
、
〈
皿
－
A
－
1
＞
、
さ
ら
に

は
皿
－
A
群
全
体
が
、
七
二
七
／
一
三
二
七
年
の
段
階
で
ま
ず
ワ
ク
フ
と
し
て
設
定
さ
れ
た
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
O
㊤
．
賦
犠
は
、

く。α

ﾏ
白
。
・
巴
－
O
冒
の
没
し
た
七
三
三
／
一
三
三
二
一
ご
一
三
年
も
、
建
物
の
完
成
し
た
年
と
し
て
挙
げ
て
い
る
〔
6
K
G
◎
。
。
〕
。
〉
ぜ
B
ρ
α
げ
・
血
管
巴
づ

は
、
こ
れ
を
再
録
し
な
い
も
の
の
、
文
書
集
の
〈
皿
－
A
－
2
＞
（
U
鋒
p
5
陣
嵩
紳
へ
の
ワ
ク
フ
）
の
末
尾
に
お
い
て
、
「
巴
－
琶
窪
団
巴
－
看
9
賦

〔ω

?
ヨ
ω
巴
－
U
B
〕
は
、
こ
の
日
以
前
に
御
自
身
よ
り
出
さ
れ
た
ワ
ク
フ
文
書
の
書
面
（
ζ
萄
ぴ
鉱
ミ
ρ
ρ
∂
受
理
）
に
お
い
て
、
自
身
の
創
設
に
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

わ
る
灯
雪
ρ
警
の
ワ
ク
フ
物
件
よ
り
、
　
サ
イ
イ
ド
で
高
貴
な
る
自
ら
の
二
人
の
お
じ
の
子
供
た
ち
と
自
ら
の
解
放
奴
隷
た
ち
（
．
雲
8
帥
、
）
に
、

現
金
と
謡
物
よ
り
な
る
一
定
の
額
を
定
め
て
い
た
が
、
彼
の
至
高
な
る
意
向
は
、
二
人
の
お
じ
の
子
供
た
ち
の
分
配
分
（
プ
ρ
蟄
）
を
、
当
該
事

項
を
〔
こ
こ
に
〕
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
冨
呂
讐
か
ら
こ
の
∪
跨
巴
－
ω
ぐ
豊
ρ
に
変
更
し
、
そ
の
ワ
ク
フ
文
書
本
文
（
B
ρ
言
ρ
7

き
ρ
⇔
蔓
9
）
に
〔
明
確
に
は
〕
条
件
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
解
放
奴
隷
の
割
当
て
（
コ
p
q
駐
8
）
を
、
同
様
に
こ
こ
で
の
彼
ら
の
恩
恵
に
移
す
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
を
求
め
た
」
〔
置
。
。
＼
恵
。
。
b
・
〕
と
ワ
ク
フ
の
条
件
を
変
更
す
る
旨
を
記
し
て
い
る
。
明
確
な
例
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
が
、
≦
2
黙
（
ワ
ク
フ
設
定
者
）

く

ω
㊤
導
ω
ρ
7
0
冨
は
、
ワ
ク
フ
の
諸
条
件
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
、
皿
－
A
群
は
、
七
二
七
／
一
三
二
七
年
以
降
、
度
々
変
更
・
追
加
が
行

わ
れ
、
こ
の
文
書
集
の
発
行
を
も
っ
て
、
そ
の
ワ
ク
フ
の
最
終
的
な
変
更
が
示
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
な
お
、
B
群
は
、
「
〔
ω
曽
巳
ω
9
憎
U
冒
が
〕
こ
の
祝
福
さ
れ
た
書
〔
O
斜
§
帖
、
ミ
ー
知
ミ
蕊
＆
の
編
纂
（
3
嘗
ε
に
同
意
し
た
時
」
既
に
ワ
ク
フ

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
口
8
＼
㎝
卜
⊃
凸
。

　
こ
こ
で
、
こ
の
文
書
集
自
体
が
い
つ
発
行
さ
れ
た
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
文
書
集
の
構
成
を
こ
れ
ま
で
概
観
し
て
き
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
れ
は
父
涛
昆
嵩
巴
6
冒
の
死
後
、
ω
ρ
ヨ
ω
巴
－
U
B
在
命
中
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
文
書
集
に
付
け
ら
れ
た
、
最
も
古
い
日
付
け
を
持
つ
証
人
記
名
は
、
バ
グ
ダ
ー
ド
の
大
ゆ
9
1
脅
窓
魯
ρ
ヨ
ヨ
㊤
α
σ
．
．
d
ヨ
碧
び
・
寓
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

冨
泣
目
ρ
α
巴
句
9
色
同
な
る
人
物
の
も
の
で
、
七
三
三
年
類
管
げ
月
二
八
日
（
一
三
三
三
年
四
月
一
四
日
）
付
け
で
あ
る
〔
卜
。
鼠
＼
昭
ω
〕
。
こ
の
文

書
集
は
、
彼
の
手
に
よ
り
、
そ
の
条
件
（
趣
¢
叫
q
叶
）
や
語
句
（
コ
島
8
）
が
確
認
さ
れ
、
そ
し
て
「
父
の
承
認
（
．
三
益
h
）
は
、
彼
が
賛
美
さ
る
べ

き
メ
ッ
カ
に
む
か
う
時
、
平
安
の
都
（
ヨ
ρ
鳥
目
鵠
P
　
ρ
7
ω
帥
一
助
B
）
バ
グ
ダ
ー
ド
で
〔
行
わ
れ
た
〕
。
　
一
方
、
勲
プ
妻
似
ρ
酵
…
：
〔
碑
ρ
ヨ
。
。
ρ
憎
U
冒
〕
の
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

認
は
、
私
の
立
会
い
の
許
で
（
げ
一
　
ヨ
9
げ
創
卑
噌
一
昌
　
B
一
団
コ
同
）
彼
に
よ
り
そ
れ
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
（
⊆
望
二
士
ぼ
、
§
由
・
）
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
前
者
は
、
夘
鼻
昌
鉱
－
∪
ぎ
の
金
券
都
巡
礼
に
際
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、
当
然
こ
の
文
書
集
自
体
で
は
な
く
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
文
書
の

原
本
の
承
認
を
指
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
〈
1
－
A
－
1
＞
が
そ
の
対
象
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
後
者
の
留
書
ω
巴
－
U
冒
の
承
認
に
関
し
て
だ
が
、
一
四
世
紀
の
同
時
代
史
料
の
一
つ
『
ミ
愚
幽
艶
魯
3
ミ
偽
は
、
　
こ
の
七
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
　
　
　
　
⑪

年
（
＝
三
三
一
年
九
月
一
三
日
よ
り
始
ま
る
）
に
、
イ
ル
ー
ー
ハ
ン
》
σ
q
ω
㊤
．
観
が
バ
グ
ダ
ー
ド
で
冬
営
を
行
っ
た
、
と
い
う
〔
6
ω
¢
窃
①
1
宅
〕
。

〈
器
ぱ
の
鼠
、
δ
で
あ
っ
た
鐙
ヨ
ω
曽
r
u
営
は
、
こ
の
冬
営
に
同
行
し
、
バ
グ
ダ
ー
ド
に
お
い
て
、
こ
の
文
書
集
を
編
纂
・
執
筆
さ
せ
、
そ

の
地
の
大
畠
禽
が
確
認
し
、
最
初
の
証
書
を
付
け
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
趣
p
ヨ
。
。
夢
占
）
冒
は
、
こ
の
年
の
う
ち
に
タ
ブ
リ
ー
ズ
で

没
し
て
お
り
、
そ
の
死
は
バ
グ
ダ
ー
ド
か
ら
の
帰
還
後
の
こ
と
と
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
書
集
は
、
砺
ρ
ヨ
ω
慶
∵
∪
目
鷺
昌
ρ
B
ヨ
薮
が
、
父
の
残
し
た
ワ
ク
フ
i
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
編
纂
の
時
点
で

そ
の
ほ
ぼ
全
て
の
巳
耳
曽
≦
巴
冒
は
彼
で
あ
っ
た
一
、
お
よ
び
、
彼
本
人
が
行
っ
た
ワ
ク
フ
の
、
七
三
三
年
毒
言
げ
月
（
；
一
三
三
年
四
月
）

時
点
で
の
諸
内
容
を
記
録
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
父
の
ワ
ク
フ
の
文
書
の
内
容
は
ほ
ぼ
忠
実
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
こ

の
文
書
集
自
体
が
一
通
の
長
大
な
ワ
ク
フ
文
書
で
あ
る
と
い
え
る
。
彼
の
死
は
、
こ
の
書
の
編
纂
直
後
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
O
斜
§
帖
．

ミ
ー
知
ミ
嵩
w
は
、
菊
鼻
昌
巴
－
U
冒
と
醗
日
。
。
p
緊
O
貯
の
ニ
ザ
ー
ム
家
父
子
二
代
の
ワ
ク
フ
行
為
に
関
し
て
、
ほ
ぼ
そ
の
全
貌
を
我
々
に
示
し

て
く
れ
る
、
極
め
て
有
益
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
に
表
さ
れ
た
ニ
ザ
ー
ム
家
の
ワ
ク
フ
の
諸
側
面
の
う
ち
、
以
下
、
本
稿
で
は
、
ワ
ク
フ
対
象
施
設
の
機
能
面
に
分
析
の
焦
点
を
紋
り
、
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微
細
と
も
い
え
る
情
報
を
織
り
混
ぜ
な
が
ら
、
一
四
世
紀
前
半
期
の
二
人
の
サ
イ
イ
ド
の
行
っ
た
ワ
ク
フ
と
、
一
地
方
都
市
ヤ
ズ
ド
を
中
心
と

す
る
都
市
生
活
の
一
端
を
示
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
た
だ
、
本
稿
で
は
、
ワ
ク
フ
物
件
の
分
析
、
お
よ
び
そ
の
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
ワ
ク

フ
の
経
済
的
な
側
面
へ
の
言
及
は
、
留
保
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
点
、
御
諒
承
願
い
た
い
。

晶ザーーム家のワクフと一一四世紀のヤズド（岩武）

①
器
艮
鱒
に
は
、
不
完
全
な
が
ら
も
校
訂
者
に
よ
る
小
鷺
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、

　
こ
れ
を
参
照
し
た
。

②
　
文
書
集
本
文
で
は
、
「
取
分
（
滋
0
蓄
）
」
「
私
有
財
（
p
旨
扇
評
）
」
の
語
が
用
い

　
ら
れ
る
〔
α
①
＼
島
も
◎
〕
。

③
テ
キ
ス
ト
上
で
綴
り
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
↓
翼
＞
Q
α
〉
累
も
し
く
は
り
拷

　
に
点
の
落
ち
た
形
で
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
．
、
ω
留
9
．
、
と
読
む
。

④
　
動
詞
母
ρ
巴
ρ
価
形
が
用
い
ら
れ
る
だ
け
で
、
こ
の
「
譲
渡
」
の
内
容
や
理
由

　
は
明
ら
か
に
さ
れ
え
な
い
。

⑤
文
書
集
に
「
〔
ワ
ク
フ
物
件
と
し
て
）
そ
の
旨
ρ
酔
器
p
の
門
の
と
こ
ろ
に
あ

　
る
σ
旨
圏
づ
㊤
一
ゐ
器
似
．
〔
話
零
合
の
壁
（
腎
曾
ぎ
）
の
上
方
と
、
大
き
な
イ
ー

　
ヴ
ァ
ー
ン
　
（
鎮
あ
g
庸
伊
）
　
の
前
に
あ
る
ド
ー
ム
　
（
巴
ぬ
目
⇒
σ
四
脳
）
の
壁
の
一
一
方
に

　
（
躊
（
三
、
鉱
言
暦
9
1
巳
）
書
か
れ
た
　
（
目
算
法
σ
p
）
不
動
産
（
認
9
日
目
と
取
分

　
（
三
u
晦
舘
）
〔
が
あ
る
〕
」
〔
お
＼
禽
O
O
〕
と
い
い
、
円
嗜
に
「
ヨ
ρ
紆
霧
四
と
墨
鴇
儒
の

　
間
の
広
場
（
ω
創
7
無
）
の
周
り
の
銘
に
、
取
分
（
豆
零
噸
Y
枝
村
（
ヨ
9
篇
鼠
．
Y
果

　
樹
四
關
【
（
げ
9
ひ
ω
9
一
け
冒
）
・
店
舗
…
（
σ
ρ
＜
倒
コ
暮
）
・
水
利
権
…
（
ヨ
ぞ
倒
ゴ
）
よ
り
な
る
ワ
ク
フ

　
物
件
（
ヨ
雪
ρ
黛
鋒
）
の
す
べ
て
を
モ
ザ
イ
ク
・
タ
イ
ル
（
岸
9
1
騨
身
辺
目
零
綴
國
〔
す
）
で

　
書
き
入
れ
た
」
〔
8
く
Q
。
ω
〕
と
い
う
。
諺
招
山
に
関
し
て
は
、
本
稿
や
ま
、
ド
ー

　
ム
に
関
し
て
は
、
本
稿
や
a
参
照
。

⑥
Q
拶
．
h
p
島
は
「
彼
の
建
物
の
完
成
は
七
二
七
年
で
あ
り
、
彼
は
取
分
・
枝
村
・

　
桑
樹
園
・
店
舗
よ
り
な
る
全
て
の
ワ
ク
フ
物
件
を
自
ら
の
H
塁
臼
舘
9
の
広
場
の

　
銘
に
書
い
た
」
〔
8
虞
Q
。
り
〕
と
述
べ
る
。

⑦
閃
爵
ウ
巴
－
匂
冒
の
兄
弟
O
暮
σ
p
7
℃
冒
．
〉
嵩
と
、
ζ
N
巴
－
U
冒
佛
碧
鋒
戯
倒
げ

　
の
二
人
。
特
に
〈
I
I
F
i
1
6
＞
は
、
前
者
ρ
暮
σ
巴
6
冒
、
≧
圃
と
そ
の
子
孫

　
へ
の
ワ
ク
フ
で
あ
る
。
彼
ら
に
関
し
て
は
、
こ
の
文
書
集
以
外
に
そ
の
名
は
見
ら

　
れ
な
い
。

⑧
こ
の
冨
昌
ρ
酵
が
ど
れ
を
指
す
か
決
定
で
き
な
い
。
そ
の
所
在
を
記
し
て
い

　
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
∪
9
1
同
㊤
γ
ω
ぞ
匿
㊤
が
隣
接
す
る
護
註
諺
の
㍗
旨
堕
ヨ
ω
ぞ
p

　
に
含
ま
れ
る
げ
倒
呂
鐸
（
〈
皿
一
A
1
1
＞
に
記
載
さ
れ
て
い
る
）
を
指
す
か
と

　
思
わ
れ
る
。
．
》
ρ
α
倒
在
の
σ
習
ρ
似
げ
（
〈
皿
一
A
1
1
1
＞
の
対
象
施
設
）
に
も
、

　
解
放
奴
隷
へ
の
割
当
て
は
定
め
ら
れ
て
い
る
〔
目
。
。
刈
＼
お
重
日
㎝
O
＼
α
O
。
。
〕
。

⑨
　
こ
の
証
人
記
名
は
、
ぎ
蓉
b
⊃
（
寄
禽
ミ
隷
－
鼠
皇
民
出
γ
℃
や
ω
ψ
認
り
ω
の

　
闘
に
綴
じ
込
み
に
さ
れ
た
写
真
版
（
σ
q
コ
冨
．
図
雷
。
N
G
。
蒜
一
＝
馨
毒
奉
ρ
密
餌
塁
P
－
覧

　
ω
9
望
覧
匹
ヵ
露
ズ
p
巴
－
U
冒
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
文
書
集
冒
頭
に

　
付
け
ら
れ
た
証
人
記
名
で
あ
る
。
　
こ
の
証
人
記
名
自
体
も
、
七
三
五
年
冨
、
σ
ぎ

　
月
三
日
（
一
三
三
五
年
三
月
二
九
日
）
付
け
〔
卜
。
8
占
。
。
＼
α
憲
凸
。
。
〕
（
こ
れ
も
上
記

　
の
写
真
版
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
）
と
も
う
一
例
〔
b
。
O
Φ
＼
α
綬
〕
の
別
の
証
人
記

　
名
に
よ
っ
て
、
名
を
挙
げ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
竃
忌
斜
旨
旨
巳
σ
・
．
d
ヨ
母
σ
・

　
竃
昌
冨
8
諺
銭
巴
－
頃
p
α
餌
本
人
は
、
役
職
を
記
し
て
い
な
い
が
、
彼
の
証
人
記
名

　
を
確
認
し
た
文
中
に
そ
の
役
職
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
人
物
は
、
現
在
他

　
の
史
料
に
確
認
で
き
て
い
な
い
。
な
お
、
竃
溝
b
。
に
は
、
七
三
三
年
器
貯
桟
月

　
（
一
三
三
二
年
一
〇
一
一
一
月
）
の
裏
付
け
を
持
つ
証
人
記
名
が
記
載
さ
れ
て
い

　
る
が
（
雪
目
悼
℃
9
繍
O
）
、
器
惹
一
の
該
当
箇
所
で
は
、
年
代
の
十
の
桁
が
欠

　
け
て
い
る
（
9
蓉
一
℃
や
ト
。
O
“
I
O
Q
。
）
。
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
霞
魯
9
ヨ
ヨ
a
σ
塾

　
、
q
き
鍵
の
込
の
は
、
そ
れ
自
体
、
後
の
確
認
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
記
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述
内
容
か
ら
も
、
最
初
の
、
権
威
あ
る
証
人
記
名
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、

　
「
七
三
三
年
郭
h
鍵
月
」
の
日
付
け
は
、
校
訂
上
の
誤
り
と
考
え
る
べ
き
で
あ

　
る
。

⑩
テ
キ
ス
ト
上
は
、
、
．
切
寓
頓
勺
押
鵠
鴫
…
…
、
、
と
校
訂
さ
れ
て
い
る
が
、
註
⑩

　
に
述
べ
た
写
真
版
よ
り
、
こ
の
様
に
読
む
。

⑪
　
〉
σ
口
ω
ρ
、
置
が
し
q
粛
鼠
α
も
冬
営
地
と
し
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
本
田

芳
信
「
イ
ル
ハ
ン
の
冬
営
地
・
夏
営
地
」
『
東
洋
史
研
究
隔
三
四
（
一
九
七
六
年
）

響
や
9
。
。
－
8
〕
も
℃
．
竃
O
誤
断
を
参
照
。

　
署
嵩
㍗
画
娠
ミ
偽
9
ミ
q
に
関
し
て
は
、
　
一
九
八
五
年
か
ら
八
六
年
に
か
け
て

の
筆
者
も
参
加
し
た
講
読
会
に
お
い
て
読
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
の

方
々
（
羽
田
正
、
川
本
正
知
、
小
野
浩
、
稲
葉
穣
の
各
氏
）
に
は
、
講
読
会
以
外

で
も
数
々
の
御
教
示
を
頂
い
て
お
り
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。
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三
　
ワ
ク
フ
対
象
施
設

　
彼
ら
二
人
の
サ
イ
イ
ド
が
建
造
し
た
諸
施
設
に
つ
い
て
は
、
文
書
集
冒
頭
に
建
造
物
の
リ
ス
ト
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
〔
q
山
O
＼
G
。
り
も
。
－
り
昌
、
概

ね
そ
の
全
体
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
整
理
し
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
書
集
に
収
め
ら
れ
た
各
文
書
を
見
て
い
く
と
、

こ
の
リ
ス
ト
は
不
完
全
で
あ
り
、
文
書
に
基
い
て
彼
ら
の
建
造
物
を
整
理
し
直
し
た
も
の
が
表
2
で
あ
る
。
こ
れ
ら
全
て
は
、
彼
ら
に
創
設
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
た
か
、
購
入
後
建
て
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
○
ρ
．
営
鵠
は
、
こ
の
表
2
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
以
外
に
、
父
菊
瓦
9
p
劉
O
貯
の
建
造
物
と
し
て
、
ヤ
ズ
ド
の
旧
竃
霧
瞭
争
一
〇
帥
ヨ
一
、
の
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
②

き
の
ヨ
霧
鰹
α
〔
8
く
置
〕
と
、
》
路
9
蟹
づ
嵩
ρ
津
9
1
α
貧
・
竃
巴
σ
鼠
・
属
鉱
ω
勇
め
餌
・
O
鼠
寅
（
～
）
在
の
各
＃
餌
⇒
ρ
帥
げ
〔
8
く
G
。
岱
を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
前
者
が
、
趣
ρ
ヨ
ω
＠
憎
∪
ヨ
に
よ
り
建
造
さ
れ
た
霞
ρ
ω
瞭
α
両
“
病
竃
一
．
山
醗
巳
。
。
ぞ
㊤
（
〈
皿
I
A
i
3
＞
の
対
象
施
設
）
で
あ
る
こ
と
は
、

既
に
臣
。
亀
邑
黙
女
史
に
よ
り
論
証
さ
れ
て
い
㊥
・
そ
の
後
・
墜
な
者
の
手
に
よ
そ
発
展
し
現
在
に
至
る
こ
の
8
愚
部
署
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
、
建
設
よ
り
一
世
紀
を
経
た
段
階
で
、
男
昌
昌
㊤
憎
∪
冒
の
名
に
帰
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
誇
諺
。
。
既
－
U
冒
に
関
し
て
、
α
ρ
．
塵
払
は
「
彼
の
善
行
の
跡
は
、
諸
地
方
、
ヤ
ズ
ド
・
ア
バ
ル
ク
ー
フ
・
シ
！
ラ
ー
ズ
・
イ
ス
フ
ァ

ハ
ー
ン
・
コ
ム
・
カ
ー
シ
ャ
ー
ン
・
サ
ー
ヴ
ァ
・
レ
イ
・
カ
ズ
ヴ
ィ
ー
ン
・
ス
ル
タ
ー
ニ
ー
ヤ
・
タ
ブ
リ
ー
ズ
に
多
く
あ
る
」
〔
旨
く
G
。
謡
と
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

べ
て
お
り
、
》
聲
B
僧
Ω
び
．
彊
岳
ρ
貯
は
、
こ
れ
に
二
二
ゼ
ル
ー
ン
を
加
え
る
〔
日
○
＜
お
ご
。
し
か
し
、
文
書
集
に
示
さ
れ
て
い
な
い
施
設
に



ニザーム家のワクフと一四世紀のヤズド（岩武）

表1建造物リスト［5－10／393－97］

masgid

madrasa

楓nq乱h

riba？

Rul〈n　al－Din

計23件

4件

3件

9件

4件
＊　＊

・Yazd（Mu寧alla一‘Atエq）在

　　（pvlasgid－i　dami‘一i

　　　　　　　　　　　　Musalla一“Atiq）

・Yazd在i　Masきid－i　pa－yi

　　　　　　　　　　　　　　　　　Dirabt

・　Yazdi　（Mal，ialla－yi　BEg－i

　　　　　　　　　　Sara－yi　Nou）在

・Yazd（Darb－i　QaζariyEn）在

　　（Masgid－i　Svlr）

．　Yazd　igl　Madrasa－yi　Rukniya

・　1＄fahan　在

　　（iMadrasa－yi　‘1＄matiya）

・Yazd在（玉ar　a1－5if翫

・Yazd在耳乱nqah－i　Sar－i　Rig

・　Yazd　（IMaballa－yi　Darb－i

　　　　　　　　　　KUgk－i　Nou）在

・Yazd在耳anqah－i　Darb－i

　　　　　　　　　　　　　　Qatariyan

。Abrand－abad在

。Ma言Umurd雀

・Taft在

・Katgan在

・AbarqUh在

　　　　　　　　gEnqEh－i　Rukniya

・Na’in在

・Kasatn在

・KE§an（Abgzaid．abad）在

。Ardistan在

・1＄fahEn在

・Na’in在

　

Samsεし1－Din

計22件

5件

5件

5件

7件

　　　　　　　　　　　　　　ソ・Yazd在Masgid－i　Gami「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
　　〔Mas首id－i　Garni’一i　Samsiya〕

・Yazd在Masgid－i　6Emi‘＊
　　　　　　　　　　　　　
　　〔Madrasa－yi　Samslyaの

　　　　　　　　　　向かいのmasgid〕

　　　　　　　ソ・Yazd在旧Gamitの階上のmas鎮d
・Abarquh在〔Mas藤d－i　d査mi’の

　　　　　　　　　　　　　　付属建造物1

。Abarqtih在Masgid－i　Laul］

・Yazd（Sar一玉K：U6a－yi　PahrUk）在

・dEr　al＿kutub

・bait　aレadwiya
　　　　　　　　　　　り
　　〔Madrasa－yi　Samslya）

・ddr　aLsiyada

・K琶zir霞n；在Dar　a1一耳adi§

　　　　　　　　　　　　　　り
・Yazd（Madrasa－yi　Samsiya）在

・‘`qda在
・蓼uranaq在

・Abarq亘h；在

　　　　　　　　　　　　り
　　　　　耳瓢nqah－i　Samsiya

・Tabriz（Rab‘一i　Ra§エd五）在

・Ma9髄murd在

・Abrand透bad在
・‘`qCIIL在

・Nuh－Gunbad在
・　Naistana　在

。Zabarqand在

・Mi1－i　Qum在

［
＊
＊

］内はこのリストに記載されていない文霞上での名称

　　〈M－A－4＞では，Masgid－i　Gami‘としては記載されていない

＊実際には5件ある
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表2　ワクフ対象施設

所在
Yazd

Yazd村落部

　Abrandabad

Maき亘murd

Taft

耳uranaq

‘Aqda

　　Nuh－Gtmbad

N蕊’in

　1　aistana

　Zabarqand

　Ardist乱n

I〈　：tg5n

　　Mll－i　Qum

Tabriz

Rukn　al－Din

madrasa　〈1　一1＞

datr　al－Sifat　〈　1　一1＞

masgid－4　〈1－3，　4，　5，　6＞

batnq瓢h一一3＜1－7，8，∬一1＞

dar　al－diyafa＜ト1＞＊

　

Sams　al－D工n

皿adrasa〈匿一1＞

dar　a互一siy義da＜皿1－2＞

masgid－3　〈M－3，　4，　5＞

h混nqEh　〈皿一1＞

“　¶　 卿　“　”　卿　 P　 ■　噛　 曽　 ，　，　曽　 一　●　●　 曹　 曹　．　・　・　 ，　 “　”

Lianqah　〈　1　一9＞

hanqah　〈1－10＞

hanqah　〈　1　一11＞

hanqah　〈1－14＞

（ribat）

（ribat）

banqah　〈　ll　一5＞

（ribat）　一2

1sfahan　l　madrasa　〈1－12＞
　　　　　　　　　　　　　（ribat］

Abarq漬h

1〈aziritn

計

banqah　〈　1　一13＞

madrasa

masgid

banqah

rib翫t

dar　al－gifa

dEr　al－diyzafa

2
4
Q
》
P
O
1
1

ribat　＜皿一9＞

ribat　〈M－6＞

banqah　＜皿一10＞

h翫nqEh〈皿一11＞

rib翫t　〈皿一7＞

ribat　〈M－8＞

ribav　〈M－8＞

rib敢くM－12＞

rib議㌻　＜ll－18＞

b蕊nq瓢h　〈亙1－17＞

r　P　一　一　幽　■　噛　●　■　圏　魑　9　胃　卿　閥　”　”　¶　雫　一　F　一　一　一　臨　「　…　　　　　，　．　「　■　用　ρ　P　”　用　り　P　「　F　，　，　一　8　8

曽　 噛　，　幽　幽　‘　●　噛　圏　●　●　■　「　曾　9　 9　卿　 ，　，　卿　 ，　■　一　 一　 國　－　 ‘　 圏　曹　 ρ　 ■　噛　 ¶　彌　 甲　P　り

h蕊nq翫h〈皿一13＞

masgid－2　〈M－14，　15＞

dar　al－1．iadis　〈M－16＞

madrasa

masきid

願nqah
ribat
　　　’

dar　al－handis

dar　al－siyada

－
P
D
【
D
ワ
5
1
1

計

madrasa

datr　al－sifa

dar　al－siyada

dar　aレOiy翫fa

mas首id
lviHanqath

2
1
1
1
7
4

【
一
一
一
一
一

banqah
ribatt
　　　’

願nq翫h

rib乱t
　　　．

hEnqah

b翫nqah

banqEh

ribat
　　　’

1
1
1
1
1
1
1
1

　
一
　
　
　
一

rib翫t
　　　．

b乱nqah
ribat

ribat

ribat
　　　，

rib義t
　　　，

b乱nqah
ribEt

rib．“i’t

　　　．

banqah

1
1
1
1
1
ー
ユ
2
1
1

一
一
　
［
　

一
　

一

madrasa
ribatt

banqah

rnasきid

1
1
・
2
2

【
一
＝
一

dar　al－hadis
　　　　　　’

一1

皿adrasa
rnasgid

hanq翫h
ribatt
　　　，

dEr　al－Sifat

datr　al－hadis
　　　　　　，

dar　al－siyada

dまral一ζliy乱fa

3
9
4
2
1
1
1
1

　
　
1
1

昼ukn　al－Din………1群・∬群の文書に記載された施設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ記載された施設Sams　al－Dln………狐群の文書1
　　　（〔ribat）・…………・・建造物リストにのみ記載される）

　　　（＊…………………建造物リストには記載されていない）
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ニザーム家のワクフと一四世紀のヤズド（岩武）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

関
し
て
は
、
そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
確
証
を
得
る
こ
と
も
で
き
な
い
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
表
2
に
示
し
た
諸
施
設
の
み

を
対
象
と
し
て
扱
う
。

　
》
償
σ
華
氏
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
対
し
て
付
け
ら
れ
た
様
々
な
条
件
か
ら
、
教
育
と
慈
善
に
関
す
る
事
項
を
、
先
に
述
べ
た
様
に
既
に
提

示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
氏
に
お
い
て
は
、
二
人
の
サ
イ
イ
ド
に
お
け
る
ワ
ク
フ
そ
の
も
の
の
意
義
は
関
心
の
外
に
お
か
れ
、
ワ
ク
フ
の
全
体

も
顧
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
以
下
に
、
氏
の
欠
を
補
う
意
味
も
こ
め
、
各
施
設
の
職
員
と
そ
の
俸
給
を
表
の
形
で
網
羅
し
て
示
す
こ
と
に

す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
各
施
設
の
機
能
が
明
確
と
な
り
、
彼
ら
の
ワ
ク
フ
の
意
図
や
社
会
生
活
に
果
し
た
役
割
の
一
端
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
あ
る
。

　
な
お
、
表
を
含
め
、
以
下
の
記
述
に
お
け
る
単
位
は
文
書
駆
上
で
次
の
様
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

現
金
”
；
囲
辱
よ
母
訂
霧
巳
募
昌
ξ
p
富
酉
昌
砺

殻
物
”
＜
即
昌
に
お
い
て
は
、
小
体
（
暮
轟
ρ
）
と
紅
殻
（
賢
・
・
貧
ω
）
半
々
の
殻
物
で
与
え
ら
れ
、
重
さ
の
単
位
は
く
ρ
昌
の
白
磐
が
用
い
ら

　
　
れ
る
。

　
　
　
回
く
窩
早
ヨ
斜
昌
ほ
き
O
象
二
影
巨
〔
b
っ
甲
b
。
卜
。
＼
鳥
8
簿
ρ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
（
上
記
の
半
々
の
穀
物
同
O
筥
窪
が
置
貯
9
1
巴
に
相
当
す
る
こ
と
が
、
想
定
さ
れ
て
い
る
）

彼
ら
父
子
の
ワ
ク
フ
群
は
次
の
諸
施
設
よ
り
成
る
。

　
－
　
　
舅
鱒
伽
同
薗
㎝
9

　
こ
れ
は
三
件
あ
り
、
種
々
の
施
設
か
ら
成
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（
複
合
施
設
）
で
あ
る
。
次
節
で
扱
う
α
母
巴
－
冨
α
超
と
と
も
に
、
表
3
に
そ

の
職
員
と
俸
給
を
示
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
両
者
の
名
の
つ
い
た
ヨ
騨
母
ρ
鶏
を
扱
う
。
文
書
集
の
記
述
に
従
い
、
そ
の
構
成
を
次
に
示
す
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3

1’ladrasa－yi　Ruknlya　〈　1　一一A－1＞

madrasaの職員の俸給

職 員

　　〔madrasa－masきid〕

mudarris

mu‘id

揖lib
ロ　　　　　　　　ロ

エmam

聴助
muzakkir
　　エ　　　　　　ロ

エnu　aZZln

bazin　！i4－kutub

murattib　li－1－it’瓢m
　　　　　　　　　　　，

bawwab
farrEg

tabb互b

　　〔ra§ad〕

管理人

　　〔dar　aレ§ifE’〕

tabib

　　　るhazin

bawwab

俸 給

現金（din瓢r）

360

120

600

240

穀物（rnan）

1000

100e

3600

1000

1160

600

72e

seo

500

seo

soe

180

1800

360

360

備 考

（教授）

（個人指導教師）

10人（学生）1人60dinar，360man

（礼拝導師）

4人（＝一ラン就踊者）1人290皿an

（訓戒師）

（礼拝告知者）

（書籍管理人）

（食察供給係）

（門番）

（清掃人）

（料理人）

（医春）

（管理入）

（門番）

Madrasa－yi　Samsiya　〈M－A－1＞

　　〔madrasa－mas言id〕

mudarris

mu’奄

算1ib
ロ　　　　　　　　コ

1mam
　　ン　　　　　　ヒ

rnu　aZZln

hafiz

baww5b

farr誌

　　〔bait　a1－adwiya〕

（欠落）

　　〔（】ar　al－kutub〕

bEzin

　　〔banqEh〕

（表5参，照、）

　　〔d義ral－siyada〕〈皿一2＞

wa‘i？．

bEdim

bawwttb

farr互S

100

30

3000

1000

5000

1000

720

20eo

360

500

720

720

360

360

10人　1人500man

4人 1人500man

（説教師）

（管理人）
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D義ral一結ad1§（在Kazir亘n）＜H－A－16＞

考備
給俸

穀物（rnan）現金（dinEr）

名職

10入 1人30dinar

100

300

30

rnudarris

舞lib

farriS．bav“wab

Madrasa－yi　’lsmatiya　（e　lsfahan）　〈　1　一C－12＞

10人 1人60％dinar

4人　1人45％dinar
（助手）

182　YS

91　％

608　％

60　％

60　P6

1s2　」・s1

60　％

60　％

　　［dar　al－1］adis）

エnudarris

mu‘id

t烈ib

ユmam
mu’azzin

hafiz

murattib

bawwab．farrMaS

（詳しい職務は本文を参照）

・
寓
9
母
霧
甲
覧
菊
巳
臼
曙
㊤
〈
王
－
A
1
1
＞

（d）　（c）　（b）　（a）

ヨ
p
紆
霧
螢
（
旨
9
・
ω
鰹
α
が
附
属
）

　
　
ヘ

ヨ
P
ω
δ
ρ
曽

贔
＄
α

鳥
箇
同
9
一
一
弥
一
時
9
1
匂

・
冨
ゆ
首
途
㌣
覧
趣
ρ
ヨ
ω
ぐ
〈
皿
－
A
1
1
＞

　
・
1
と
つ
ま
、

詮
ヨ
ω
ゼ
簿
に
隣
接
し
て
お
り
、

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
紫
雲
蚕
ω
p
－
旨
男
鼻
巳
饗
は
、
○
曽
．
厨
臨
の
時
代
に
お
い
て
も
「
ヤ
ズ
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

日
ρ
紙
票
ρ
施
設
の
中
心
（
F
§
ヨ
ご
〔
目
く
。
。
昌
で
あ
っ
た
。
鷺
ρ
臼
．
ρ
ω
㌣
滋

醗
ヨ
ω
曙
卿
は
、
⑥
と
ω
の
四
本
の
マ
ナ
ー
ル
（
ヨ
P
コ
㊤
巴
）
（
ミ
ナ
レ
ッ
ト
）
を
合
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
く

せ
て
、
鷺
帥
島
p
。
・
㌣
胤
0
9
げ
縛
－
日
9
渇
脳
H
（
四
本
の
マ
ナ
ー
ル
の
誉
ρ
脅
9
ω
p
）
と
も

（i）　（j）　（2）　（h）　（g）　（f）　（．e）

’

∋
p
切
目
ρ
ω
ρ
（
露
霧
α
鄭
繍
が
附
属
）

樹
日
工
ρ
9
1
一
H
　
　
第
4
節
あ
参
昭
｛

び
ρ
謬
ρ
憎
ρ
α
♂
鼠
図
ρ

α
9
1
目
㊤
一
一
犀
二
伴
鐸
一
）

畠
鍵
巴
あ
ぐ
似
Q
㊤
〈
皿
－
A
－
2
＞

B
曽
。
・
鰹
α
〈
皿
－
A
－
4
＞

ー
ー
　
ワ
ク
フ
と
し
て
は
別
に
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
冒
巴
謎
。
。
㌣
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
一
部
を
形
成
し
て
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⑩

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
〔
目
く
Q
。
c
。
〕
。

　
両
差
ρ
島
霧
帥
（
㈲
、
㈲
）
に
つ
い
て
、
ま
ず
そ
の
学
問
と
教
育
に
関
す
る
文
書
上
の
条
件
を
見
て
み
よ
う
。
菊
鼻
鼠
膨
の
鑓
巳
斜
旨
尻
は

「
宗
教
と
世
俗
の
学
（
．
巳
麟
日
野
ム
ぎ
帯
岩
’
毒
－
一
σ
巴
嘗
ぐ
る
）
」
　
営
一
＼
合
①
〕
を
教
え
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
詮
9
ω
醤
ρ
の

そ
れ
は
「
諺
嵩
げ
ρ
ぴ
巴
－
曲
淵
ヨ
鉱
幽
．
鑓
三
巴
あ
跳
．
同
巴
－
露
暮
団
露
の
法
を
学
び
、
そ
れ
に
特
質
付
け
ら
れ
る
者
扁
で
あ
り
「
コ
ー
ラ
ン
注

釈
（
葺
h
忽
H
）
、
法
学
（
⇔
ρ
ぼ
団
無
届
）
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
（
ρ
冨
臼
ゆ
）
、
修
辞
学
（
9
3
三
遷
卑
乏
ρ
ド
魯
葵
助
け
）
、
そ
の
他
の
宗
教
と
世
俗
の
学
」
を
教

え
る
　
口
8
1
0
『
＼
ミ
ト
。
〕
。
自
家
ヨ
ω
巴
－
∪
冒
は
こ
こ
で
、
　
こ
の
職
に
、
“
騨
白
巴
伊
7
0
冒
戟
ρ
ω
9
ロ
び
9
賭
9
1
曾
同
鉱
－
∪
冒
．
》
財
じ
d
鐸
菅
似
突
く
ρ
N
臼

な
る
人
物
を
任
じ
て
い
た
が
、
こ
の
人
物
は
、
醗
ヨ
。
。
望
ρ
の
ヨ
＆
空
目
日
量
だ
け
で
な
く
、
皿
－
A
群
全
体
の
管
理
・
運
営
に
係
わ
る
責
務

も
与
え
ら
れ
て
い
緬
・
こ
の
こ
と
に
よ
り
・
趣
舅
㊤
δ
営
の
ワ
ク
フ
が
シ
・
ー
フ
・
イ
ヨ
派
の
学
問
体
系
に
彩
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
。
父
勾
口
巨
巴
6
冒
の
ワ
ク
フ
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
ヨ
窪
．
置
は
、
特
に
〈
至
－
A
－
1
＞
で
「
学
生
た
ち
（
讐
蕊
＄
窟
ぢ
）
を
指
導
し
て
、
巳
鼠
㊤
ほ
尻
の
研
究
を
反
復
し
、
彼
が
学
生
た
ち
に

与
え
た
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
を
職
務
と
し
、
彼
ら
学
生
に
と
っ
て
解
き
難
い
、
種
々
の
問
題
の
疑
問
の
あ
る
点
・
不
可
解
な
点
を
理
解
さ
せ

る
」
営
b
。
＼
癖
O
①
〕
と
条
件
付
け
ら
れ
て
い
る
。
学
生
（
冨
げ
び
p
℃
一
．
。
h
琶
同
σ
）
は
、
双
方
と
も
一
〇
名
に
限
ら
れ
、
ま
ず
ま
ず
高
額
を
受
け
て

い
る
。

　
そ
の
他
、
学
問
に
係
わ
る
施
設
と
し
て
、
餌
上
巴
由
暮
償
σ
（
図
書
館
）
が
あ
る
。
閃
鼻
巳
饗
で
は
、
こ
れ
は
、
条
件
中
に
の
み
記
さ
れ
て
い

る
〔
さ
。
G
。
＼
き
己
。
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
本
も
ワ
ク
フ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
〔
一
G
。
＼
蒔
0
9
b
。
ω
＼
き
己
、
跨
ザ
ヨ
ρ
α
び
・
較
彦
国
営
は
「
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
関
す
る
三
千
冊
の
本
」
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
〔
目
O
く
H
詣
〕
。
そ
の
た
め
の
冨
N
3
（
管
理
人
）
に
は
「
読
書
や
書
写
の
た
め
に
本
を
借

り
る
者
か
ら
、
そ
の
借
り
ら
れ
る
も
の
の
価
値
と
価
値
が
同
等
の
も
の
を
担
保
に
と
っ
て
（
m
P
自
H
睦
P
げ
一
嵩
麟
⇒
）
、
ヤ
ズ
ド
（
欝
｝
と
巳
魯
）
と
そ
の
地

域
（
爵
芝
帥
9
鼠
）
か
ら
の
そ
の
本
の
持
ち
出
し
を
防
ぐ
」
〔
昏
。
。
。
＼
き
己
こ
と
が
条
件
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ω
9
ヨ
ω
受
騨
の
㈲
で
は
、
特

に
本
の
修
繕
（
ヨ
信
影
日
ヨ
餌
）
と
製
本
（
陣
品
9
）
に
年
間
㎝
O
α
冒
鍵
が
定
め
ら
れ
て
い
る
口
O
Φ
＼
ミ
凸
。
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次
に
、
礼
拝
関
係
で
は
、
冒
勲
ヨ
と
ヨ
ロ
、
㊤
階
ぽ
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ω
ρ
8
ω
ぐ
9
の
む
か
い
に
建
て
ら
れ
た
8
p
轟
茜
（
①
）
に
も
別

に
薄
弱
が
定
め
ら
れ
て
い
輪
・
「
二
度
で
・
礼
拝
の
霧
（
醇
鎧
）
と
慣
行
（
．
．
…
§
）
一
籔
知
し
・
こ
の
件
に
関
す
る
法
に
習
熟
し
た
者

（
ド
ρ
ε
」
〔
H
O
刈
＼
蒔
お
〕
で
あ
っ
た
冨
倒
き
は
、
〈
至
－
A
－
！
＞
、
〈
皿
－
A
－
3
＞
で
、
五
度
の
礼
拝
の
他
に
「
規
定
外
の
礼
拝
（
舜
惹
3
」

を
導
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
〔
b
。
b
。
＼
お
9
罵
ω
＼
心
G
。
呂
。
そ
の
規
定
外
の
礼
拝
と
は
、
鐙
、
σ
9
月
中
日
（
ρ
～
蕉
）
の
夜
、
旨
露
ρ
α
9
1
上
月

の
各
夜
、
二
大
祭
、
預
言
者
の
生
誕
日
等
の
特
別
な
日
や
夜
に
行
わ
れ
、
そ
こ
へ
の
出
席
者
へ
の
食
事
や
菓
子
の
提
供
も
定
め
ら
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

〔b。

轤
a
B
①
＼
き
。
。
よ
O
〕
。
そ
の
他
、
菊
藻
雪
像
に
の
み
任
じ
ら
れ
て
い
る
ヨ
農
一
碧
綜
は
、
週
二
度
月
曜
と
木
曜
に
訪
れ
「
人
々
に
説
教
し
、

導
き
を
求
め
る
老
を
良
き
忠
告
と
知
恵
と
訓
戒
を
も
っ
て
導
き
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
巨
馬
田
た
ち
の
間
で
論
争
ど
対
立
の
あ
る
教
え
に
対
し
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

心
を
う
な
が
す
（
嵩
誓
鍵
詳
儲
ご
〔
鵠
凸
ω
＼
蒔
O
守
O
醤
と
い
う
職
務
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
両
系
㊤
⊆
影
ω
ρ
に
任
じ
ら
れ
た
冨
樽
の
職
務
は
、

特
別
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
扱
う
。

　
雑
務
に
関
し
て
。
9
著
自
門
σ
は
字
義
通
り
「
昼
夜
ヨ
巴
冨
。
。
ρ
の
門
を
離
れ
ず
、
そ
こ
に
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
者
が
入
ら
な
い
よ
う

に
し
、
門
の
開
閉
を
行
う
」
雷
。
。
＼
お
謡
。
一
方
、
β
踵
9
1
帥
は
「
ヨ
銭
養
輿
の
各
所
を
き
れ
い
に
し
、
汚
れ
を
落
と
す
」
欝
。
。
－
い
。
ミ
お
謡
こ
と

を
第
一
に
求
め
ら
れ
、
具
体
的
に
は
「
掃
除
（
冨
ω
ダ
冨
塁
）
と
〔
絨
毯
の
〕
上
げ
下
げ
（
骨
董
ざ
舜
四
囲
）
を
行
う
」
ロ
O
。
。
議
鐸
〕
。
他
の
小
規
模

な
施
設
で
は
、
こ
の
二
つ
の
役
職
は
兼
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
図
巳
合
曙
即
の
冨
げ
σ
下
冷
と
目
ξ
霧
怠
σ
7
囲
ム
↓
、
餅
ヨ
は
、
特
に
こ
こ
に
定

め
ら
れ
た
貧
港
へ
の
食
事
の
提
供
に
係
わ
る
仕
事
を
行
う
冒
ω
凸
ミ
さ
下
O
。
。
〕
。

　
続
い
て
、
他
の
施
設
に
関
し
て
順
次
見
て
い
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
園
爵
⇔
嘗
ρ
の
伽
9
1
H
等
色
裁
．
（
病
院
）
（
⑥
）
は
、
建
造
物
リ
ス
ト
で
は
ヨ
巴
峯
沼
の
項
に
入
っ
て
い
る
が
、
入
院
も
で
き
る
治
療
施
設

で
、
寅
玄
σ
（
医
者
）
が
常
勤
し
、
σ
巴
酔
巴
幽
伽
≦
ぐ
ρ
（
薬
局
）
も
附
属
し
て
い
た
。
病
人
の
た
め
の
薬
・
食
事
・
調
度
・
食
器
の
た
め
に
年
間

同
O
O
O
O
筥
窪
の
二
物
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
薬
は
、
冨
び
轡
が
必
要
量
を
書
い
た
後
に
与
え
ら
れ
、
び
欝
ぎ
が
そ
の
σ
巴
げ
巴
幽
創
著
ぐ
ρ
を

管
理
し
て
い
た
〔
b
。
『
1
卜
。
c
。
＼
自
O
〕
。
た
だ
、
Ω
勲
．
h
ρ
凱
の
頃
に
は
、
伍
9
1
H
顔
色
㌫
、
の
方
は
央
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
び
蝕
け
巴
幽
創
譲
ぐ
9
の
名
の
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み
を
親
筆
げ
て
い
る
〔
凄
。
・
q
趣
§
．
．
冒
の
⑧
に
つ
い
て
は
・
文
書
中
に
そ
の
条
件
が
落
ち
て
い
る
偽
・
お
そ
ら
く
同
様
に
無
料
の
投

薬
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
幻
島
巳
饗
の
ヨ
器
奏
．
騨
（
沐
浴
場
）
（
㈲
）
に
は
、
簡
潔
な
条
件
し
か
付
い
て
い
な
い
が
、
ム
ス
リ
ム
の
子
供
た
ち
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
る
桶

（
◎
q
費
蜜
）
を
買
い
替
え
る
た
め
に
年
間
帆
O
創
冒
鍵
が
定
め
ら
れ
て
い
る
営
。
。
触
り
＼
凸
巳
。

　
類
零
α
（
辞
書
上
は
「
天
文
台
」
）
（
㈲
）
は
、
こ
の
窓
ρ
α
蜜
。
。
甲
鷺
田
島
⇒
ぐ
ρ
を
抜
句
付
け
る
も
の
で
、
「
毎
日
の
早
耳
（
p
一
山
3
鋒
毒
－
一
絡
、
鋒

…
…
）
の
状
態
を
知
ら
せ
挫
け
に
す
る
た
め
」
の
施
設
で
あ
っ
た
雷
団
＼
似
O
呂
。
こ
れ
は
、
水
力
を
利
用
し
た
機
械
仕
掛
け
の
天
文
時
計
台
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

あ
り
、
そ
の
構
造
・
機
能
を
○
騨
．
勘
昌
と
》
ヴ
露
9
。
α
σ
．
飯
島
ρ
ち
が
今
に
伝
え
て
い
る
〔
8
く
G
。
甲
○
。
ρ
↓
○
く
話
。
。
歯
㎝
〕
。
今
、
筆
者
は
そ
の

構
造
面
・
技
術
面
を
解
す
能
力
を
持
た
な
い
が
、
こ
こ
に
そ
の
機
能
面
の
特
徴
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
目
p
零
α
の
機
能
は
、
天
文
の
観
測
、
天
体
の
表
示
、
報
時
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
天
文
の
観
測
に
関
し
て
は
、
霧
注
二
箇
び
が
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
機
能
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
体
の
表
示
に
関
し
て
は
、
ま

ず
、
一
本
の
マ
ナ
ー
ル
の
上
に
、
青
銅
製
の
鳥
（
日
霞
α
㍗
山
霧
圃
降
）
が
置
か
れ
、
そ
れ
が
太
陽
の
移
動
に
従
っ
て
そ
の
方
向
を
む
く
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
年
間
の
太
陽
の
位
置
は
三
六
〇
度
に
分
割
さ
れ
た
輪
（
α
鎚
プ
）
に
よ
り
示
さ
れ
、
ま
た
、
黄
道
（
ヨ
ぎ
言
ρ
鋒
塾
ぴ
葺
轟
）
二
八
聖
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
月
の
位
置
や
五
惑
星
（
寒
心
。
。
欝
－
覧
聲
診
冨
望
影
）
の
位
置
を
示
す
円
環
（
蝕
、
陣
邑
も
連
動
し
て
い
た
。
報
時
の
機
能
は
文
書
上
に
示
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
如
く
、
こ
の
施
設
の
中
心
的
な
機
能
で
あ
る
。
搭
祷
7
．
母
ρ
野
臥
9
1
冨
7
誌
琶
圃
の
各
カ
レ
ン
ダ
ー
の
月
日
の
推
移
を
連
動
し
た
四
つ
の
円
環

に
よ
っ
て
示
し
、
小
窓
に
設
置
さ
れ
た
鳥
の
噛
か
ら
時
間
ご
と
に
落
と
さ
れ
る
小
球
が
仕
掛
け
を
動
か
し
一
二
の
小
部
屋
（
甲
介
）
の
白
い
板

（
冨
算
p
）
が
黒
い
板
に
換
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
、
夜
間
も
別
の
一
二
の
小
部
屋
の
ラ
ン
プ
が
点
滅
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

臼
の
時
閾
の
経
過
を
示
す
機
能
を
有
し
て
い
た
。
特
に
、
…
臼
五
度
i
礼
拝
の
民
間
に
一
致
す
る
i
、
太
鼓
（
欝
σ
酬
）
が
打
た
れ
、
マ
ナ
ー
ラ

（
ヨ
窪
貯
2
ω
［
。
）
の
上
に
旗
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
文
書
上
で
は
、
こ
の
δ
紹
α
を
作
動
・
調
整
す
る
者
に
は
年
間
b
。
薩
O
鳥
冒
鍵
の
高
給
が
支
払
わ
れ
、
そ
の
維
持
に
話
O
O
冒
母
、
ま
た
、
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ニザi一ム家のワクフと一四世紀のヤズド（岩武）

動
力
源
で
あ
る
そ
の
地
下
に
位
置
す
る
水
路
（
毒
ξ
）
の
維
持
に
も
b
。
O
貸
⇒
鍵
が
定
め
ら
れ
て
い
た
欝
刈
＼
お
O
山
9
卜
。
O
＼
鳶
昌
。

　
こ
の
施
設
の
設
計
者
は
、
薫
習
昌
げ
・
諺
ぴ
⇔
U
コ
斜
ξ
諺
露
島
罪
な
る
人
物
（
七
六
四
／
一
三
六
ニ
ー
六
三
年
没
）
で
あ
り
、
自
ら
の
名
を
そ
の
銘

に
書
き
入
れ
て
い
た
〔
日
晒
O
Q
Q
Q
”
驚
日
内
H
《
好
日
O
く
　
H
卜
3
α
〕
。
　
こ
の
施
設
は
、
O
触
碑
昌
の
時
代
に
は
．
．
＜
麟
ρ
掌
○
－
G
o
輿
送
、
、
と
呼
ば
れ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
な
っ
て
お
り
〔
霞
6
心
置
メ
8
0
く
冨
Q
。
〕
、
現
在
の
冨
餌
⊆
冨
。
。
甲
覧
菊
巳
臼
望
ρ
の
遣
構
も
、
現
地
で
は
こ
の
名
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る
。

一
方
・
鉾
．
・
号
の
無
毒
患
を
特
長
付
け
る
施
設
が
・
鍵
羨
葛
野
趣
薮
お
（
）
●
－
（
）
で
あ
る
・
建
造
物
リ
ス
・
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

題
字
曾
寒
心
の
項
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
施
設
の
機
能
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
第
一
の
機
能
は
、
サ
イ
イ
ド
た
ち
の
宿
泊
施

設
と
し
て
の
機
能
で
あ
る
。
そ
こ
へ
の
到
来
者
（
ヨ
嘗
饗
三
国
）
に
ω
自
貯
鍵
、
三
日
問
の
滞
在
（
5
餌
ヨ
ρ
）
を
欲
す
る
者
に
は
も
う
ω
臼
ご
騨

を
支
給
し
、
滞
在
期
問
は
三
日
間
に
限
ら
れ
て
い
た
。
預
言
者
の
生
誕
日
と
頓
口
ω
ρ
貯
の
殉
教
し
た
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
の
日
に
は
、
づ
、
餅
、
昼
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

呼
ば
れ
、
食
事
の
経
費
と
し
て
胡
臼
コ
9
1
同
が
定
め
ら
れ
て
い
た
〔
H
置
山
①
＼
ミ
⑩
〕
。
こ
こ
を
管
理
す
る
蟹
9
ヨ
に
は
、
㈹
の
冨
ε
働
ぴ
の

冨
α
冒
と
同
じ
人
物
一
丁
濁
鴬
惹
ρ
賢
U
冨
の
解
放
奴
隷
冨
轟
巳
翁
罵
1
が
定
め
ら
れ
て
い
た
口
O
O
＼
ミ
腎
蕊
v
H
麟
＼
ミ
㊤
〕
。

　
第
二
の
機
能
は
、
サ
イ
イ
ド
へ
の
慈
善
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
で
あ
る
。
こ
の
慈
善
関
係
の
支
出
は
、
〈
皿
－
A
－
2
＞
に
登
録
さ
れ
た
ワ

ク
フ
物
件
の
収
益
よ
り
な
さ
れ
る
の
だ
が
、
ヤ
ズ
ド
を
通
過
す
る
異
邦
の
（
9
貯
ρ
糧
嚢
鼠
、
一
ρ
甲
欝
式
辞
N
冒
㊤
h
同
ウ
飼
）
サ
イ
イ
ド
に
対
し
て
の

割
当
て
と
、
ヤ
ズ
ド
在
住
の
サ
イ
イ
ド
に
対
し
て
の
割
当
て
と
に
分
か
れ
て
い
た
口
崔
＼
蒔
田
〕
。
前
者
が
す
な
わ
ち
上
述
の
到
来
者
へ
の
現
金

の
支
給
で
あ
る
。
後
者
の
ヤ
ズ
ド
在
住
の
サ
イ
イ
ド
に
対
し
て
は
、
男
女
・
貧
富
・
成
年
未
成
年
を
間
わ
ず
に
支
給
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

額
年
間
這
犀
α
蛮
野
お
㎝
O
O
O
ヨ
醤
が
定
め
ら
れ
て
い
た
三
面
＼
ミ
。
。
〕
。
そ
の
他
、
五
人
の
未
婚
の
女
性
へ
の
割
当
て
（
計
年
間
ω
月
例
融
目
）
、

衣
服
の
支
給
（
冬
夏
合
わ
せ
て
計
8
0
α
冒
二
分
）
が
あ
り
、
ぞ
8
肖
ω
9
ヨ
ω
㊤
一
6
営
の
従
兄
た
ち
へ
の
割
当
て
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
　
〔
昌
守

嵩
＼
亟
。
。
O
〕
。
こ
れ
ら
が
こ
の
施
設
を
拠
点
に
支
給
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
詮
ヨ
ω
巴
－
U
ヨ
の
ワ
ク
フ
に
お
い
て
は
、
サ
イ
イ
ド
に
対
す
る
慈
善
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
が
、
父
陶
三
8
巴
－
○
剛
降
の
ワ
ク
フ
に
お
い

て
は
、
冨
ρ
紆
霧
㌣
財
部
鼻
三
鴇
を
拠
点
と
し
て
、
専
ら
貧
者
へ
の
慈
善
が
行
わ
れ
て
い
た
。
毎
日
の
貧
者
へ
の
食
慕
の
提
供
に
年
間
し
。
①
O
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⑳

山
鼠
さ
腿
。
。
O
O
B
窪
が
定
め
ら
れ
て
い
る
宮
前
書
写
＼
合
。
。
〕
。
菊
昆
巳
饗
の
巳
寳
舞
口
σ
苓
一
－
鐸
．
卿
旨
や
冨
げ
σ
帥
げ
の
職
員
は
、
こ
れ
を
運
営

す
る
た
め
の
人
員
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
衣
服
の
支
給
（
冬
夏
合
わ
せ
て
回
O
O
8
旨
窪
分
）
〔
b
。
㎝
＼
蒔
O
。
。
〕
、
毎
金
曜
田
の
夜
の
配
給
（
一
回
二
五
〇
個

の
小
麦
の
パ
ソ
と
年
問
δ
O
α
B
配
分
の
菓
子
）
冨
①
＼
お
£
、
埋
葬
の
援
助
（
年
間
b
。
O
O
鎚
冒
緯
）
樹
。
。
＼
凸
O
山
H
〕
な
ど
が
あ
り
、
別
に
両
聖
都
の

貧
者
に
対
し
戸
O
O
O
仙
冒
鍵
が
送
金
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
B
り
＼
障
H
〕
。
こ
れ
ら
が
く
1
－
A
－
1
＞
に
登
録
さ
れ
た
ワ
ク
フ
物
件
の

収
益
よ
り
支
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
無
料
の
投
薬
等
も
こ
の
範
疇
に
入
れ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
他
の
ワ
ク
フ
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ら
の
項
目
に
準
じ
た
慈
善
関
係
の
支
出
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
両
白
p
愛
器
騨
に
お
け
る
も
の
に
比
べ
れ
ば
、
極
め
て

小
規
模
で
あ
る
。

　
2
恥
縛
9
渉
僧
象
。
う

　
カ
ー
ゼ
ル
ー
ン
に
ω
㊤
巳
ω
ρ
＝
）
貯
が
建
造
し
た
鳥
縛
鉱
歩
ρ
α
嗣
（
〈
皿
l
A
－
1
6
＞
の
対
象
施
設
）
は
、
こ
の
名
で
そ
の
施
設
の
固
有
名
と
さ

　
㊧

れ
る
。

　
一
方
、
前
節
で
触
れ
な
か
っ
た
、
切
穴
犀
め
ρ
＝
）
ヨ
が
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
に
建
造
し
、
娘
の
名
を
つ
け
た
属
p
仙
冨
ω
甲
オ
．
翻
B
繋
な
ρ
は
、

次
の
三
施
設
よ
り
形
成
さ
れ
る
〔
①
＼
ω
り
命
。
。
り
＼
お
O
〕
。

　
　
α
帥
H
㊤
一
1
げ
簿
α
一
ω

　
　
σ
9
諜
巴
－
p
α
ぞ
ぐ
ρ
（
薬
局
）

　
　
鳥
鍵
巴
－
搾
¢
讐
σ
（
図
書
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
う
ち
、
そ
の
文
書
〈
1
－
C
－
1
2
＞
の
条
件
中
に
職
員
の
規
定
が
あ
る
の
は
、
儀
車
影
古
巴
置
だ
け
で
あ
り
、
＆
励
巴
春
亀
鎧
を
中

心
に
し
た
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
U
跨
ρ
憎
煩
ρ
侮
届
の
導
¢
α
ρ
羅
馬
ω
は
「
預
言
者
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
学
（
、
親
日
鍮
心
ρ
臼
ゆ
鶏
出
ρ
毛
質
惹
団
）
」
を
教
え
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
〔
H
合
1
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ミ
＼
α
O
呂
、
鑑
ρ
紆
亀
甲
鷺
．
厨
ヨ
霧
ぐ
ρ
の
旨
¢
黛
羅
冨
は
「
ハ
デ
ィ
1
ス
の
学
と
法
学
（
．
目
配
巴
出
銭
同
ゆ
妻
P
÷
φ
喜
）
の
諸
分
野
」
に
通
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
〔
お
＼
齢
巳
。
後
者
で
は
法
学
も
強
調
さ
れ
る
が
、
双
方
と
も
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
教
え
る
こ
と
で
共
通
し
て
お
り
、
父

子
で
一
件
ず
つ
の
α
鍵
p
甲
ザ
匿
届
を
建
設
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ニザーム家のワクフと一四世紀のヤズド（岩武）

　
3
　
葺
塁
騰
島

　
九
件
の
8
霧
鰹
α
は
、
大
半
が
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
職
員
を
表
4
と
し
て
示
す
。
こ
の
中
で
、
蜀
鼻
コ
巴
6
冨
が
ヤ
ズ
ド
郊
外

に
ζ
霧
鰹
山
ム
α
四
ヨ
一
．
占
鑓
5
ρ
二
甲
．
｝
¢
ρ
（
〈
1
1
B
－
3
＞
の
対
象
施
設
）
を
建
て
、
砂
ρ
ヨ
の
ρ
甲
σ
ぢ
が
ヤ
ズ
ド
市
中
に
竃
ρ
ω
賢
α
以
α
似
ヨ
一
、
山

詮
目
ω
ぐ
9
（
〈
皿
一
A
－
3
＞
の
対
象
施
設
）
を
建
て
、
父
子
で
一
件
ず
つ
の
琶
霧
瞭
窪
漏
管
自
．
を
創
設
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
前
者
は
、
菊
巳
ヨ
巴
－
U
貯
に
よ
り
七
二
五
／
＝
二
二
五
年
に
建
造
さ
れ
〔
日
α
く
置
。
。
〕
、
趣
㊤
ヨ
の
僅
7
0
冒
に
よ
リ
ワ
ク
フ
の
条
件
が
整
備

さ
れ
た
（
二
一
A
群
に
お
い
て
〔
①
㊤
＼
心
島
－
蒔
も
。
〕
）
。
そ
の
後
様
々
な
者
に
よ
り
拡
大
さ
れ
て
い
く
も
の
の
〔
目
く
刈
ρ
日
○
曵
犀
圃
占
G
。
〕
、
八
六
〇
／

一
四
五
六
年
洪
水
の
た
め
荒
廃
し
て
し
ま
う
〔
↓
○
く
目
。
。
〕
。

　
後
者
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
後
様
々
な
者
に
よ
り
拡
大
さ
れ
、
こ
ち
ら
は
や
ズ
ド
の
都
市
社
会
の
中
心
と
し
て
今
日
に
至
る
の
だ

が
、
≦
9
鵠
詮
ヨ
・
。
巴
⇔
冒
は
、
文
書
集
編
纂
の
時
点
で
、
こ
の
α
9
ー
二
一
．
ム
鐙
き
巴
》
鼻
の
ヨ
鼻
帥
ミ
ρ
厳
高
ヨ
餅
津
む
碧
8
の
職
を
、
．
》
h
蹴

巴
－
O
凶
づ
寓
魯
p
ヨ
ヨ
ρ
O
な
る
人
物
に
一
括
し
て
委
ね
て
い
た
〔
屋
く
淋
。
。
凸
。
こ
の
人
物
は
、
父
幻
乱
6
巴
－
O
ヨ
の
コ
ー
ラ
ン
の
師
（
器
揚
α
占

の
貫
、
曾
）
日
匿
ρ
剛
巴
－
○
冒
鼠
魯
㊤
露
ヨ
即
α
σ
．
》
評
し
ウ
ρ
ξ
σ
．
く
暁
ρ
謬
〔
↓
＜
G
。
①
〕
の
子
供
で
あ
っ
た
。

　
ヨ
身
震
像
湯
量
ヨ
一
．
は
著
し
く
公
共
性
の
強
い
施
設
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
建
設
を
完
全
に
個
人
の
業
績
に
帰
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
ジ
．
餓
4
自
は
、
ワ
ク
フ
を
通
し
て
、
住
民
が
集
い
礼
拝
を
行
う
こ
の
施
設
の
条
件
を
定
め
本
人
と
人
的
関
係
の
強
い

人
材
を
登
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
の
社
会
生
活
を
主
導
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
な
お
、
こ
の
両
三
霧
鰹
祭
一
管
量
、
に
お
け
る
ザ
9
1
智
た
ち
は
、
金
曜
日
の
礼
拝
前
に
コ
ー
ラ
ン
読
書
を
行
う
こ
と
を
職
務
と
し
て
お
り
、
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表4　masgidの職員の俸給

mas善id／職員

　　ソ　〔G琶mi‘一i　Mu＄alla一‘At1q〕

　　　　　　　　　　　〈1－3，　H－1＞

ha㌻ib

im瓢m
草翫助

bawwab・farra§
　（Bag－i　sεしr翫一yi　Nou〕

　　　　　　　　　　　〈1－4，　H－1＞

　〔pa－yi　Dirabt〕〈1一・5＞

　〔Masgid－i　s亘r〕

　　　　　　　　　　　〈1－6，　H－1＞

1mam
　〔C；鳶mit－i首amsiya〕＜M－3＞．

imam
batib

聴聞
wa‘il

　　ゑ　　　　　　ロ

mu　aZZln

muqri

farr醗

bawwatb

（M・d…a－yi　9・m・iya）

　　　　　　　　　　　　　　　　〈皿一4＞

imam
　〔旧Masgid－i　6ami‘の階上

　　　　　　　のmasgid〕〈皿一5＞

1）afip

　〔Masgid－i　Lau阜〕〈Pt　一14＞

imam
　　ソ　〔Gami‘一i　AbarqUhの付属建！

　　　　　　　　　　　築物〕〈M－15＞

imam
　　り　　　　　　る

mu　azzm
imam－ratib（？）

俸 ム
ロ

◇
幽
ゆ

現金（dinar）

50

160

11　S

∩
V
（
U
ハ
）

戸
D
5
ハ
0

穀物（man）

1000

720

360

360

720

100e

720

720

360

720

720

70

薄窃 考

複数

職員の俸給の条件は記載されず

mutawalliの裁量に一任

20人　1人8dinar
（説教師）コーラン注釈とハディ

　　　ースに従って人々に説教する

（コーラン読み）wa惣の前に

　　　　　　　　　　　　　　　　読論ずる

mutawalllの裁量に一一一‘EE

mutawalliの裁量に一任

フトパを行う

5度の礼拝を導く
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次
章
で
示
す
同
罪
巳
団
ρ
、
砂
ρ
ヨ
。
。
受
ρ
の
両
ヨ
銭
話
ω
ρ
の

し
か
も
低
給
で
あ
る
の
は
、
こ
の
職
務
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

ザ
9
1
い
咽
と
は
、
職
務
が
異
な
っ
て
い
る
。
雲
霧
鰹
α
の
ザ
9
、
陣
咽
が
、
現
金
で
、

ニザーム家のワクフと一四世紀のヤズド（岩武）

　
4
　
甥
帥
詳
瞬
蓼

　
一
四
件
の
冨
8
帥
プ
に
関
し
て
、
そ
の
職
務
を
表
5
と
し
て
示
す
。
そ
の
全
て
に
旅
行
者
へ
の
食
事
の
提
供
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

ほ
ぼ
日
額
戸
～
卜
⊃
岳
⇔
鍵
の
経
費
が
各
々
の
ワ
ク
フ
物
件
の
収
益
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
職
員
構
成
と
無
料
の
食
事
の
提
供
よ
り
、
当

時
の
冨
同
溢
9
1
げ
が
宿
泊
施
設
と
し
て
の
機
能
を
第
一
に
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
露
ξ
ρ
簿
δ
も
し
く
は
冨
α
§
が
、
旅
行
者
の
世
話

を
し
定
め
ら
れ
た
額
を
用
い
て
食
事
の
提
供
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
〈
皿
一
A
1
1
＞
（
鼠
即
自
舜
ω
㌣
）
、
一
u
つ
2
B
の
碧
p
内
の
冨
口
3
げ
）
、
〈
皿
－

A
－
1
1
＞
（
》
号
9
1
在
の
ヶ
9
1
超
鋒
）
で
は
、
特
に
、
病
気
の
場
合
を
除
い
て
三
無
間
と
い
う
宿
泊
期
限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
〔
¢
O
＼
ミ
9
お
①
＼

魅
①
ら
己
。

　
彼
ら
の
一
四
件
の
σ
習
ρ
鍛
の
う
ち
、
当
然
予
想
さ
れ
る
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
の
関
係
が
そ
の
文
書
に
明
記
さ
れ
た
の
は
、
カ
ー
シ
ャ
ー
ン

在
〈
1
－
C
－
5
＞
、
窯
ρ
島
霧
甲
鼠
鐙
B
の
ぐ
以
内
〈
通
－
A
－
1
＞
、
ア
バ
ル
ク
ー
フ
在
日
ρ
目
ω
望
㊤
〈
皿
－
A
－
1
3
＞
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
在
菊
9
、
高

勾
器
同
蝕
内
〈
皿
－
A
－
1
7
＞
の
四
件
に
す
ぎ
な
い
。
〈
皿
－
A
－
1
7
＞
は
、
複
数
の
鍵
厳
（
B
ρ
跨
、
夢
）
・
ス
ー
フ
ィ
ー
（
ω
q
瞬
膨
）
に
俸
給
を

定
め
た
こ
と
を
略
述
す
る
だ
け
だ
が
ロ
ミ
＼
㎝
O
①
〕
、
〈
1
－
C
－
5
＞
の
条
件
で
は
、
そ
こ
に
任
じ
ら
れ
る
軽
愚
は
「
過
去
の
蜜
8
た
ち
の

系
統
（
ω
帥
創
働
ρ
｝
ー
ヨ
斜
㎝
9
1
り
一
げ
　
ρ
一
一
ω
段
一
P
臨
）
に
連
な
る
者
」
で
「
毎
日
そ
こ
に
出
席
し
、
　
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
（
ヨ
三
9
超
慈
乙
酉
）
を
集
め
る
」
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
お
り
、
冨
鼠
旨
も
「
旅
行
中
の
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
に
仕
え
、
食
事
を
配
分
す
る
」
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
〔
遷
＼
騒
O
山
巳
。

ま
た
、
ア
バ
ル
ク
ー
フ
の
脇
2
⇒
ω
欝
ρ
の
灯
9
1
昌
ρ
昌
は
、
そ
の
地
で
信
仰
を
集
め
て
い
た
翻
ρ
帯
巴
涛
ρ
σ
鐸
8
飾
、
翻
巴
－
掴
ρ
博
き
ρ
貯
（
四
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

／
一
〇
二
九
年
没
）
の
廟
（
鵠
μ
㊤
N
騨
邑
）
に
隣
接
し
て
建
造
さ
れ
て
お
り
〔
Φ
＼
G
。
O
評
鼠
O
＼
亀
£
、
彼
の
所
有
で
あ
っ
た
コ
ー
ラ
ン
一
冊
が
ワ
ク
フ
さ

れ
、
夢
B
ρ
O
帥
p
月
二
〇
日
の
彼
の
命
日
の
夜
に
の
み
そ
れ
へ
の
参
詣
（
N
蔓
立
ρ
）
が
許
さ
れ
て
い
た
〔
置
く
q
O
O
〕
。
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颯nqah／職員

　　〔Sar－i　R19｝〈1－7＞

サ　　　リ　　　　　　　　　　リ　　　　　ロ

1maln●皿u　aZZln

farras・bawwab

　　〔Ma皐aエエaツi　I〈US・k－i　Nou〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　〈1－8＞

ロ　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　る

1mamgmu　aZZm
farrag・baww乱b

murattib

　　〔Abrand－EbEd在〕〈1－9＞

ロ　　　ロ　　　　　　　　　　　リ　　　　　　ロ

1mam’mu　aZZIn

fa町蕊§・bawwab

rnurattib

　　〔Magitmurd在〕〈王一10＞

　　〔Taft在〕〈1－11＞

　　〔Abarq亘h在Ruknlya〕

　　　　　　　　　　　　＜1一エ3，　丑一4＞

imam
　　リ　　　　　　コ

rnu　aZZln

farr臨・bawwab

farra§

　　〔Na’in在〕〈1－14，　H－6＞

　　　　リ　　　　　　　　　　ニ　　　　　ロ

Imam●muaZz工n
farr乱S・ba、vwEb

murattib

　　〔Daエb－i　Qatariyan〕〈丑一ユ〉

ロ　　　コ　　　　　　　　　　リ　　　　　コ

エmam・mu　aZZln

bawwab
　　〔Ka甑n在〕　〈∬一5＞

9aib

　　ノ　　　　　ロ

mu　aZZln

hゑdim

farr乱き・bawwab

　〔Madrasa－yi話amsiya〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　〈皿一1＞

§aib

haClirn

rnatbabi

　〔耳u伽aq在〕〈皿一10＞

痴dim

表5聴nq翫の職員の俸給

俸 給

現金（din翫r）

（
U
日
0
0
G

ハ
b
4
6
6

200

60

60

60

穀物（man）

72e

200

720

200

200

720

20e

200

360

250

250

72Q

360

1200

3eo

1000

1000

360

200

・
f

傭 考

礼拝の呼び掛けも行う

旅行者の世話・食事の提供を行う

．m・t・walliの裁量に一任

mutawalllの裁量に一一一一任

食卓を整え，．旅行者の世話をする

　（，jxeeと雑穀）

（小麦のみ）

（小菱のみ）

一Na’inのmanを用いる一一

食察の提供も．行う

旅行者の世話・食事の提供を行う

一Kぽ甑nのmanを用いる一

（料理入）
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ニザーム家のワクフと一四世紀のヤズド（岩武）

考備
俸　　給

金（dinar）　穀物（man）
埴nqah／職員

食事の提供も行う

（水運び）旅行者のために，

　　その門にある短を水で充たす

（照明係り）

（教師）貧者の子供にコーランを
教える

（俸給を定めたことを略述）

720

500

72e

（倖i給の記載なし）

㎜
姻
6
0
3
0
4
0
6
0
5
0

　　〔‘Aqd蕊在〕＜鼠一11＞

imam．mu’azzin

badim

bawwab

saqqa

　　〔Abarqtih口話amsiya〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈皿一13＞

lmam
話a海

murattib

sira言王

matbabi

farrdS．bawwab

mu‘allim

　　〔Tabrlz在RabLi　Ra§玉dエ〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈皿一17＞

Saib－siffi－farrEbX．bawwab

　
し
か
し
、
他
の
一
〇
例
に
は
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
係
わ
る
条
件
は
な

く
、
全
体
に
共
通
す
る
の
は
、
宿
泊
施
設
と
し
て
の
機
能
で
あ
る
。

上
記
の
諺
σ
㊤
渥
昌
の
軽
雪
ρ
帥
げ
漏
詮
ヨ
ω
望
㊤
で
は
、
ま
た
、
そ

こ
を
利
用
す
る
貧
者
の
子
供
一
〇
人
に
コ
ー
ラ
ン
を
教
え
る
た
め
に
、

年
間
ω
朝
O
α
貯
鍵
の
経
費
が
特
に
定
め
ら
れ
て
い
た
〔
置
。
。
＼
㎝
O
b
⊃
〕
。

　
5
　
鼠
ず
鋒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
同
じ
く
宿
泊
施
設
と
考
え
ら
れ
る
＝
一
件
の
吋
ぴ
9
に
関
し
て
は
、

そ
の
維
持
．
管
理
に
つ
い
て
の
条
件
が
大
半
で
、
食
事
の
提
供
を
義

務
付
け
た
も
の
も
螺
＝
7
0
＝
コ
げ
9
α
在
〈
皿
－
A
－
8
＞
、
N
㊤
げ
鍵
ρ
ρ
コ
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

在
〈
皿
－
A
－
1
3
＞
の
二
例
し
か
な
い
。
勾
罫
口
p
憎
U
ぎ
　
の
建
造

し
た
も
の
は
、
文
書
集
蟹
頭
の
建
造
物
リ
ス
ト
に
掲
げ
ら
れ
る
だ
け

で
、
独
立
し
た
ワ
ク
フ
文
書
は
文
書
集
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
誌
σ
暮
は
、
い
わ
ゆ
る
隊
商
宿
と
考
え
ら
れ
、
劇
9
ー
コ
ρ
9
ー
ゲ

と
合
わ
せ
て
、
そ
の
位
置
関
係
と
と
も
に
、
ニ
ザ
！
ム
家
の
ワ
ク
フ

の
別
の
側
面
i
経
済
的
な
側
面
よ
り
論
じ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

6
轟
胃
9
｝
ム
一
瞬
融

最
後
に
、
∪
母
巴
も
ぐ
弩
㌣
滋
乞
尉
箇
ヨ
國
図
ρ
で
あ
る
が
、

こ
れ
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は
建
造
物
リ
ス
ト
に
は
掲
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
〈
1
－
A
－
1
V
に
ワ
ク
フ
の
対
象
と
し
て
記
載
ざ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
男
鼻
¢

巴
も
冒
が
、
そ
の
父
ρ
写
上
巴
巴
－
∪
貯
の
墓
の
前
に
建
て
た
施
設
で
あ
る
〔
①
O
＼
お
①
〕
。
し
た
が
っ
て
、
一
章
に
お
い
て
示
し
た
、
彼
の
祖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

父
、
ニ
ザ
ー
ム
家
名
祖
p
r
蜜
岱
ヨ
が
建
て
た
σ
9
1
お
鍵
と
ド
ー
ム
を
基
礎
に
形
成
さ
れ
た
墓
地
i
O
ρ
．
㌶
凱
の
頃
に
は
竃
舘
貯
畠
ω
鍵
暮

と
呼
ば
れ
る
一
に
接
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
の
条
件
と
し
て
は
「
8
三
斜
≦
帥
葺
は
、
貧
者
の
食
事
の
た
め
に
、
小
変
・
雑
殻
半

々
の
上
記
の
偉
物
で
、
毎
年
ω
象
O
言
霊
、
一
日
H
O
ヨ
ρ
昌
を
用
い
る
」
〔
①
り
喝
O
＼
麿
ω
〕
と
さ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
機
能
は
不
明
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
、
お
そ
ら
く
そ
の
父
や
祖
父
の
墓
所
を
訪
れ
る
者
を
迎
え
る
た
め
の
施
設
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
①
　
建
造
物
リ
ス
ト
は
「
そ
の
父
と
子
が
各
地
に
創
設
し
た
（
塁
砦
、
甲
羅
）
旨
9
轟
雛
　
　
　
　
②
　
〉
路
器
錠
は
凋
霧
萄
ρ
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
あ
る
、
類
巴
↑
ぎ
霞
は
、
言
＆

　
　
や
管
ヨ
一
、
u
日
巴
諺
ω
ρ
畠
警
9
7
ω
ぞ
薮
㊤
㌧
ユ
鍵
a
歩
雲
叢
ゆ
σ
9
ρ
餌
7
同
8
9
　
　
　
　
　
近
郊
に
あ
る
、
＜
器
鳥
の
村
落
で
あ
る
。
鴫
切
目
の
村
落
に
関
し
て
は
、
回
禽
鳶
勘
導
幽
－

　
　
島
『
㊤
寡
薮
．
㌧
9
津
巴
山
量
ぐ
甜
α
騨
巴
－
巨
ε
σ
よ
り
な
る
建
物
（
ヨ
㊤
ω
餌
一
（
一
一
μ
）
　
　
　
鼠
寄
幾
H
．
卿
囲
囲
‘
厨
（
冨
♂
毒
巨
蔓
ぢ
刈
。
。
‘
〉
母
影
①
ρ
野
芝
。
＞
9
”
ミ
無
ミ
執
§
、

　
　
や
施
設
（
9
ρ
似
、
）
の
列
挙
（
霞
、
α
巳
）
」
〔
窃
＼
。
。
り
G
。
〕
と
い
う
こ
と
ば
に
よ
っ
て
始
　
　
　
　
O
禽
題
§
ミ
ミ
」
ミ
§
ひ
↓
さ
ミ
起
ミ
ミ
さ
ミ
壽
さ
題
智
§
賊
ミ
斜
Ω
養
N
お
“
O
（
以

　
　
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
、
〔
》
母
ヨ
①
o
ド
曾
O
〕
と
略
）
等
が
参
考
と
な
る
が
、
特
に
、
切
。
コ
貯
。
ド
㊤
。
。
O

　
蜜
蝋
話
ω
ρ
－
覧
菊
鎚
搾
呂
唄
騨
に
関
し
て
、
リ
ス
ト
の
中
で
「
そ
の
日
9
費
霧
9

は
、
彼
の
告
白
ま
で
荒
廃
し
て
い
た
が
、
彼
が
《
神
の
諺
器
讐
伽
を
管
理
す
る

（
膨
、
白
丁
ε
の
は
、
神
と
終
宋
の
日
を
信
じ
る
者
に
限
る
》
（
コ
ー
ラ
ン
九
1
一

八
）
と
い
う
至
高
な
る
神
の
言
葉
に
専
心
し
て
建
て
直
し
た
（
、
費
ヨ
餌
『
騨
1
げ
q
）
」
〔
軌

よ
＼
ω
窯
〕
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
〉
σ
養
⇒
O
毒
び
羅
雀
の
鼠
σ
鯉
（
〈
皿
i
A
1
9
＞

の
対
象
施
設
）
に
関
し
て
は
、
そ
の
文
書
冒
頭
に
お
い
て
「
そ
紅
は
、
ρ
一
ゆ
p
臼

㊤
〒
鈴
、
竃
8
轟
p
7
U
冒
㌶
昌
ヨ
g
α
σ
・
餌
一
－
内
減
旨
鋒
の
創
設
し
た
も
の
（
ヨ
霧
－

冨
豊
影
響
）
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
宗
教
に
適
つ
た
売
買
・
契
約
（
ρ
ゲ
旨
5
鼠
誘
、
㊤

乏
p
÷
き
昌
．
倒
ρ
巴
騨
ρ
7
ユ
嗣
ぐ
望
騨
）
に
よ
り
、
p
窄
ヨ
㊤
β
缶
巴
ー
ヨ
菩
畠
畑
ヨ
p
ゲ
9
、
巷
諺

p
ゲ
芝
倒
ρ
鷺
〔
協
即
旨
。
。
鎮
－
∪
冒
〕
の
私
有
権
の
中
心
（
ザ
磐
旨
僧
筥
津
鉱
嘱
《
ρ
）
に
確

立
し
た
後
に
、
彼
は
そ
れ
を
ワ
ク
フ
し
た
」
〔
這
o
Q
＼
お
O
〕
と
い
う
が
、
や
は
り
リ

ス
ト
に
は
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
建
て
直
し
た
こ
と
が
窺
え
る
の
は
、
こ
の
二
例
で

あ
る
。

　
に
掲
載
さ
れ
た
3
σ
ざ
一
一
お
よ
び
⇔
σ
q
母
①
蕊
（
℃
℃
．
一
㊤
㌣
り
Q
。
）
が
利
用
し
や

す
い
。
α
・
ぎ
（
U
）
に
関
し
て
は
、
寄
鳶
勲
鳶
黛
野
ミ
9
電
。
＄
い
蕊
に

　
校
訂
山
さ
れ
た
一
〇
五
三
年
鴨
p
ヨ
p
α
倒
二
月
（
一
六
四
　
二
年
一
一
一
一
一
一
月
）
付
け

　
の
ワ
ク
フ
文
書
に
、
嵩
鉱
9
α
と
．
〉
ρ
＆
の
間
、
嵩
㌶
畠
（
す
邑
に
属
す
枝
村

　
（
　
　
　
　
　
、
ヨ
P
N
脱
P
9
）
と
し
て
現
れ
て
い
る
が
（
℃
℃
■
⑰
b
。
9
ト
ニ
8
b
。
ρ
ω
。
。
）
、
現
在
は
失
わ
れ

　
て
し
ま
っ
た
ら
し
く
、
正
確
な
読
み
、
位
置
は
不
明
で
あ
る
。

③
鵠
。
δ
α
お
鳶
℃
℃
・
①
O
I
①
Q
。
．
こ
の
O
閻
ヨ
一
．
に
関
し
て
は
、
特
に
ω
坪
2
き

　
竃
‘
．
．
い
餌
鼠
p
。
。
魯
α
－
？
】
）
甘
筥
、
p
α
o
崎
帥
N
鼻
、
、
穿
ミ
ミ
毛
織
こ
”
N
遺
ミ
ミ
鵠
ミ
ξ
ミ
肋

　
職
、
鼠
§
ミ
ミ
声
帯
9
忌
ミ
ミ
馬
区
い
H
＜
（
お
唱
）
、
℃
℃
．
置
㊤
為
9
が
あ
る
が
（
o
h

　
≦
廷
ぴ
賃
一
〇
①
ρ
℃
や
観
？
8
・
（
O
鋒
巳
。
σ
q
器
き
．
＄
）
）
、
寓
。
δ
α
一
り
辛
い
唱
℃
．
謡

　
1
り
曲
（
Ω
影
営
霞
。
。
）
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
O
似
ヨ
一
、
の
建
築
様
式
に
関
し
て

　
は
、
勺
。
も
P
＞
．
q
■
、
㌧
恥
誘
ミ
起
＼
ミ
語
§
魯
§
、
い
9
胤
8
一
〇
刈
①
（
恥
ひ
。
巳
鉱
。
嵩
）

　
の
邦
訳
、
石
井
昭
訳
『
ペ
ル
シ
ア
建
築
』
鹿
島
幽
版
会
（
一
九
七
一
年
）
や
に
①
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ニザーム家のワクフと一四世紀のヤズド（岩武）

　
に
お
い
て
、
日
本
語
で
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

④
　
文
書
〈
盟
一
A
1
3
＞
隈
隈
頭
に
は
「
σ
p
鉦
ρ
＜
欝
乱
．
の
・
甲
、
ω
鋤
ρ
p
学
匿
騨
σ
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
の
中
央
に
位
撮
し
、
瞬
O
二
二
、
（
O
帥
昆
．
9
学
、
≧
ぢ
）
に
隣
接
し
て
、
彼

犠
§
。
・
琴
O
邑
が
建
て
た
（
σ
器
創
－
喜
）
辞
巨
．
」
賃
。
。
＼
為
。
。
N
〕
と
記
さ
れ
、

　
位
置
か
ら
い
っ
．
て
、
O
ρ
．
貯
昌
が
い
う
耳
塞
鰹
O
が
こ
れ
で
あ
る
こ
と
に
間
違

　
い
な
く
、
リ
ス
ト
に
お
い
て
も
同
様
の
記
述
に
よ
っ
て
鐙
ヨ
ω
ρ
7
U
冒
の
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
造
物
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
Ω
斜
、
鍵
凪
の
記
述
を
整
理
し
た
〉
ケ
量
器
9

　
仁
器
9
ぎ
は
、
七
二
四
／
…
三
二
匹
年
に
只
者
鵠
巴
一
り
冒
が
建
設
に
着
手
し
た

　
も
の
の
完
成
前
に
死
亡
し
、
彼
の
孫
佛
鍵
鼠
餌
7
U
冒
．
≧
同
「
娘
H
碧
5
匿
ρ
r

　
U
真
田
戸
戸
巳
ρ
戟
劉
葛
コ
の
子
i
が
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
ヨ
p
鐸
蜀
コ
9
1
、
＞
h
凱
碧
γ

　
U
謬
な
る
人
物
を
業
務
の
長
に
定
め
、
一
方
ω
9
ヨ
。
・
曽
＝
）
冒
も
8
留
謬
冒
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
絨
毯
を
送
り
、
さ
ら
に
旧
竃
霧
鰹
自
〔
乱
0
9
三
．
〕
の
ワ
ク
フ
物
件
を
拡
大
し

　
た
、
と
い
う
内
容
の
記
事
を
残
し
て
い
る
〔
↓
O
＜
　
H
一
直
1
一
笛
〕
（
の
貯
。
戸
藷
前
掲
論

　
文
讐
．
嵩
。
。
ふ
り
智
①
の
．
も
岡
じ
箇
所
を
く
欝
α
版
（
H
ω
霜
雪
。
ρ
）
の
、
不
良
刊
本

　
よ
り
引
く
）
。
詮
旨
［
ρ
γ
U
胃
．
〉
嵩
は
、
文
書
集
に
お
い
て
、
〈
1
－
A
1
1
＞

　
．
〔
も
ゆ
ぐ
髭
ト
っ
ム
ω
〕
、
　
1
群
全
体
〔
罐
＼
彪
Q
◎
昌
、
　
H
I
A
群
〔
団
O
＼
継
良
〕
、
　
皿
一
A
群
…

　
〔
峯
㎝
ム
①
＼
認
昌
の
各
々
の
ヨ
島
象
（
監
査
人
）
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

　
ワ
ク
フ
群
に
お
い
て
重
要
な
役
割
り
を
果
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
に
一
本
の
刷
目
理
を
建
て
た
と
も
O
騨
、
貯
瓜
の
い
う
〔
↓
＜
設
i
誤
〕
ヨ
㊤
E
貯
蚤

　
ジ
購
牒
鎮
6
冒
は
、
文
書
集
で
も
、
α
剥
き
一
、
山
趣
ρ
ヨ
餓
畷
騨
の
主
要
業
務
を
委
ね

　
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
（
・
本
納
猫
℃
．
N
O
参
陣
川
）
。
文
書
集
の
記
述
に
よ
り
、

　
詮
曇
ω
鎮
。
り
冒
の
建
設
と
ワ
ク
フ
の
設
定
は
明
ら
か
だ
が
、
建
設
当
初
に
菊
q
犀
譜

　
2
6
冨
・
駆
母
鋒
僧
7
0
冨
㌦
ン
夏
毛
わ
冒
の
三
名
が
係
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
奏
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
の
発
展
に
関
し
て
は
〔
↓
＜
蕊
㌧
目
O
＜
一
嶺

　
∴
一
①
〕
、
ま
た
鵠
O
δ
α
お
鵡
℃
℃
．
Q
。
令
詮
を
参
照
。

⑤
〉
冒
冨
臨
9
起
霧
9
写
は
、
診
ヨ
も
・
p
7
0
冒
の
建
造
物
と
し
て
α
雪
σ
q
窪
α
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
の
昌
ぴ
碧
を
挙
げ
て
い
る
が
〔
日
O
K
お
ご
、
こ
れ
は
文
書
集
に
お
け
る
N
や

　
σ
碧
ρ
裟
儒
在
の
も
の
（
〈
頂
一
A
－
1
2
＞
の
薄
象
施
設
）
を
指
し
て
い
る
。
建
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
物
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
N
9
9
お
p
鼠
は
「
住
民
（
隔
　
　
　
　
1
ρ
！
く
齢
一
昌
ヨ
）
の
許
で
は
、
O
磐
σ
q
磐
ユ

　
（
G
噂
H
O
）
と
し
て
知
ら
れ
る
」
〔
H
O
＼
ω
＄
〕
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
穴
話
ミ
巳
ω
搾
望

　
一
㊤
お
や
器
α
は
、
こ
の
N
ρ
σ
霞
ρ
p
＆
を
位
澱
不
明
と
す
る
が
、
現
在
N
p
h
母
ρ
騨
ロ
α

　
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
の
位
置
は
明
白
で
あ
る
。
〉
費
白
o
o
お
圃
O
ワ
b
。
鵡
。
（
冒
轟
－

　
巴
巳
”
｝
o
汗
p
昌
匹
。
判
N
巴
霞
ρ
騨
ロ
α
）
｛
夢
照
。

⑥
阿
鼻
謬
鈴
－
⇔
冒
が
建
造
し
た
と
O
騨
、
鍵
ほ
が
い
う
》
蜂
欝
霞
在
の
冨
肖
薩
習

　
に
関
し
て
の
み
、
　
一
六
七
〇
年
代
に
皮
歯
注
史
を
著
し
た
駕
三
熱
寓
轟
ω
9
喬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
が
、
こ
れ
に
係
わ
る
「
小
ワ
ク
フ
文
書
（
’
毒
ρ
ぎ
四
ヨ
畿
9
）
」
を
見
て
い
た
〔
O
竃
臼

　
O
O
O
〕
。
本
文
書
集
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
σ
謬
愈
7
に
関
す
る
ワ
ク
フ

　
文
書
が
～
七
世
紀
後
半
の
時
点
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
ぎ
る
。
　
〉
搬
習

　
氏
は
、
こ
の
「
小
ワ
ク
フ
文
書
」
を
O
勘
ミ
篤
．
匙
㍗
欝
暗
謎
の
一
部
で
あ
る
か
の
よ

　
う
に
記
述
す
る
が
〔
寄
爵
翁
二
言
寄
ミ
昌
や
。
。
㊤
O
（
戸
瞬
）
〕
、
こ
の
文
書
は

　
O
知
ミ
帖
、
ミ
ー
嘗
ミ
籍
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

⑦
．
、
窟
蒔
鈴
諺
、
、
と
は
「
純
銀
」
を
意
味
す
る
（
臼
曇
、
≦
こ
b
膏
寒
匙
ミ
ー
鷹

　
穿
鷺
ミ
遷
～
斜
づ
議
。
。
。
σ
9
1
鳥
9
回
一
¢
朝
鱒
。
℃
。
N
ω
）
p

⑧
　
〈
I
I
A
1
1
＞
に
お
い
て
、
両
塑
都
の
貧
者
へ
の
割
当
て
と
し
て
5
0
0
0
旨
僻
戸

　
の
半
々
の
穀
物
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
時
価
で
（
三
ω
h
、
置
巴
ム
く
ρ
ρ
菖
）
売

　
却
し
、
足
ら
な
け
れ
ば
補
充
（
芭
§
ε
し
て
、
余
れ
ば
他
の
使
途
に
ま
わ
し

　
て
、
お
O
O
禽
二
習
に
し
て
両
聖
都
に
送
金
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
〔
b
。
⑩
＼
障
占
。

　
ま
た
、
〈
田
I
A
－
2
＞
に
お
い
て
は
、
解
放
奴
隷
に
定
め
た
ω
O
O
島
鼠
憎
．
で

　
ω
O
O
O
彗
睾
の
穀
物
を
購
入
し
て
割
当
て
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
亀
嵩
誌
。
。
ご
。

⑨
　
遺
構
の
建
築
様
式
に
製
し
て
は
、
≦
跨
σ
窪
お
①
り
唱
や
δ
O
1
2
（
O
鐸
巴
O
α
q
唱
O

　
岩
．
零
Y
顕
。
ご
山
峯
惹
℃
や
b
⊃
？
ω
。
。
お
よ
び
、
各
々
そ
こ
に
関
連
し
て
掲
げ
ら

　
れ
た
写
真
・
図
を
参
照
。

⑩
　
．
村
O
k
憲
P
ら
。
ρ
魁
．
O
騨
、
富
斯
は
、
「
二
つ
の
畳
p
費
霧
騨
が
互
い
に
対
面
し

　
た
形
で
建
て
ら
れ
、
．
四
本
の
目
§
理
が
二
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
重
三
・
α
田
舞
の
わ
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き
に
置
か
れ
た
」
〔
↓
＜
。
。
。
。
〕
と
も
記
す
が
、
彼
の
い
う
二
つ
の
旨
三
舟
器
p
ρ
の
一

　
方
は
、
明
ら
か
に
そ
の
対
面
に
建
て
ら
れ
た
ヨ
霧
鰹
伽
〔
旨
b
。
＼
幽
。
。
α
〕
を
指
す
。

　
そ
の
遣
構
の
建
築
様
式
に
関
し
て
は
、
ぞ
自
σ
窪
一
ゆ
＄
℃
」
Q
。
◎
（
O
野
師
δ
σ
q
器

　
昌
9
一
〇
刈
）
、
出
。
δ
a
一
Φ
鵡
℃
や
A
苧
G
随
郵
お
よ
び
、
各
々
そ
こ
に
関
連
し
て
掲
げ

　
ら
れ
た
写
真
・
図
を
参
照
。

⑪
　
あ
る
条
件
下
で
皿
一
A
群
全
体
の
整
列
p
装
甲
躍
の
鼠
．
誉
と
な
り
、
多
大
な

　
権
眼
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
〔
峯
O
＼
㎝
嶺
〕
。
本
稿
に
は
、
残
念
な
が

　
ら
、
こ
の
ニ
ザ
ー
ム
家
の
ワ
ク
フ
に
お
け
る
人
的
組
織
に
つ
い
て
論
じ
る
余
裕
は

　
な
い
。
必
要
最
小
限
の
提
示
に
留
め
、
そ
の
詳
細
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。

⑫
〉
呂
貯
氏
は
、
根
拠
を
示
さ
ず
に
、
こ
の
父
子
を
．
．
ρ
倒
岳
α
。
警
。
。
審
隔
禽
8
”
、

　
と
し
て
い
る
〔
〉
雪
曇
ち
揺
℃
」
H
b
。
〕
■
。
弦
p
ヨ
鳥
山
類
9
1
7
客
島
回
窪
岳
は
一
三

　
三
九
－
四
〇
年
作
の
地
理
書
き
暮
ミ
ミ
ー
O
ミ
き
で
、
当
時
の
く
・
注
を
評
し

　
て
「
そ
の
地
の
大
半
の
佐
民
は
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
（
諺
㊤
讐
9
げ
両
綬
⇔
、
同
）
で
あ

　
る
」
〔
窯
ρ
謙
〕
と
述
べ
て
い
る
。
彼
ら
の
活
動
も
こ
の
状
況
に
大
き
く
係
わ
っ

　
て
い
た
の
で
あ
る
。

⑬
褒
4
参
照
。

⑭
同
種
の
条
件
は
、
〈
I
I
C
－
1
2
＞
恨
甲
濠
＼
餐
。
。
〕
、
〈
H
I
A
1
1
＞
〔
8
＼
濠
も
。
〕
、

　
〈
皿
一
A
－
3
＞
〔
お
ぐ
心
Q
。
凸
、
〈
皿
l
A
1
1
1
＞
〔
お
α
1
ω
ミ
畠
昌
、
〈
H
l
A
1

　
1
3
＞
〔
ぱ
。
。
ム
ミ
窃
O
b
。
〕
に
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
コ
ー
ラ
ン
が
下
さ
れ
た
夜
（
奮
冨

　
巴
－
の
9
α
門
）
や
預
言
者
の
生
誕
夜
（
転
置
螢
巴
田
津
餅
、
誉
）
な
ど
に
も
行
わ
れ
た
。

⑮
＞
9
貯
氏
は
「
月
曜
と
金
曜
」
と
す
る
が
〔
〉
ρ
σ
貯
一
㊤
蕊
》
ド
誤
〕
、
テ
キ

　
ス
ト
上
、
、
《
窪
ヨ
p
＝
望
巴
p
≦
？
憎
冨
毒
茸
、
、
で
あ
り
、
誤
り
で
あ
る
。

⑬
テ
キ
ス
ト
上
は
．
、
月
煩
8
菊
N
、
．
と
校
訂
さ
れ
て
い
る
。

⑰
図
器
嵐
9
〒
∪
ヨ
の
菊
9
、
山
ヵ
器
占
象
の
O
鐸
9
匹
薮
、
で
は
、
教
育
も
行

　
わ
れ
て
い
た
〔
切
下
貯
ド
リ
。
。
A
℃
℃
．
○
。
b
。
1
0
。
ρ
Q
。
O
〕
。

⑱
　
第
一
の
条
件
が
ヨ
客
茜
鈴
に
関
し
て
で
あ
り
、
第
三
が
自
盛
巴
－
岸
昌
窪
σ
に

　
関
し
て
で
あ
っ
て
、
第
二
の
条
件
が
欠
落
し
て
い
る
。
こ
れ
が
び
p
＃
9
占
α
’
く
ぐ
ρ

　
の
条
件
に
当
る
は
ず
で
あ
る
〔
δ
。
。
議
課
〕
。

⑲
「
土
星
（
N
菩
巴
）
、
木
星
（
旨
畠
欝
5
、
水
星
（
、
弓
審
鼠
急
）
、
火
星
（
葺
H
嵩
ヴ
）
、

　
金
星
（
N
口
げ
H
㊤
）
」
〔
日
O
尾
一
b
⊃
q
〕
。

⑳
〉
¢
ヨ
a
σ
・
浜
島
9
貯
は
、
こ
れ
を
．
、
賢
萄
『
、
と
す
る
〔
日
α
く
這
出
。
彼

　
は
、
刃
ミ
、
愚
嵐
回
ミ
ミ
に
拠
ら
な
い
、
八
四
五
／
一
四
四
一
－
四
二
年
以
降
の
諸

　
察
件
に
関
す
る
第
一
一
章
、
第
一
二
鷺
の
記
述
に
お
い
て
、
一
般
の
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦

　
に
よ
る
日
付
け
の
記
述
に
交
え
て
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
の
年
代
に
い
わ
ゆ
る
ペ
ル
シ
ア

　
暦
の
月
名
を
用
い
て
表
記
す
る
日
付
け
を
採
用
し
、
こ
れ
を
「
ジ
ャ
ラ
ー
リ
ー
暦

　
（
賢
毎
期
）
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
ジ
ャ
ラ
ー
リ
…
暦
h
震
毒
a
冒
ー
ヨ
警
月
一
日
日

　
曜
日
に
な
っ
た
時
」
〔
↓
O
鴫
漣
Q
。
〕
、
「
八
五
〇
年
h
霞
く
震
象
〒
日
戸
μ
月
一
日
に
」

　
〔
門
O
＜
輿
台
、
「
α
鉱
自
琴
月
か
ら
σ
二
。
げ
ヨ
騨
㌣
ヨ
謬
月
末
ま
で
」
〔
目
O
磯

　
悼
①
㊤
〕
、
　
「
前
述
の
年
の
　
g
a
団
σ
凶
誠
蜂
　
月
に
．
」
　
〔
同
O
＜
N
這
〕
、
　
「
前
述
の
年
の

　
臨
漏
話
乙
団
〒
塗
骨
げ
月
二
一
一
一
日
水
曜
日
ま
で
」
〔
↓
O
《
卜
。
刈
0
〕
の
如
く
で
あ
る
。
こ

　
の
暦
法
が
よ
り
く
帥
N
α
で
の
実
情
に
即
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
書
集
に

　
お
け
る
一
年
間
も
、
三
六
五
日
（
も
し
く
は
三
六
〇
日
）
と
さ
れ
て
い
る
（
例
え

　
ば
本
稿
唄
ω
冷
お
よ
び
本
章
註
＠
、
⑳
参
照
）
。

⑳
　
　
「
夜
明
け
（
招
喜
）
、
正
午
（
尊
邸
冒
）
、
午
後
（
嚇
ω
冒
）
、
日
没
（
劉
ヨ
）
、
夜

　
半
（
1
7
集
酔
窪
）
の
菰
度
」
〔
8
＜
○
。
b
。
〕

＠
α
炉
内
ド
ミ
（
嵩
添
）
㌧
≦
ま
①
二
㊤
＄
℃
」
⑦
9

⑳
　
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
雲
の
自
貫
理
の
地
名
・
諸
施
設
を
詳
細
に
調
査
し
た
〉
一
一
魯

　
氏
も
、
そ
の
機
能
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
と
し
て
、
サ
イ
イ
ド
の
系
譜
確
定
に

　
係
わ
る
施
設
で
あ
っ
た
ろ
う
と
根
拠
の
な
い
推
測
を
行
ッ
て
い
る
（
≧
♂
P
日
．
、

　
憲
G
ミ
ミ
魂
§
ミ
ζ
ぎ
ξ
9
蝿
｝
M
嵩
ミ
邑
さ
§
ミ
罵
註
恥
澱
§
ミ
窪
乱
書
ミ
ミ
斜

　
O
帥
邑
）
二
α
σ
q
㊦
窯
器
。
。
し
㊤
Q
。
鮮
℃
・
嵐
O
）
。
最
新
の
建
築
史
の
研
究
で
は
、
詳
細
は

　
不
明
と
し
な
が
ら
も
、
．
ぎ
の
且
8
8
巴
ω
醸
覧
宏
．
”
と
正
し
く
定
義
し
て
い
る

　
〔
O
O
δ
ヨ
σ
①
ぞ
タ
、
臨
σ
興
一
㊤
O
。
9
。
℃
や
．
A
P
幽
O
㊤
》
o
｛
．
　
加
藤
和
秀
「
ア
ミ
ー
ル
・

　
テ
ィ
ー
ム
ー
ル
と
シ
ャ
フ
ル
・
イ
・
キ
シ
ュ
」
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
臨
二
九
（
一
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九
八
八
年
）
守
や
ω
？
㊦
o
〕
り
署
．
α
蒔
”
ま
．

＠
　
モ
ザ
ッ
フ
ァ
ル
朝
鑓
β
σ
鋒
ぎ
巴
－
U
二
毛
ロ
ザ
9
茸
山
p
α
が
七
五
二
／
ご
二
五
一

　
年
に
聚
ぎ
5
習
に
建
造
し
た
O
理
財
γ
ω
ぞ
鑑
㊤
は
、
「
サ
イ
イ
ド
の
宿
（
ヨ
雪
覧
匠

　
器
『
鋒
－
一
・
。
匿
騨
）
」
〔
竃
一
千
一
層
目
〉
竃
＼
ヨ
0
α
O
〕
で
あ
り
、
早
蒔
に
教
育
施
設
で

　
も
あ
っ
た
。
」
§
月
寒
さ
丸
N
翻
蕊
の
著
者
蜜
口
．
冒
畿
－
U
冒
く
智
島
は
、
七
五

　
五
／
＝
二
五
四
年
に
自
分
が
そ
こ
で
の
教
育
（
枠
麟
α
昌
の
）
の
た
め
に
任
じ
ら
れ
た

　
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
〔
窓
H
卜
Ω
二
〕
。

⑱
　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
診
ヨ
ω
鎗
－
U
ヨ
は
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
i
派
に
属
す
と
考
え

　
ら
れ
る
が
、
自
ら
の
祖
先
で
あ
る
畑
口
鈴
貯
の
殉
教
を
卓
む
た
め
の
経
費
も
定

　
め
て
い
る
。
父
島
瓢
冨
巴
6
冒
も
、
文
書
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
樹
霧
9
貯

　
の
聖
廟
（
旨
器
『
9
α
）
に
対
し
何
ら
か
の
ワ
ク
フ
を
設
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

　
口
ぐ
ω
㊤
c
。
〕
。

⑳
　
こ
の
申
に
は
、
妻
の
兄
弟
＠
’
毒
旨
ρ
7
U
冒
譲
昌
9
ヨ
渇
】
註
9
労
三
ハ
嵩
ρ
7
U
冒

　
鼠
昌
9
諺
ヨ
銭
σ
．
會
♂
品
ヨ
9
一
－
U
冒
巴
－
護
巳
蚤
コ
轟
巴
－
一
側
営
。
。
僻
一
碧
に
対
す
る
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
当
て
を
含
む
。
　
こ
の
文
集
に
は
、
Ω
僧
．
ヌ
昌
の
記
述
よ
り
確
認
で
き
る
刃
器
置

　
ρ
ア
U
冒
の
娘
は
現
れ
ず
、
短
点
の
一
瓢
（
7
a
一
冨
）
と
し
て
、
諸
煽
．
陣
轟
轟
餌
7
0
μ
昌

　
悔
四
窟
ヨ
騨
較
創
葛
口
三
纂
涛
巳
窪
p
7
U
冒
ン
密
σ
騨
旨
ヨ
ρ
儒
ダ
ρ
ナ
く
四
日
巴
－
U
冒

　
p
〒
窯
ロ
冨
コ
鼠
巴
－
仁
鵠
皇
恩
固
の
み
登
場
す
る
（
〈
皿
一
B
1
2
0
＞
に
お
い
て
口
G
。
日
＼

　
罐
O
〕
）
。

⑳
　
テ
キ
ス
ト
で
は
、
聞
額
面
ユ
冒
響
、
一
ω
ζ
な
。
旨
ρ
コ
で
年
額
ω
ひ
O
α
ぢ
鍵
、
轟
ω
O
O

　
日
き
と
す
る
が
、
　
一
年
三
六
〇
罠
の
計
算
で
、
日
額
一
ω
一
㌃
旨
冒
な
ら
ば
、

　
年
額
轟
。
。
O
O
旨
嘗
と
な
る
。
な
お
、
〉
郎
σ
ぎ
氏
は
、
こ
の
割
当
て
を
．
．
一
い
ヨ
器
、
、

　
と
す
る
が
〔
〉
ρ
σ
隅
一
㊤
誤
や
一
嵩
〕
、
誤
り
で
あ
る
。

⑱
　
σ
ぎ
ρ
9
1
ぴ
に
お
け
る
食
菓
の
提
供
（
本
章
註
⑳
）
以
外
の
慈
薯
関
係
の
支
鵬
は
、

　
例
え
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
〈
I
I
C
－
1
2
＞
死
者
の
埋
葬
援
助
〔
濠
＼
魅
G
。
〕
、

　
〈
1
－
E
1
1
5
＞
毎
金
曜
日
に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
来
た
貧
者
へ
の
食
窮
の
提
供

　
〔
お
一
α
O
＼
駆
ト
っ
『
〕
、
〈
H
－
A
1
1
＞
曵
農
畠
在
住
の
サ
イ
イ
ド
へ
の
支
給
（
本
稿

　
》
ワ
誌
－
蒔
ω
参
照
）
、
〈
皿
一
A
1
1
3
＞
死
者
の
埋
葬
援
助
〔
誌
蒔
＼
㎝
O
G
。
〕
、
〈
毘
一

　
B
－
2
0
＞
両
聖
都
へ
の
割
当
て
〔
お
。
。
＼
鰹
占
。

⑬
　
「
O
理
ρ
7
管
巴
鰐
と
名
付
け
ら
れ
た
高
貴
な
施
設
（
9
ρ
．
騨
）
」
〔
置
①
＼
8
出
。

⑳
　
9
界
隈
巨
費
く
ぞ
僧
（
薬
局
）
に
は
「
シ
ャ
ー
ベ
ヅ
ト
や
、
単
独
の
、
ま
た
は
調

　
凝
…
さ
れ
た
薬
（
巳
山
房
笹
餌
’
く
甲
7
ρ
島
を
ぞ
帥
巴
ー
ヨ
焦
第
α
踏
～
毒
μ
－
旨
舞
蟹
江
（
p
σ
ρ
）
」

　
の
経
費
と
し
て
、
日
額
く
。
。
唱
題
鍵
年
額
匿
ω
盛
二
重
が
定
め
ら
れ
て
い
る

　
〔
濠
＼
蒔
卜
σ
Q
。
〕
（
こ
の
テ
キ
ス
ト
上
の
数
値
〃
は
計
算
が
合
わ
な
い
）
。
二
野
㊤
＝
（
無
q
σ

　
（
図
書
館
）
に
関
す
る
条
件
は
文
書
に
見
ら
れ
な
い
。

⑳
　
そ
こ
で
学
ぶ
学
生
も
「
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
通
じ
た
．
者
で
、
法
学
を
学
ぶ
法
学
者

　
（
年
h
£
欝
剛
旨
．
僧
甲
日
葺
p
h
8
各
昼
鼠
ロ
3
一
属
ぼ
累
無
二
同
楓
）
」
と
規
定
さ
れ
る

　
〔
儀
＼
濤
ご
。

⑫
　
例
え
ば
、
〈
皿
I
A
－
5
＞
の
対
象
施
設
は
、
、
旨
霧
鰹
儒
㊤
〒
費
β
倒
島
、
．
（
階
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
の
営
器
ぴ
氷
乙
）
と
呼
ば
れ
、
鴫
欝
O
の
旧
霊
霧
ひ
累
乙
高
Ω
四
ヨ
一
、
の
中
に
造
ら
れ
た

　
〔
Q
Q
＼
Q
。
Φ
①
〕
。
〈
雁
一
A
－
1
4
＞
の
対
象
施
設
は
．
、
竃
9
ω
α
零
置
－
凶
ピ
碧
缶
、
．
（
板
の

　
資
霧
鰹
α
）
と
し
て
知
ら
れ
、
〉
σ
霞
ρ
罫
に
あ
る
ド
…
ム
（
讐
昌
σ
p
O
）
の
テ
ラ
ス

　
（
ω
曽
跨
フ
）
の
上
に
あ
る
〔
履
ミ
㎝
O
ω
〕
。
双
方
と
も
．
、
α
キ
母
n
ρ
、
、
（
中
二
階
の
部
屋
）

　
に
す
ぎ
な
い
。

⑳
．
．
↓
9
£
鎮
－
U
冒
．
、
の
う
カ
ブ
は
文
書
集
よ
り
引
く
〔
一
b
。
掃
＼
劇
G
。
呂
。
↓
く
お
O

　
に
も
親
子
関
係
を
確
証
す
る
記
事
が
あ
る
。

⑭
　
　
〔
①
り
＼
匁
ω
〕
、
「
σ
p
賞
σ
が
ヨ
ぎ
げ
碧
に
登
る
ま
で
」
〔
這
O
＼
偽
。
。
も
。
〕
。

⑯
　
　
　
　
　
　
日
額
　
年
額
　
　
典
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
．
匿
α
門
口
餌
門
、
旨
．
翻
一
5
9
詳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
。
α
■
　
　
　
　
　
　
〔
箋
＼
禽
。
。
〕

AAAAAII正III　I　I　：　1

BBBBBE　t　］　［
11　le　9　8　7

vvvvv
“o

ｿ
■

bo

X
一
ユ
■

一
α
．

〔ω

f。

_
参
り
〕

〔ら。

p。

_
島
り
〕

〔q。

K
＼
激
㊤
〕

〔く。

閨
_
邑
り
〕
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〈
皿
－
A
－
1
＞

〈
皿
I
A
I
憩
〉 　

　
　
　
　
お
O
阜
　
〔
誤
＼
盆
d

一、

ﾈ。

X
　
　
お
O
α
■

　
　
　
　
　
　

嵩
日
・
　
G
h
ミ
q
旨
．
　
〔
Q
。
一
＼
島
紹
〕

（
＊
テ
キ
ス
ト
上
は
窯
O
朝
ヨ
■
）

小
麦
の
み
で
咳
馴
、
ヨ
の
ヨ
霞
を
用
い
る

トΩ

n
．
　
　
　
鳶
O
島
■
　
〔
①
0
9
＼
宜
鱒
〕

　
　
　
　
　
H
b
⊃
0
9

　
　
　
　
　
け
け

　
　
　
　
黛
誤
葺
噛
〔
お
＼
ま
ご

（
＊
テ
キ
ス
ト
上
は
蟄
O
O
旨
．
）

内
9
1
鍛
罪
の
ヨ
e
」
⇔
を
用
い
る

笛
α
．

ω
O
ヨ
凸
　
　
　
　
　
〔
一
一
〇
＼
ミ
9

　
　
　
コ
8
き
　
〔
一
㏄
O
＼
お
磁

　
〈
皿
…
A
i
1
1
＞
一
一
誌
α
．

　
　
　
　
　
　
　
　
お
旨
・
　
　
　
　
　
〔
一
ω
①
＼
お
O
〕

　
〈
盟
I
A
1
1
3
＞
同
一
鳶
岱
■
罐
“
一
鳶
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
麟
旨
．
鰹
誤
旨
．
　
〔
置
ω
＼
9
b
Q
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
穀
物
は
小
罎
の
パ
ソ
で
配
給
。

　
　
〈
皿
一
A
－
1
＞
で
は
、
特
に
養
ヨ
p
魯
⇒
月
に
、
窃
岳
p
理
に
増
額
す
る
。

⑳
　
本
名
　
臣
一
）
5
1
P
で
起
P
貯
圃
ρ
げ
9
1
一
σ
■
、
〉
σ
争
a
類
プ
び
。
帥
｝
－
似
鐸
ω
P
一
P
　
六
〇
仁
†
間

　
の
鎮
算
冨
で
の
生
活
の
後
に
移
住
し
、
約
二
〇
年
聞
〉
σ
舘
ρ
鼻
で
暮
し
、

　
こ
の
地
で
、
四
二
〇
／
一
〇
二
九
年
に
没
し
た
と
い
う
。
　
簿
蕊
賊
禽
勘
ミ
黛
に
あ

　
る
程
度
詳
細
な
彼
の
伝
記
が
記
載
さ
れ
て
い
る
〔
佛
Z
　
同
ω
O
ム
一
〕
。
粥
似
、
自
ω
2
。
7

　
綴
曽
鎚
ヨ
騨
讐
の
名
の
由
来
は
〔
窪
8
鑓
一
〇
〇
〕
を
参
照
。
彼
の
繭
は
、
〉
げ
p
お
幽
7

　
で
最
も
有
名
で
、
神
秘
的
な
力
に
よ
っ
て
、
屋
根
を
か
け
て
も
壊
れ
て
し
ま
い
、

　
屋
根
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
　
〔
Z
ρ
お
b
。
〕

　
（
o
戸
い
①
o
Q
貯
窪
σ
q
ρ
O
｛
§
偽
卜
斜
詮
｝
ミ
、
首
肉
霜
§
ミ
O
ミ
帖
憶
ぎ
登
O
帥
ヨ
σ
臥
£
㊦

　
お
8
》
℃
．
降
。
Q
。
心
）
。

⑳
ガ
三
白
グ
番
の
σ
劉
コ
ρ
警
お
よ
び
聖
旨
の
ρ
憎
U
冒
の
竃
霧
鰹
α
山
ピ
髭
＃
も
、

　
月
酬
．
雰
p
7
蟹
鍵
曽
旨
鉱
ロ
に
係
わ
る
門
（
畠
帥
同
ぴ
）
の
近
く
に
あ
っ
た
〔
刈
＼
ω
㊤
伊
愈

　
溝
b
。
。
。
”
c
。
＼
Q
。
り
ρ
置
ミ
α
8
〕
。

⑱
）
〉
鐸
σ
貯
氏
は
「
一
こ
と
い
う
が
〔
〉
賃
び
貯
一
〇
謡
℃
．
埠
O
〕
、
ワ
ク
フ
対
象

　
施
設
と
し
て
の
戦
凶
σ
馨
は
一
二
あ
る
（
簑
1
、
衷
2
参
照
）
。

⑳
　
　
〈
璽
l
A
1
8
＞
日
額
嵩
ヨ
翠
の
穀
物
と
O
象
笹
ヨ
昌
の
副
食
（
置
訓
旨
）

　
〔
お
刈
I
b
σ
Q
O
＼
心
Q
O
り
〕
。
〈
皿
－
A
1
1
3
＞
日
額
H
O
ヨ
P
戸
川
島
冒
理
年
額
ω
①
8
（
ω
貯
）

　
ヨ
ρ
P
Q
。
の
O
島
冒
鐸
お
よ
び
年
額
“
⊃
O
O
諺
9
コ
分
の
ぶ
ど
う
〔
一
。
。
G
。
＼
お
。
。
〕
。

⑳
し
ご
互
同
女
史
は
、
画
嚢
、
山
菊
器
置
岡
で
は
重
要
な
施
設
と
な
っ
て
い
る
轟
門

　
巴
ム
ぞ
餅
貯
に
関
し
て
、
　
．
、
7
0
ω
営
o
ρ
鷲
。
げ
p
σ
ぐ
｛
o
厭
菊
鴇
げ
巳
巴
－
U
冒
、
。
⇔

　
匿
ヨ
購
嘱
、
．
と
し
て
い
る
〔
じ
ご
冨
埠
や
Q
。
呂
。
女
史
も
、
知
9
び
．
高
”
器
同
（
訂
の
墓
所

　
と
し
て
の
機
能
を
強
調
し
て
い
る
（
次
章
註
⑩
参
照
）
。

38　（350）

四
　
ワ
ク
フ
の
本
質

以
上
、

て
い
た
。

概
観
し
た
よ
う
に
、
彼
ら
父
子
は
く
雪
鳥
を
中
心
と
し
て
、
種
々
の
ワ
ク
フ
対
象
施
設
を
建
造
し
、
そ
の
文
化
の
発
展
に
寄
与
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

父
子
は
、
そ
の
役
職
の
相
異
に
も
係
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ
同
様
の
施
設
を
建
造
し
て
い
た
。
特
に
、
一
地
方
都
市
の
の
鋤
蝕
に
す
ぎ
ず
、
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同
時
代
の
著
述
家
た
ち
に
そ
の
名
を
書
き
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
い
わ
ば
無
名
の
人
物
で
あ
る
、
父
ヵ
鼻
づ
巴
－
U
貯
が
、
こ
の
よ
う

な
大
規
模
な
建
築
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
、
当
時
の
く
舘
色
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ラ
ン
の
都
市
社
会
に
お
け
る
高
次
の
文
化
の
存
在
を
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

々
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
｝
償
σ
ぎ
氏
の
主
張
も
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
・

　
し
か
し
、
そ
の
成
果
ば
か
り
で
な
く
、
ワ
ク
フ
行
為
そ
の
も
の
に
対
す
る
彼
ら
の
意
図
も
、
こ
こ
で
見
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
信

仰
心
や
文
化
保
護
の
心
情
は
決
し
て
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
よ
り
私
的
で
直
接
的
な
意
図
を
、
我
々
は
こ
の
文
書
集
の
記
述
の
う
ち

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
の
ワ
ク
フ
の
本
質
は
那
辺
に
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
考
察
す
る
鍵
は
、
施
設
の
機
能
面
か
ら
見
る
場
合
、
彼
ら

の
ワ
ク
フ
対
象
施
設
中
、
そ
の
規
模
が
最
大
で
あ
る
両
者
の
名
を
冠
し
た
ヨ
ρ
α
醤
鶏
に
あ
る
。

　
ワ
ク
フ
文
書
全
体
を
通
し
て
、
こ
の
ヨ
ρ
三
士
勲
を
ワ
ク
フ
の
中
心
と
し
て
運
営
す
べ
き
こ
と
を
定
め
た
様
々
な
条
件
が
散
見
さ
れ
る
が
、

そ
の
一
つ
が
、
9
白
蜜
毒
ヨ
の
統
一
で
あ
る
。
ヵ
巳
臼
ρ
＝
）
冒
の
設
定
し
た
ワ
ク
フ
ー
群
に
お
い
て
、
1
－
B
群
の
欝
艮
ぐ
暮
（
欝
二
二
ぞ
曽
濤

職
）
の
条
件
で
「
巴
－
∋
ρ
巳
9
1
巴
幽
、
雷
ヨ
巴
－
芝
9
1
ρ
需
巴
－
∋
口
審
超
＆
5
〔
切
¢
ぎ
ρ
一
6
冒
〕
は
、
こ
の
複
数
の
施
設
（
σ
一
3
、
）
と
様
々
な
ワ
ク

フ
物
件
（
ヨ
窪
急
郵
）
の
3
ロ
岡
ぢ
霧
を
、
徴
銭
類
ω
9
巴
－
幻
古
墨
蜜
饗
の
諸
件
と
そ
の
ワ
ク
フ
物
件
の
9
暮
雲
．
巴
笥
で
あ
る
者
に
定
め
て
い

る
」
　
〔
ω
④
＼
降
り
〕
と
し
、
ま
た
、
C
、
　
D
、
　
E
の
各
層
の
条
件
で
も
同
様
に
、
そ
の
ワ
ク
フ
の
9
暮
雲
、
巴
嵩
が
、
や
は
り
冨
ρ
匙
第
。
。
㌣
馬

差
蛋
家
鼠
膨
の
詩
心
婁
・
巴
一
同
で
あ
る
旨
を
明
記
し
て
い
る
〔
臨
＼
爵
9
　
ミ
＼
爵
9
　
お
＼
合
刈
〕
。
残
る
F
群
で
も
、
　
ワ
ク
フ
対
象
で
あ
る
兄
弟

0
暮
σ
ρ
7
0
冒
．
〉
＝
を
父
王
雪
・
帥
管
に
定
め
て
は
い
る
が
、
彼
の
死
後
、
こ
の
職
は
彼
の
男
子
の
子
孫
と
こ
の
ヨ
ρ
臼
霧
帥
の
乙
防
節
毒
巴
胃

が
「
共
同
で
（
げ
一
礪
一
H
H
（
騨
）
」
行
う
こ
と
が
条
件
付
け
ら
れ
て
い
る
〔
q
O
＼
誌
。
。
〕
。

　
こ
の
よ
う
に
、
王
群
全
体
が
窯
ρ
曾
霧
甲
讐
風
聞
ぎ
聲
ρ
の
ヨ
妻
壁
く
巴
嵩
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、

そ
の
ヨ
ρ
母
ρ
。
。
㊤
の
ヨ
暮
帥
毒
9
蟹
は
、
宅
9
1
ρ
嵐
菊
鼻
コ
曽
憎
U
9
の
存
命
中
は
彼
自
身
に
定
め
ら
れ
、
彼
の
没
後
は
、
息
子
詮
諺
ω
ρ
一
－
∪
同
コ

に
継
承
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
男
子
直
系
子
孫
に
継
承
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
〔
ω
O
＼
命
b
。
〕
。
1
群
全
体
に
関
す
る
条
件
に
お
い

て
も
こ
の
継
承
は
確
認
さ
れ
て
い
る
ハ
朝
。
。
占
仁
＼
幽
。
。
7
認
〕
。
す
な
わ
ち
、
巨
群
は
、
竃
年
記
ω
甲
融
、
切
岸
巳
団
貸
を
中
心
に
、
そ
の
家
系
に
よ
っ
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く

て
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
こ
の
文
書
集
編
臨
時
の
1
群
の
営
三
塁
ρ
岳
は
、
つ
ま
り
ω
一
系
・
。
巴
，
O
冒
で
あ
っ
た
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
一
方
、
協
㊤
ヨ
ω
9
憎
U
冒
の
ワ
ク
フ
猛
群
に
毒
し
て
も
、
A
群
で
、
個
別
に
ヨ
暮
p
毛
巴
胃
を
定
め
た
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の
、
そ
の

全
体
に
「
総
合
的
な
露
盤
甫
巴
解
職
（
¢
巳
ぐ
象
巴
山
餅
自
、
9
ご
が
定
め
ら
れ
、
や
は
り
、
零
帥
ρ
㍑
詮
8
ω
巴
－
嘗
⇔
存
命
中
に
彼
自
身
が
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

職
を
務
め
、
没
後
に
は
、
ま
ず
第
一
に
彼
の
男
子
直
系
子
孫
に
継
承
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
ロ
鴇
－
㎝
。
。
＼
切
ば
山
州
。
　
B
群
の

欝
巳
蔓
暮
は
、
A
群
の
総
合
的
な
＄
g
困
ぐ
霧
の
継
承
条
件
に
ほ
ぼ
従
っ
た
条
件
を
設
け
、
最
終
的
に
は
「
巴
－
芝
箇
ρ
嵐
〔
駆
㊤
ヨ
。
。
巴
－
∪
目
〕
が

定
め
た
上
記
の
慈
善
の
諸
富
（
即
一
）
ノ
く
似
σ
　
㊤
｛
－
げ
欝
一
同
）
〔
ζ
ゆ
曾
霧
雨
滋
ω
p
ヨ
。
。
曙
㊤
〕
　
の
重
三
蔓
暮
の
件
に
携
わ
る
者
」
に
至
る
と
さ
れ
て
い
た

欝
8
＼
α
9
〕
。

　
雷
巳
望
暮
の
条
件
は
、
経
済
的
な
側
面
か
ら
も
さ
ら
に
追
求
せ
ね
ば
な
ら
な
い
重
要
な
間
々
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
彼
ら
が
各
々
設
定
し

た
ワ
ク
フ
全
体
が
、
単
独
の
巳
¢
霞
甫
三
面
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
組
織
に
統
合
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
に
留
め
る
。

そ
し
て
、
そ
の
中
心
が
、
両
者
の
ヨ
ρ
♀
器
ρ
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
条
件
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
明
確
に
さ
れ
る
。

　
ワ
ク
フ
の
対
象
施
設
が
荒
廃
し
た
場
合
、
そ
の
物
件
は
、
一
般
に
貧
者
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
1
群
お
よ
び
皿
群
に
は
、
そ
の

対
象
施
設
が
荒
廃
し
修
復
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
の
、
ワ
ク
フ
物
件
の
転
用
条
件
と
も
い
う
べ
き
条
件
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
E
群
で
は
、
A

心
中
の
六
つ
の
施
設
と
、
ナ
ー
イ
ン
・
カ
ー
シ
ャ
ー
ン
在
の
冨
お
9
1
げ
に
関
し
て
、
そ
れ
ら
が
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
各
々
の
ワ
ク
フ

物
件
を
冒
騨
紆
霧
㌣
胤
図
巳
8
欝
ρ
一
↓
ヤ
ズ
ド
の
0
9
ー
ヨ
一
．
占
ω
ρ
日
ω
望
ρ
↓
窯
ρ
島
舘
甲
胤
ω
ρ
日
。
・
望
ρ
の
順
に
転
用
し
て
い
く
こ
と
が
条
件

　
　
　
　
　
　
⑤

付
け
ら
れ
て
い
る
。
皿
群
で
は
、
A
群
の
2
、
3
、
1
0
、
7
・
1
1
、
1
2
、
1
8
、
1
9
に
付
け
ら
れ
て
お
り
、
転
用
順
は
様
々
だ
が
、
ほ
ぼ
最
終
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
は
、
諸
ρ
母
霧
㌣
覧
ω
㊤
ヨ
。
。
同
饗
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
が
条
件
付
け
ら
れ
て
い
る
。
子
孫
へ
の
ワ
ク
フ
を
中
心
と
す
る
B
群
で
も
、
当
初
よ
り

そ
の
割
当
て
を
含
む
B
－
2
0
以
外
に
、
B
－
2
1
で
冒
㊤
紆
霧
㌣
旨
幻
爵
巳
饗
に
、
B
－
2
2
で
嵩
ρ
紆
霧
甲
覧
詮
白
。
・
q
㊤
に
、
子
孫
が
絶
え

た
時
は
転
用
す
る
こ
と
が
条
件
付
け
ら
れ
て
い
る
〔
巳
α
＼
置
9
鱒
＄
＼
昌
昌
。
ヨ
節
曾
器
p
が
荒
廃
し
て
は
じ
め
て
貧
者
に
対
し
て
転
用
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
ω
9
ヨ
ω
巴
－
∪
営
が
設
定
し
た
ワ
ク
フ
全
体
は
、
ま
ず
第
一
に
寓
ρ
島
霧
㌣
鷺
ω
帥
ヨ
ω
剛
）
轡
の
運
営
を
中
心
に
据
え
、
他
の
施
設

は
放
棄
し
て
も
、
こ
の
ヨ
ρ
爵
ρ
舞
の
機
能
は
永
続
さ
せ
る
こ
と
を
願
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
父
の
奪
巴
嶺
鈴

へ
の
配
慮
も
見
ら
れ
る
。
鷺
ρ
砕
霧
ρ
ψ
、
一
菊
三
二
団
p
を
中
心
と
し
た
父
切
鼻
p
巴
－
】
）
冒
の
ワ
ク
フ
も
、
彼
自
身
の
条
夢
中
に
転
用
条
件
こ

そ
な
い
も
の
の
、
　
こ
の
息
子
の
配
慮
か
ら
見
て
、
そ
の
日
p
臼
ρ
ω
ρ
の
永
続
を
最
も
願
っ
て
い
た
こ
と
は
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。
菊
鼻
巳
《
ρ

と
Q
D
㊤
ヨ
ω
ぞ
僧
の
両
ヨ
ρ
α
＄
ω
㊤
は
、
彼
ら
の
ワ
ク
フ
の
中
心
と
し
て
、
特
別
な
地
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
巳
㊤
α
舜
。
。
騨
は
、
彼
ら
父
子
の
奢
騨
ρ
隊
の
墓
所
で
あ
っ
た
。

　
図
戸
涛
づ
巴
む
冒
が
、
寓
銭
窮
。
。
甲
鷺
ヵ
鼻
巳
饗
を
建
造
し
、
ワ
ク
フ
の
対
象
と
し
た
目
的
は
、
そ
の
文
書
〈
f
－
A
－
1
＞
の
冒
頭
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
そ
の
ヨ
㊤
六
器
即
は
、
〔
ま
ず
〕
大
き
な
イ
ー
ヴ
ァ
ー
ン
（
鷲
貯
）
の
前
に
建
て
ら
れ
た
高
い
ド
ー
ム

（
紹
σ
ぴ
の
）
よ
り
な
る
。
彼
は
、
そ
れ
を
、
ド
ー
ム
の
中
央
の
定
め
ら
れ
た
範
囲
を
除
い
て
、
自
ら
の
子
供
た
ち
、
寝
た
ち
、
子
孫
た
ち
の
埋
葬

所
（
琶
巴
h
窪
）
と
す
る
と
い
う
条
件
で
ワ
ク
フ
し
た
。
彼
は
、
そ
れ
〔
ド
ー
ム
の
中
央
〕
を
、
自
ら
の
死
の
到
来
・
希
望
の
終
焉
の
際
の
自
ら

の
墓
（
ヨ
錠
ρ
匿
）
と
す
る
た
め
に
除
外
し
た
の
で
あ
る
」
〔
お
＼
ω
り
£
。

　
8
鼠
δ
終
に
任
じ
ら
れ
た
冨
昔
た
ち
は
、
特
に
こ
の
墓
に
係
わ
っ
た
。
そ
の
職
務
は
、
具
体
的
に
は
「
イ
ー
ヴ
ァ
ー
ン
（
の
鎧
頃
伊
）
に
任

じ
ら
れ
た
敬
慶
で
貞
節
な
廿
9
1
昔
た
ち
（
げ
¢
璃
餅
N
）
に
対
し
て
。
彼
ら
に
無
名
で
、
先
に
述
べ
た
ド
ー
ム
（
嚇
§
σ
巴
ρ
）
に
集
ま
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
、
毎
日
夜
明
け
よ
り
正
午
ま
で
、
お
よ
び
午
後
か
ら
日
没
ま
で
、
…
…
聖
な
る
コ
ー
ラ
ン
の
上
野
（
窪
磐
ρ
）
を
続
け
る
」
欝
N
＼
お
①
〕
と

規
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
毎
週
金
曜
日
の
夜
に
「
コ
ー
ラ
ン
読
調
の
集
ま
り
（
日
＆
冨
ρ
＝
二
助
≦
9
）
」
が
開
か
れ
、
冨
昔
た
ち
や
出
席
者
を

も
て
な
す
食
費
に
一
回
。
。
一
＼
。
。
α
貯
9
1
巴
が
定
め
ら
れ
て
い
た
〔
謡
＼
蒔
O
。
。
〕
。

　
冨
ρ
費
霧
㍗
オ
ω
ρ
ヨ
ω
ゼ
ρ
の
文
書
〈
皿
－
A
－
1
＞
は
、
冒
頭
に
直
接
の
記
述
は
置
か
な
い
も
の
の
、
四
名
の
魯
魚
た
ち
の
職
務
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

し
、
よ
り
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ω
ρ
ヨ
。
・
巴
6
ヨ
の
ヨ
9
野
p
鶏
に
お
い
て
も
、
冨
曾
た
ち
が
読
諦
を
行
っ
た
の
は
「
法

に
適
つ
た
除
外
に
よ
り
ワ
ク
フ
文
書
の
登
録
（
ρ
巴
島
蔭
キ
謝
ξ
葦
）
に
含
ま
な
い
、
彼
が
自
ら
の
…
…
埋
葬
所
（
B
僧
黛
導
）
と
し
て
、
先
に
述
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べ
た
ヨ
9
島
島
ρ
に
定
め
た
場
所
」
〔
H
O
。
。
＼
疇
ω
〕
で
あ
り
、
「
彼
が
そ
の
生
涯
の
後
の
自
ら
の
埋
葬
所
と
し
て
定
め
た
ド
ー
ム
（
ρ
戸
乾
）
餌
ご
〔
H
二

＼
緊
①
〕
で
あ
っ
た
。

　
〈
巫
睦
A
－
1
＞
の
葛
甘
た
ち
に
関
す
る
条
件
に
よ
り
、
〈
1
－
A
－
1
＞
に
お
け
る
条
件
を
よ
り
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
々

の
午
前
と
午
後
の
コ
ー
ラ
ン
読
諦
は
、
二
人
ず
つ
組
に
な
っ
て
の
二
交
替
制
で
あ
っ
た
ロ
O
。
。
＼
蒔
胡
〕
。
ま
た
、
金
曜
日
の
夜
の
「
コ
ー
ラ
ン
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

論
の
集
ま
り
」
は
、
冨
右
四
名
全
員
が
、
そ
の
ド
ー
ム
で
一
晩
中
コ
ー
ラ
ン
読
諦
を
行
い
、
類
似
ρ
寵
の
た
め
に
祈
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

砥
鎗
諺
曙
麟
で
は
、
そ
の
時
の
食
事
の
経
費
と
し
て
一
回
δ
臼
郵
貯
年
間
鰹
O
α
冒
鋒
が
定
め
ら
れ
て
お
り
〔
嵩
？
置
＼
蔭
胡
鳥
①
〕
、
ま
た
、

各
鼠
昔
に
そ
れ
へ
の
出
席
を
条
件
に
一
回
目
岳
昌
鋒
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
口
O
c
。
＼
蒔
鐸
〕
。

　
こ
の
よ
う
に
、
父
子
は
ヨ
ρ
α
第
ω
ρ
を
自
ら
の
墓
を
中
心
に
建
造
し
、
そ
の
墓
自
体
は
ワ
ク
フ
よ
り
除
外
す
る
と
い
う
厳
正
な
手
続
き
を
取

る
も
の
の
、
8
ρ
自
暴
ρ
金
体
に
対
し
て
設
定
し
た
ワ
ク
フ
の
物
件
の
収
益
に
よ
っ
て
ザ
植
込
を
雇
い
、
そ
の
自
分
の
墓
を
コ
ー
ラ
ン
の
章
句

で
常
時
満
た
そ
う
と
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
実
際
に
、
㌘
汗
鵠
巴
む
冒
は
言
下
α
蜜
ω
㍗
覧
県
費
（
鼠
膨
に
埋
葬
さ
れ
〔
↓
鴫
○
。
岱
、
け
騨
ヨ
の
巴
6
ヨ
も
鷺
斜
島
霧
㌣
旨
詮
ヨ
。
，
矧
）
§

に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
で
没
し
た
協
9
白
の
巴
6
ヨ
に
関
し
て
、
α
ρ
．
汐
覧
は
「
彼
の
遺
体
は
ヤ
ズ
ド
に
運
ば
れ
、
自
分

の
ヨ
巴
嶺
鶏
に
埋
葬
さ
れ
た
。
彼
の
妻
で
あ
っ
た
姐
司
9
1
賢
翔
器
乙
の
娘
は
、
彼
の
棺
を
象
牙
と
黒
檀
で
作
り
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
よ
り
ヤ
ズ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

へ
送
っ
た
。
大
理
石
で
で
き
た
ミ
フ
ラ
ー
ブ
が
、
彼
の
墓
の
南
面
に
置
か
れ
る
べ
く
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
よ
り
運
ば
れ
た
」
〔
円
く
○
。
○
。
－
○
。
Φ
〕
と
い
う
。

　
こ
の
墓
所
を
核
と
し
た
両
三
p
α
冨
の
ρ
が
、
ワ
ク
フ
の
中
心
で
あ
っ
た
。
様
々
な
慈
善
関
係
の
割
当
て
も
、
こ
の
文
脈
に
よ
っ
て
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
、
∬
群
に
挙
げ
ら
れ
た
サ
イ
イ
ド
た
ち
（
〈
∬
l
A
1
1
＞
に
お
い
て
）
、
ヵ
鼻
⇔
巴
－
O
貯
の
解
放
奴
隷
た
ち
（
〈
皿
一
B

！
3
＞
に
お
い
て
）
へ
の
ワ
ク
フ
の
割
当
て
に
対
し
て
設
け
ら
れ
た
条
件
を
特
に
例
示
す
る
。

　
砂
欝
白
。
。
巴
－
O
ヨ
は
、
父
の
遺
産
か
ら
な
る
ワ
ク
フ
物
件
の
収
益
よ
り
、
ヤ
ズ
ド
在
住
の
サ
イ
イ
ド
た
ち
、
二
入
の
お
じ
（
ρ
耳
げ
二
分
U
冒
、
≧
凶

と
．
鮮
N
ρ
甲
∪
営
。
。
鴛
鶏
、
。
。
警
）
の
子
供
た
ち
に
対
し
、
年
間
H
O
O
O
ヨ
書
と
㎝
O
O
三
斜
昌
の
殻
物
を
各
々
割
当
て
て
い
る
が
、
そ
の
条
件
は
、 42　（354）
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毎
年
二
度
、
太
陽
が
獅
子
座
・
蝋
座
に
あ
る
時
（
ほ
ぼ
八
月
と
＝
月
に
当
る
）
に
、
護
節
紆
霧
甲
旨
閣
鼻
三
）
、
ρ
に
集
ま
り
、
父
涛
鼻
昌
昌
－
∪
ぎ

と
⑩
9
ヨ
ω
巴
6
圃
昌
本
人
の
た
め
に
祈
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
上
記
の
割
当
て
は
、
そ
の
際
に
渡
さ
れ
、
欠
席
す
れ
ば
権
利
を
失
っ
た

〔①

p。
_
濠
b
⊃
〕
。

　
一
方
、
父
の
解
放
奴
隷
た
ち
に
は
、
水
利
権
一
件
、
バ
ー
グ
（
び
凋
）
一
件
よ
り
の
収
益
と
年
額
H
O
O
O
α
三
共
の
年
金
（
一
睡
母
）
が
ワ
ク
フ

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
受
益
の
権
利
と
し
て
、
一
、
毎
週
金
曜
日
の
夜
に
、
勾
危
臼
ρ
や
U
冒
の
墓
（
雪
叢
ぴ
⇒
）
の
前
に
集
ま
る
。
ま
た
、
金
曜

日
や
二
大
祭
、
特
別
な
日
や
夜
に
は
墓
の
あ
る
ド
ー
ム
（
ρ
魯
冨
）
よ
り
離
れ
な
い
。
二
、
可
能
な
限
り
、
竃
曽
母
霧
㍗
覧
ヵ
鼻
巳
饗
の
側
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

佐
む
。
男
は
必
要
の
な
い
限
り
、
女
は
絶
対
に
旅
行
を
行
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
〔
お
＼
澄
の
〕
。

　
つ
ま
り
、
墓
へ
の
参
詣
の
代
償
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
ワ
ク
フ
の
割
当
て
は
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
墓
へ
の
参
詣
が
明
確
に
条
件
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
割
当
て
は
、
こ
の
二
例
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
二
例
は
、
駆
斜
ヨ
ω
巴
－
O
営
が
、
亡
き
父
切
島
⇒
p
7
0
ヨ
の
遺
志
を
継
い
で

行
っ
た
ワ
ク
フ
に
設
け
ら
れ
た
条
件
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
涛
鼻
昌
ρ
r
U
冒
の
墓
へ
の
参
詣
が
、
こ
れ
ほ
ど
明
確
に
規
定
さ
れ
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
の
墓
に
対
す
る
参
詣
の
条
件
は
、
づ
、
鋤
ρ
罵
本
人
に
よ
っ
て
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
、
竃
孚
臼
霧
㌣
響

け
p
ヨ
巴
膨
の
○
鍵
ρ
7
ω
ぼ
鑑
ρ
で
の
サ
イ
イ
ド
た
ち
へ
の
割
当
て
も
、
彼
の
墓
が
そ
こ
に
あ
る
ゆ
え
に
、
こ
の
文
脈
に
よ
っ
て
理
解
す
べ
き

　
　
　
⑩

で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
墓
所
を
敬
意
の
対
象
と
し
て
永
続
さ
せ
る
こ
と
、
こ
れ
が
彼
ら
の
ワ
ク
フ
行
為
の
本
質
的
な
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

①
　
両
者
の
相
異
は
、
子
孫
を
対
象
と
し
た
ワ
ク
フ
、
お
よ
び
ワ
ク
フ
物
件
の
質
と

　
盤
に
現
れ
る
。

②
〉
各
ヨ
5
誤
署
」
ミ
占
。
。
■

③
　
文
書
中
に
規
定
さ
れ
る
の
は
く
皿
I
A
－
3
＞
〔
這
H
I
器
議
。
。
膳
1
◎
。
α
〕
で
あ
る
（
本

　
稿
ワ
b
。
O
参
照
）
。
そ
の
奇
く
璽
l
A
1
1
6
V
〔
δ
0
＼
紹
O
I
ト
ニ
ご
、
〈
m
－
A
－
1
9
＞

　
〔
一
爵
＼
黛
G
。
〕
が
当
初
よ
り
個
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る
（
こ
れ
は
次
註
で
示
す
継
承

　
条
件
中
で
語
ら
れ
る
）
。

④
　
こ
の
時
点
で
彼
に
は
娘
】
人
し
か
お
ら
ず
、
男
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
「
今

　
後
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
（
舞
読
艮
銭
O
β
p
）
」
男
子
と
規
定
し
て
い
る
〔
5
G
。
＼
切
置
〕
。

　
男
子
が
絶
え
た
場
合
は
、
　
女
子
に
継
承
さ
れ
る
が
、
　
そ
の
場
含
は
、
　
個
別
に
、

　
ま
た
様
々
な
場
合
を
想
定
し
て
、
極
め
て
細
か
く
継
承
の
条
件
を
規
定
し
て
い
る

　
〔
♂
G
。
占
。
。
＼
訟
O
山
Q
Q
〕
。
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⑤
　
「
前
述
の
σ
銀
α
p
宍
譲
号
と
Z
斜
．
貯
に
建
て
ら
れ
た
二
つ
の
冨
昌
ρ
響
に
対
す

　
る
ワ
ク
フ
に
関
し
て
。
そ
れ
ら
二
つ
の
崩
壊
後
は
、
既
に
述
べ
た
く
欝
ユ
に
あ
る

　
竃
ρ
島
窃
9
僧
ゲ
閃
E
白
ぞ
膨
に
ワ
ク
フ
さ
れ
る
。
次
い
で
、
彼
〔
診
ヨ
ω
巴
－
U
謬
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
が
く
欝
a
に
建
て
た
O
卿
曇
一
．
に
対
し
て
ワ
ク
フ
さ
れ
る
。
次
い
で
、
彼
が
く
掌
。
匿

　
の
郊
外
の
即
餌
．
ω
ω
降
胃
ρ
し
ご
下
げ
「
O
ド
に
建
て
た
慈
善
の
透
門
（
勲
σ
ノ
く
馴
σ
　
ρ
一
ー
プ
ゆ
一
『
）

　
〔
諸
p
α
冨
ω
甲
覧
鐙
ヨ
ω
曙
呂
に
対
し
て
ワ
ク
フ
さ
れ
る
」
〔
G
。
b
。
＼
㌫
G
。
1
α
凸
。
　
H
－

　
A
群
に
記
載
さ
れ
た
六
つ
の
施
設
へ
の
ワ
ク
フ
に
関
し
て
も
、
こ
れ
と
同
じ
条
件

　
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
テ
キ
ス
ト
に
乱
れ
が
あ
る
〔
c
。
卜
。
＼
窃
。
。
〕
。

⑥
〈
皿
I
A
1
2
＞
〔
嶺
G
。
＼
蒔
。
。
昌

　
　
↓
竃
㊤
二
村
霧
禦
覧
帥
㊤
ヨ
・
・
曙
ρ
↓
冥
已
マ
○
自
鵠
σ
p
α
在
の
監
σ
鐸
↓
そ
の
他
の

　
　
施
設
。

　
　
〈
盟
I
A
－
3
＞
〔
お
ぐ
劇
c
Q
6

　
　
↓
鑓
巴
茜
ω
甲
覧
詮
日
。
。
芝
曽
↓
そ
の
他
の
施
設

　
　
〈
皿
I
A
1
1
0
＞
q
G
◎
O
＼
お
純
〕

　
　
↓
竃
器
冨
器
－
覧
紛
岩
ω
ぞ
㊤

　
　
〈
恥
I
A
1
7
・
1
1
＞
口
G
Q
刈
＼
お
昌

　
　
↓
寓
p
島
霧
甲
覧
鐙
吾
ω
H
誘

　
　
〈
璽
i
A
1
1
2
＞
〔
雛
の
＼
お
り
〕

　
　
↓
気
巳
マ
O
貿
目
σ
民
在
の
置
ぴ
習
↓
累
a
m
画
昌
僧
在
の
ユ
σ
繹
↓
録
ゆ
砕
拶
ω
㌘
覧

　
　
診
筥
昌
匿

　
　
〈
皿
I
A
i
1
8
＞
〔
に
G
σ
＼
㎝
O
e

　
　
↓
彼
の
男
子
の
子
孫
↓
冨
9
母
器
甲
西
碑
碧
5
ω
ぞ
ρ

　
　
〈
皿
l
A
1
1
9
＞
〔
H
9
＼
切
お
〕

　
　
↓
顕
p
臼
霧
甲
旨
鐙
営
。
・
同
饗

　
　
（
解
放
奴
隷
全
員
が
資
格
を
失
っ
た
時
）

⑦
　
「
彼
ら
は
、
全
員
、
金
躍
日
の
夜
、
夜
半
の
礼
拝
後
よ
り
（
巨
P
ρ
7
．
一
鍛
、
一

　
巴
山
野
鼠
）
朝
の
日
の
出
の
時
ま
で
（
一
一
似
　
ρ
’
く
餅
昌
一
　
け
β
一
雌
、
凶
　
9
一
1
ω
貿
σ
7
一
）
そ
こ

　
〔
日
p
α
旨
ω
p
〕
に
二
二
し
、
初
め
よ
り
八
時
間
（
Ψ
愉
帥
≦
く
鎮
ぎ
一
団
麗
旨
響
日
ぞ
通
江

　
路
．
9
1
賦
コ
）
そ
こ
〔
埋
葬
所
と
定
め
ら
れ
た
場
所
〕
で
、
続
け
て
怠
る
こ
と
な
し
に

　
至
高
な
る
神
の
言
葉
を
読
む
」
〔
戸
O
O
。
＼
ミ
ω
〕
。
「
毎
週
金
曜
日
の
夜
、
彼
が
そ
の
生

　
涯
の
後
の
自
ら
の
埋
葬
所
と
し
て
定
め
た
ド
ー
ム
に
集
ま
り
、
コ
ー
ラ
ン
期
日
と

　
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
行
い
、
コ
ー
ラ
ン
を
読
ん
だ
後
、
罪
と
誤
り
に
許
し
を
与
え

　
る
者
（
σ
評
p
臨
騨
）
〔
神
〕
．
に
対
し
、
彼
の
た
め
に
許
し
を
求
め
る
祈
り
（
市
勢
茜
臨
9
1
H
）

　
を
行
う
」
〔
訟
日
＼
ミ
α
〕
。
そ
の
時
読
ま
れ
る
の
は
、
「
開
巻
（
巴
漏
創
凱
冨
）
」
「
家
畜

　
（
帥
一
9
曽
P
、
㎝
図
昌
）
」
「
洞
穴
（
三
野
9
蚕
h
）
」
「
サ
バ
（
・
・
騨
σ
曾
、
9
）
」
「
翻
慰
者
（
団
凱
「
）
」

　
の
五
つ
の
ス
ー
ラ
で
あ
り
、
こ
の
五
つ
は
「
騨
～
く
倒
ρ
跨
が
生
前
神
へ
の
称
賛

　
（
冨
ヨ
鳥
）
と
感
謝
（
佛
巳
自
）
を
行
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
の
、
神
の
称
養
よ
り
始

　
烹
る
ス
ー
ラ
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
〔
ほ
O
山
ド
＼
ミ
ゆ
尚
①
〕
。
こ
の
五
つ
の
ス
ー
ラ
は
、

　
、
．
℃
ρ
＆
ρ
〒
冨
旨
島
．
”
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
〔
島
＼
爵
卜
。
〕
　
（
な
お
、

　
樹
貯
げ
9
1
昌
の
鑑
置
冨
ω
㌣
覧
、
訂
ヨ
母
ぞ
9
で
も
、
四
名
の
籔
昔
が
、
「
祝
福
さ

　
れ
た
日
や
夜
」
や
金
曜
の
夜
に
コ
ー
ラ
ン
を
読
舗
す
る
。
読
調
の
場
所
等
の
詳
し

　
い
規
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
）

⑧
　
イ
ル
聡
ハ
ン
時
代
の
建
築
様
式
と
し
て
、
キ
ブ
ラ
の
方
向
に
墓
を
配
鐙
す
る
様

　
式
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
犀
呉
昌
畷
p
と
診
日
。
。
ぞ
p
の
三
巴
窮
鈴
も

　
同
様
で
あ
る
（
b
σ
冨
辱
一
㊤
Q
。
劇
℃
℃
．
↓
？
謡
参
照
）
。

⑨
も
う
一
点
、
禁
酒
条
件
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
酒
を
飲
め
ば
、
こ
の
割
当
て
の

　
権
利
を
失
っ
た
。
一
、
二
度
の
軽
い
程
度
で
あ
れ
ば
、
六
か
月
間
の
謹
慎
期
間
の

　
後
、
権
利
は
復
活
し
た
。
こ
の
条
件
は
〈
皿
l
A
1
1
9
＞
〔
麟
α
＼
銀
b
。
〕
、
〈
皿
」
B

　
1
2
0
＞
〔
ぢ
b
。
＼
課
占
に
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
．

⑩
切
蚕
吋
女
史
は
、
湘
器
置
9
γ
∪
ヨ
の
即
9
σ
．
両
菊
ρ
鐙
島
の
ワ
ク
フ
文
書
を
調

　
査
し
、
鑓
ロ
富
と
呼
ば
れ
る
そ
の
中
心
的
な
施
設
が
、
や
は
り
≦
似
ρ
需
の
墓
で

　
あ
り
、
我
々
の
ヨ
㊤
腎
舘
ρ
と
岡
様
、
冨
智
た
ち
が
コ
ー
ラ
ン
を
読
冒
し
続
け

　
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
〔
じ
d
置
貯
お
○
。
轟
や
Q
。
ご
。
　
こ
の

　
貞
門
昼
9
に
も
、
二
名
の
旨
琶
錠
甑
ω
と
一
二
名
の
学
生
が
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
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や
は
り
旨
ρ
島
㊤
舞
の
性
格
を
持
つ
公
証
α
‘
℃
．
Q
。
O
〕
。
女
史
は
、
旅
行
者
へ
の

慈
善
も
例
を
挙
げ
、
こ
の
墓
へ
の
、
．
0
9
5
ヨ
。
ヨ
。
庭
回
o
p
、
、
（
祝
賀
）
が
ワ
ク
フ

の
重
要
な
機
能
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
い
る
〔
害
二
、
℃
。
○
。
。
ウ
〕
。
ま
た
、
旨
p
島
霧
p

が
そ
の
建
造
者
の
墓
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
広
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

マ
ム
ル
ー
ク
朝
下
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
（
℃
⑦
島
醇
器
戸
隠
’
み
ρ
竃
算
ユ
｛
繊
〕
”

、
．
宮
〉
∪
勾
＞
o
D
＞
、
、
、
夢
。
碧
試
。
一
〇
〇
h
晦
唱
、
や
一
一
b
o
ゆ
）
。

⑭
鎧
9
α
冨
の
甲
覧
鐙
ヨ
ω
圃
》
・
ρ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
〉
甘
ゴ
p
色
σ
．
彊
霧
鉱
コ
は
、

　
次
の
よ
う
に
い
う
「
何
か
願
い
事
が
あ
る
者
は
皆
、
水
曜
目
に
彼
の
廟
（
昌
”
曽
N
9
戦
）

　
の
入
口
で
四
〇
度
《
澹
＝
毎
≦
二
巴
団
｝
≡
（
皆
げ
よ
、
彼
ぞ
神
な
り
）
》
と
唱
え

　
る
。
す
る
と
、
願
っ
て
い
た
あ
ら
ゆ
る
望
み
が
か
な
え
ら
れ
る
1
神
が
お
墓
み

　
に
な
る
な
ら
ば
…
一
」
〔
↓
O
く
同
曽
〕
。
　
一
五
世
紀
に
お
け
る
こ
の
民
問
の
信
仰

　
は
、
こ
の
日
ρ
O
轟
鈴
の
性
格
と
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
。

む

す

び

aザーム家のワクフと一四世紀のヤズド（岩武）

　
本
稿
の
目
的
は
、
第
一
に
、
O
割
§
帖
．
ミ
ー
畑
ミ
唾
ミ
と
い
う
二
！
ザ
ム
家
の
二
人
の
サ
イ
イ
ド
の
ワ
ク
フ
文
書
集
を
、
史
料
と
し
て
利
用
可
能

と
な
る
よ
う
整
理
し
て
示
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
情
報
に
基
づ
き
、
一
地
方
都
市
ヤ
ズ
ド
を
中
心
と
し
て
、
一
四
世
紀
前
半
期
の
イ

ラ
ン
社
会
i
モ
ン
ゴ
ル
支
配
時
代
で
あ
る
一
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
一
助
と
な
る
よ
う
な
具
体
的
な
事
例
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
彼
ら
が
ワ
ク
フ
の
対
象
と
し
た
諸
施
設
は
、
　
一
五
世
紀
半
ば
に
お
け
る
O
曽
．
鍵
凱
や
〉
ヴ
ヨ
匿
σ
・
樹
話
ρ
ぎ
が
記
述
す
る
よ
う
に
、
中
に

は
荒
廃
し
て
い
た
も
の
が
あ
・
た
も
の
の
・
少
な
く
と
も
δ
o
年
以
上
綾
呈
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
如
・
そ
の
間
、
都
市
ヤ
ズ
ド
は
・
モ

ザ
ッ
フ
ァ
ル
朝
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
、
さ
ら
に
｝
ザ
ヨ
㊤
α
σ
■
掴
房
巴
口
の
頃
に
は
黒
部
朝
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
た
。
　
ニ
ザ
ー
ム
家
の
ワ
ク
フ

は
、
こ
れ
ら
の
王
朝
の
交
替
を
生
き
の
び
、
ヤ
ズ
ド
の
文
化
に
貢
献
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
一
四
世
紀
後
半
か
ら
一
五
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
ヤ
ズ
ド
か
ら
は
、
　
モ
ザ
ッ
フ
ァ
ル
朝
史
ミ
き
斜
ミ
ひ
乱
、
ミ
ミ
の
著
者
蜜
¢
、
同
コ
ρ
憎
U
冒

や
有
名
な
↓
巨
酵
伝
碧
黛
幽
§
§
の
著
者
砂
書
試
巴
－
】
）
ぎ
．
≧
同
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
学
者
・
歴
史
家
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
。
本
稿
で
多
々
引
用
し
た
○
ρ
、
鵠
菖
や
》
ザ
白
ρ
鳥
げ
．
雨
霧
鉱
山
も
そ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
キ
ャ
リ
ア
は
様
々
で
あ
っ
た
ろ
う

が
、
そ
の
中
の
幾
人
か
は
、
菊
巳
二
天
ρ
や
砂
ρ
ヨ
ω
曙
欝
の
ヨ
ρ
曾
霧
㊤
に
所
蔵
さ
れ
た
本
を
手
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ

は
想
像
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
ヤ
ズ
ド
の
文
化
状
況
が
彼
ら
の
活
動
の
背
景
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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そ
し
て
、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
二
人
の
サ
イ
イ
ド
が
準
備
し
た
文
化
が
、
学
闇
や
教
育
、
建
築
や
芸
術
と
い
う
限
ら
れ
た
分
野
に
留
ま

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
礼
拝
の
時
を
告
げ
る
肖
舞
部
巴
－
U
ヨ
の
時
計
台
に
象
徴
さ
れ
る
、
い
わ
ば
生
活
文
化
と
も
呼
び
う

る
豊
か
で
高
次
の
文
化
を
、
こ
の
ニ
ザ
ー
ム
家
の
ワ
ク
フ
が
都
市
の
社
会
生
活
に
提
供
し
て
い
た
こ
と
を
、
我
々
は
こ
の
文
書
集
か
ら
知
る
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
彼
ら
二
人
の
こ
の
ワ
ク
フ
文
書
集
に
示
さ
れ
た
活
動
を
諺
駕
げ
ヨ
氏
の
よ
う
に
文
化
を
保
護
せ
ん
が
た
め
の
活
動
と
の
み
捉
え
る

前
に
、
彼
ら
が
ワ
ク
フ
を
行
っ
た
意
図
を
考
え
る
こ
と
は
、
当
時
の
人
々
の
心
性
を
知
る
上
で
も
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
ワ
ク
フ
の

中
心
は
、
自
ら
の
墓
を
核
と
す
る
ヨ
銭
類
。
・
勉
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
死
後
の
救
済
を
願
っ
て
ワ
ク
フ
し
た
と
い
う
以
上
に
、
現
世
に
お
け
る

そ
の
墓
所
の
永
続
を
直
接
意
図
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
結
果
的
に
ワ
ク
フ
と
い
う
制
度
に
よ
り
、
文
化
の
保
護
・
発
展
に
結
び
つ
い
た
と
い

え
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
ワ
ク
フ
に
は
、
経
済
的
な
別
の
側
面
が
あ
る
。
そ
の
分
析
は
、
ワ
ク
フ
物
件
の
分
析
と
と
も
に
、
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に

し
た
輸
・

　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
騨
．
h
騨
昌
　
や
　
〉
甘
昌
騨
α
　
　
　
　
　
1
0
0
ミ
㌶
ぴ
ミ
執
。
起
臥
N
．
ミ
詮
。
馬
鳶
糺
馬
跳
、
、
着
起
蔑
ミ
象
ミ
ミ
3
≦
一
①
も
・
σ
p
自
⑳
目
辺
り
α
ρ

　
文
書
集
に
記
載
さ
れ
た
諸
施
設
に
関
し
て
、
本
稿
に

　
σ
・
掴
霧
鉱
p
の
記
述
の
全
て
を
綱
憂
し
え
た
わ
け
で
は
な
い
。

②
　
そ
の
他
に
、
涛
笥
讐
鋤
ミ
塾
旨
O
§
§
ミ
ー
嬉
ミ
謡
賎
討
ミ
凄
の
著
者
Ω
ぞ
餌
ω
9
も
冒

　
、
〉
財
や
そ
の
患
子
の
法
学
者
鰹
7
創
σ
9
7
U
竪
笛
に
剛
句
8
面
影
鳥
（
〔
薄
く
誌
押

　
膚
O
＜
一
①
P
＜
譲
O
嵩
ω
〕
参
照
。
そ
の
著
作
集
は
、
奪
§
魯
き
。
点
鋤
ミ
袋
の
題
で

　
一
三
五
六
年
に
出
版
さ
れ
た
と
い
う
が
〔
月
〉
客
＼
け
H
α
H
〕
、
筆
者
未
見
）
、
O
斜
ミ
軌
、

　
職
㍗
穿
噌
ミ
愚
丸
畑
蕊
§
蜀
の
著
者
通
称
H
び
嵩
置
旨
倒
σ
　
（
そ
の
曲
者
書
は
未
刊
。

　
8
戸
口
。
さ
勺
‘
、
．
い
。
ω
録
9
欝
器
。
ユ
富
℃
臼
ω
p
器
置
。
。
ε
置
ρ
胃
Φ
ω
α
o
。
摩
ゆ
貯
嵩
。
菩
0
1
ρ
β
o
ω

　
山
①
の
欝
巳
σ
9
二
屑
、
、
箆
着
ミ
⇔
O
、
龍
ミ
ミ
ミ
自
　
（
一
㊤
鍵
）
　
〔
℃
℃
．
○
◎
刈
二
一
。
。
〕
’
℃
℃
．

　
一
〇
N
1
8
（
轟
。
．
お
）
㌧
＞
q
σ
貯
㌧
｝
こ
b
襲
執
防
勘
蓬
ミ
⇔
§
切
窺
ミ
ミ
“
勉
『
“
賄
鳶
q
鳶

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

　
娼
喝
．
嵩
占
㊤
を
参
照
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
未
だ
無
名
に
留
ま
っ
て
い
る

　
者
も
い
る
が
、
例
え
ば
、
Ω
9
、
㌶
嵩
に
関
し
て
も
、
そ
の
主
著
冒
為
㍗
帖
さ
ミ
喚

　
の
よ
ウ
詳
細
な
研
究
が
待
た
れ
て
い
る
（
闘
野
英
二
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
」
『
ア
ジ

　
ア
歴
史
研
究
入
門
4
』
同
朋
舎
（
一
九
八
四
年
）
℃
．
H
O
。
。
参
照
）
。

③
筆
者
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
文
部
省
科
学
研
究
費
・
重
点
領
域
研
究
「
イ
ス

　
ラ
ム
の
都
市
性
」
D
班
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
「
『
イ
ス
ラ
ム
自
由
都
市
論
』
批

　
判
〈
1
＞
」
（
一
九
八
八
年
　
○
月
一
日
於
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
に
お
い

　
て
、
口
題
発
表
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
膏
書
に
掲
載
さ
れ

　
て
い
る
。
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The　Waqfs　of　the　Ni4am　Family　in　Fourteenth

　　　　　　　　　　　　　　　　Century　Yazd

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IWATAK：E　Akio

　　In　early　fourteen仕しcentury　Yazd，　a　city　situated　in　the　cen廿al　part

of　Iran，　a　father　and　son　of　the　Ni多am　faln難y，　who　took　pride　in　their

sayyid　status，　were　endowed　with王arge　waqfs．　：From　archives　con一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワcemillg　these　waqfs，　titled　Ga－mi‘　al一⑳夢7耐，　the　multi－faceted　character　of

the　waqfs，　both　in　terms　of　property　and　oblects，　can　be　understood．

The　archives，　comp盤ed　at　the　command　of　the　son　in　April　of　1333，

give　much　infonnation　about　their　forty－four　waqfs，　but’ 奄氏@this　paper

the　endowed　institutions　in　particuiar　are　analyzed．　These　institu－

tions，　above　all　the　two　madrasas　named　after　the麦ather　and　son，

contributed　not　only　to　the　conditions　of　study　and　learning　in　Yazd，

but　to　the　social　life　as　a　whole．　It　can　be　con丘rmed　that　Yazd　reached

ahigh　cultural　leve1．　The　dock　tower　of　the　father，s　madrasa　was

symbolic．　While　the　two　madrasas　played　pivotal　roles　in　the　manage－

ment　of　the　waqfs，． 狽?ｅｙ　also　served　as　mausoleums　for　the　two　men．

Therefore，　it　can　safely　be　said　that　olle　essential　purpose　of　these

waqfs　was　to　perpetuate　the　people’s　respect　for　the皿ausoleums．

Celebration　of　the　Emperor’s　Birtnday　in　1868

　　　　　Adoption　of　a　Natioinal　Policy　during　the

　　　　　　　　　　Formative　Years　of　the　Modern　Period

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　INouE　Katsuo

It　is　supposed　that　ceremonies　in　celebration　of　the　Emperor’s　birthday

（tentyosetsu天長節）were　held　in　imitation　of　Western　practices　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（492）




